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本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　も　く　じ




プロローグ　銀河無責任時代


第一章　宇宙一のホラ吹き男


第二章　帝国退屈男


第三章　スチャラカ人生


第四章　プロミネンス作戦


第五章　鬼おにも人の子


第六章　英雄死すとも


第七章　宇宙一のゴリガン男


エピローグ　宇宙一の男の中の男





殊勝なあとがき


Ｃ調キャラクター大語解



















末は大佐か　提てい督とくか
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プロローグ







銀河無責任時代










天才とは１パーセントの霊れい感かんと

99パーセントの努力である。

しかしながら１パーセントの才さい覚かくと

99パーセントの度胸、運、タイミングによってなる者も

不本意ながら天才全体の１パーセント未満ではあるが

まったく存在しない訳ではない。







アンドレア・マクガバン　　　　　　　　　　

（人文学者　宇宙暦２７８８～３０４４）　　






　どんな戦争でも10年かそこらも続けば、社会に深刻な影響を投げかけずにはおかない。

　ましてそれが負け戦いくさであればなおのこと、人々は戦いに倦うみ、疲れ、ことに若者は（徴ちよう兵へいされなければの話だが）無む軌き道どうな明日なき暴走に身をまかせたくもなろう。

　宇宙暦６９９８は、まさにそんな明日なき若者たちの不安と怒りとがひとつの頂点に達した年だった。

　惑わく星せいブルネイは、地球からそう遠くない（と言っても、自転車で行くのはちょいと骨だが）プロキシマ星系の中にある典型的な地球型惑星で、早くから入植者が移住し、開発も進んでいた。宇宙暦６５２７に惑星連合宇宙軍（当時は太陽系辺境宇宙軍だったが）の艦隊司令部が置かれてからは、軍港惑星として知られるようになったが、実際には常時駐ちゆう留りゆうする軍人軍属併あわせて二千七百万人に対し、民間人八億六千万人で、圧倒的に民間人のほうが多いのである。

　宇宙軍の艦隊司令部は、そのブルネイの南なん緯い25度付近にあるアキツシマ亜大陸にあり、もっとも風ふう光こう明めい媚びにして快適な一いつ郭かくを占めている。その気になれば海水浴や日光浴も一年中可能だった。別名〝宇宙の真珠湾パールハーバー〟と呼ばれる所以ゆえんだが、真珠湾という言葉の意味を知っている者のほうが、今日では少数派だろう。

　実際、軍用地に隣接するアキツシマ最大の都市であるシキシマ・シティーは、軍人たちにとっては格かつ好こうの保養地であると同時に、民間の隠かくれた観光名所でもあって、軍人民間人を問わずに休暇を楽しむ人々で常に賑にぎわっていた。これが戦時中であろうとは、言われても気がつかないほどである。ただ、海岸で日光浴を楽しむ人々の中に、ちらほらと義手や義足の人が目立つ程度であろうか……。もっとも、最近では一目見てそれとわかる粗そ悪あくな義ぎ肢しを装着している人も少なくなった。

　そんなシキシマ・シティーで、事件は起こった。

　通報を聞いたとき、キクチヨ・ミフネ中佐は、サンセットビーチを一望に見下ろす軍人墓地で、墓参の最中だった。

　キューベルワーゲンのエアカーで駆かけつけて来た部下の、

「中佐、御ご足そく労ろうですが出頭願えませんか？」

　の声に、

「またか」

　と彼は舌打ちした。非番が急の事態でおじゃんになることには慣れっこになっていたつもりでも、そうなって欲しくはない特別の場合というものはある。今がそうだった。そして、そういうときに限って事件とは狙ねらい撃うちしたように起こるものなのだ。

　キクチヨ・ミフネが露骨に邪じや険けんな顔をしたからといって、彼が軍人として不適格な人物というわけではない。むしろその逆だった。26歳で中佐という地位が、なによりもそのことを雄弁に物語っている。部下の人望も厚かった。

「反戦派の連中が、コロラド湾わん岸がん通りの宇宙軍出張所に、ビームライフルを持って立て籠こもりまして……」

　申し訳なさそうにその兵士が言った。「賊ぞくは人質を取っています。当直で士官はいなくて、人事課に問い合わせてみたら、ちょうど中佐殿がここにおいでだとうかがいましたもので。非番のところ誠にあいすみませんが……」

「しかたあるまい」

　ミフネ中佐は帽子を直して軍用コートの襟えりを合わせた。「死んでいる者より生きている者のほうが大事なのだからな」

「助かります」

　明らかにほっとした表情で、兵士は頭を下げた。彼もここへ来るのは気が進まなかったのだろう。

「という訳だ、兄さん。また近いうちに来るから、怨うらまないでくれよ」

　ミフネ中佐はそう言って、手にした花束を墓に置いて、ちょっと手を合わせた。

　真新しい墓石には、
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　と刻きざまれている。

「御家族でありますか？」

　兵士が訊きいた。

「うん、兄貴だ」

「御ご愁しゆう傷しようさまです」

「なに、いずれは俺おれもこうなる。むしろ兄貴は、いい死に場所を得た」

　キクチヨ・ミフネの兄、ムラマサ・ミフネ少佐は、護ご衛えい艦かん『エリソン・オニヅカ』の艦長として宇宙軍艦隊勤務であったが、先のレグルス会戦において敵ラアルゴン艦隊と交戦、惑星連合艦隊の先せん鋒ぽうとして壮絶な戦死を遂とげたのである。劣勢な艦隊にあって最後まで奮ふん戦せん、総崩れになった味方をほとんど一人で支え、しかも敵巡洋艦１隻せきを道連れにしたのである。死後大佐に二階級特進したのも、もっともなことであった。

　そんなあっぱれな散り際ぎわであったせいか、葬そう儀ぎの席上においても兄弟の父親であるセッシュウ・ミフネ中将は、

「息子は潔いさぎよかった。みなさん、褒ほめてやってください」

　と、無表情に短く言っただけで、涙ひとつ見せなかった。

　ミフネ家は、代々続く軍人の家系で、なんでも銀河幕ばく府ふ時代には旗はた本もとであったという。だが、いくらなんでもその落ち着きぶりはあまりにも堂に入ったものだったので、ミフネ中将は葬儀のあと、あれこれ言われたものである。

　曰いわく──、

「息子が死んでも顔色ひとつ変えないなんて、あの人は骨の髄ずいまで軍人なんだな」

「いくら傍はた目めには立派でも、ああはなりたくないねえ……」

「鬼のミフネと言われるが、今度ばかりはなるほどと納なつ得とくしたよ。あの人の部下にだけはなりたくない」

「あれでも血が通っているんだろうか？」

「ああいう厳格な家庭に生まれれば、嫌いやでも軍人にさせられて死地に追いやられるんだろうな。俺おれは普通の家庭で、本当によかった」

　とまあ、やっかみ半分とはいえ、彼に同情的な声というものは皆かい無むであったのである。

　しかし、人々は知らなかったのだ。葬儀の後、ミフネ中将が家族だけになったとき、息子の棺ひつぎに一いつ升しよう瓶びんの酒をかけ、

「馬鹿めが！　親より先に逝いきおって」

　と、短く叫んだことも、その瞳ひとみに涙が光っていたことも──。

「遅くなった。行こう」

　キクチヨ・ミフネは叫ぶなり、エアカーの助手席シートに飛び乗るように腰掛けた。いかにも鍛きたえ上げられた軍人の、俊敏な身のこなしであった。

「あ、はい！」

　見み惚ほれたように兵士は、運転席に就ついた。

「賊ぞくは何人だ？」

「２人です」

「たったの２人か？」

「はい。しかし人質を取っています。６人」

　ちょうど夕刻で、黄金こがね色の海を見ながらつづら折りのハイウェイを飛ばすドライブは快適だった。隣に女の子でも乗せてＢＧＭでもあれば言うことはなかっただろう。

「連中の要求は？」

「特にないようです。言っていることが支し離り滅めつ裂れつで、要領を得ません。ときおり戦争反対とか、宇宙に平和をとか、訳のわからないことを叫んではいますが……」

「馬鹿どもが！」

　ミフネ中佐は吐き捨てるように言った。「ただでさえこの非常時に軍の手を煩わずらわせおって。こっちは命を投げうって、ラアルゴンと戦っているというのに……」

　兵士はハンドルにかこつけ、黙っていた。軍人ではあるが軍人の家に生まれたわけでもない彼にとっては、どちらの言い分ももっともなのである。

　現場は、シキシマ・ビーチに面したコロラド湾わん岸がん通りの一いつ角かくだった。軍の出張所といっても二階建ての、瀟しよう洒しやなビルで、常時いる軍人も数えるほどだった。仕事だってあくまでも事務的なもので、軍の施設というイメージからはほど遠い。

『宇宙平和革命主義戦線』を名乗る過激派２名はそのビルに立て籠こもり、事務員６名を人質に取っているという。文句があるならこんな末まつ端たん施設に籠ろう城じようしたりせず、堂々と軍司令部に乗り込こんで来たらよかろうと、ミフネ中佐などは思うのである。

　中佐の階級章をつけたミフネを見て、居合わせた兵士たちが敬礼した。いちばん上で、二等兵へい曹そうである。これでは決断がまとまらないのも無理はない。

「休暇中を申し訳ありません中佐」

　兵曹が言った。「あいにくと、所しよ轄かつの士官は全員非番で連絡がつきませんで。中佐が来てくださって、ほっとしております」

「まだほっとするのは早いぞ」

　ミフネは襟えりを正した。動作のひとつひとつが、ことごとく軍人である。「一息つくのは人質を全員、無ぶ事じに救出してからだ。賊ぞくと話はできるか？」

「危険です。さっきも説得に出た兵が２名、撃うたれて重傷です」

　心底中佐の身を案ずるかのように、兵曹が言った。

「それにしても、責任者の留る守すを見計らったかのような犯行だな」

「市民はみんな、知っています」

　ここだけの表情で、兵曹は言った。ミフネ中佐より10歳は年上だろう。見るからに叩たたき上げだった。「地球暦で毎月10日は、接待ゴルフの日で、少しよう尉い以上の職員は出払うとね」

「腐りきっているな」

　ミフネは憤ふん慨がいした。

「後方の司令部は、どこもそうです。徴ちよう兵へい逃れのための賄わい賂ろや接待は、日常茶さ飯はん事じですよ」

「前線に出て死ぬのは、貧乏人と馬鹿だけか」

　自じ嘲ちようするようにミフネは言う。「このことを、親父おやじは知っているんだろうか？」

　ミフネの父、セッシュウ・ミフネ中将は、このブルネイにある銀河外周方面艦隊の司令部に勤務していた。

「おそらく、中将閣下は御存じないでしょう」

　はばかるように兵曹は言った。「知ったらあの高潔なお人柄だ。激げき怒どするくらいではすまんでしょうなあ……。連中もわかっていますから、閣下のところへは賄賂のわの字もありません」

「困ったもんだよなあ、親父にも」

　キクチヨ・ミフネは照れた。「公明正大なのはいいが、それにも限度がある。清せい濁だく併あわせ飲むということがまるでできないんだから、損な性しよう分ぶんだよ。そのへんの呼吸がわかってくれば、いつまでもこんな辺境惑星の司令官じゃなくて、地球本部へ栄転できただろうに。それもおそらく大将か、うまくすれば元げん帥すいに昇進して……」

「本当に、そうお思いですか？」

「まさか」

　ミフネは笑った。「そんな親父なら、こっちでとうにあいそを尽かしているよ」

「よかった」

「ただ、ただあともうほんの少し、融ゆう通ずうがきけばな。こうまで煙たがられて疎うとんじられることもなかったろうよ」

「ま、直接部下として接するのでなければ……」

　古ふる強者つわものの兵へい曹そうは言った。「ああいう方も、いてもらわなくては困ります。誰だれとは言いませんが地球本部のフジ中将など、たまにブルネイに来るとそれこそ接待接待、また接待のゴルフ三ざん昧まいで、おそらく裏では相当袖そでの下で私し腹ふくを肥やしているのではないでしょうか……」

「言ってるよ」

　ミフネは笑って、口にチャックをするしぐさをした。彼は父親とは違って、多少は話せる性格だった。士官学校では主席だったし、父親よりも出世するだろうとは兵たちの噂うわさである。

「ま、いずれにせよ俺おれには関係のないことだ」

　いきなり銃声がした。

　ビームが、路上に弾はじける。アスファルトの溶とける臭においがした。

「遅いぞ、てめえら！」

　粗野で、間の抜けた声がした。「要求した金を早いとこ用意しろ。言われた通りしねえと人質を順番にぶっ殺すぞ！」

　３Ｄテレビの、安物刑事ドラマにでも出てきそうな常じよう套とう句くだった。芸がないこと夥おびただしい。

「ああ言って、10分おきに騒いでいます」

「人質は、軍人か？」

「軍属の事務員が５名と、士官が１名です」

　兵曹が言った。「地球から配属されて来たばかりの、女の少しよう尉いさんです。別べつ嬪ぴんさんですよ」

「ほう」

　ミフネ中佐だって、美人に興きよう味みがないわけではない。彼も独身である。「どんな感じだ？」

　説明されるまでもなかった。犯人の一人が、その美人の少尉さんを窓から突き出したからだ。サーチライトを浴びてその端整な白い貌かおと、亜あ麻ま色の長い髪は、夜の闇やみを背景によく映はえた。物ぶつ騒そうなことにその髪の毛の中に、ビームライフルの銃つつ先さきが埋まっているのである。ミフネはあの華きや奢しやな頭が中味ごと、飛び散る様さまだけは見たくないと思った。

「なるほど、わざわざ説明するだけのことはある」

「でしょう」

　こういう場合でも得意げに、兵曹は言った。「たまに非番の日に、水着を着てビーチで泳ぐんですが、人ひと垣がきができますよ」

　今も人垣はできていた。ライフルの届かない範囲ではあるが……。

「銃を突きつけられて、少しも取り乱さないところも気にいった」

　ミフネ中佐らしい評価である。

「これが最後だ！　５分以内に金を用意しろ！」

　ライフルをつきつけたまま、犯人の一人が叫んだ。覆ふく面めんを被かぶっていた。「とっととしねえと、この女をやっちまうぞ！」

「やっちまうって、どういう意味ですかね」

　妙ににやにやしながら兵へい曹そうが訊きいた。

「二通りの意味が考えられるな」

　とミフネ中佐。「どっちにしても彼女にとって危機であることに変わりはないがな」

「どうします？」

「無む駄だとは思うが説得してみよう」

「無駄ですよ」

　あっさりと兵曹は認めた。「はい、マイクです」

　やけに準備がいい。

「聞こえるか犯人」

　ミフネはラウドスピーカーに向かって喋しやべった。「私は惑わく星せい連合宇宙軍のキクチヨ・ミフネ中佐だ」

「誰だれでもいい！」

　イライラしながら、犯人が叫ぶ。「早いところ五千万クレジット、使い古しの札さつで用意しろ！」

　そして銃声。空に向けての威い嚇かく射撃だ。今のところ美人少しよう尉いの頭は胴体についている。

「目的はなんだ。金だけが目当てじゃあるまい」

　ミフネは時間稼かせぎの説得を続ける。時間稼ぎ？　だが、何を待って、何のために──。

「軍のやりかたに文句があるなら、堂々と連邦法廷に訴えればいいだろう」

「うるせえ！」

　そんな七しち面めん倒どう臭くさいことができるかよとでもいいたげな犯人の声。「俺おれたち貧乏人はな、どうしたって戦場に送られて、殺されちまうんだよ！　それなら大金つかんで、どっか宇宙の果てで、のうのうと暮らしたほうがいいじゃねえか！」

「君たちの趣しゆ旨しはようくわかった」

　ミフネはうなずいてみせた。「だが、彼女には関係ないだろう。悪いようにはしない。すみやかに人質を解放しなさい。なんなら、私が彼女の代りに諸君の人質になってもいい」

「馬鹿か？　てめえ」

　呆あきれたようにもう一人の犯人が叫んだ。「いくら人質でも、野郎よりかは女のほうがいいに決まっているじゃねえか！　あとあと、いろいろと楽しみもあるしな」

　なるほど、筋は通っている。犯人も馬鹿ではない。

「さあ、早く金を持って来い。ついでに逃走用エアカーと、食い物だ。エアカーは最新式のやつだぞ。できればソアラか、シルビアがいい」

「処置なしだな」

　ミフネは憮ぶ然ぜんとした表情でマイクのスイッチを切り、傍かたわらの兵曹に言った。「馬鹿は増長させるとキリがない。人質がいなかったら、即座に射殺しろと命令したところだ」

「お気持ちは、ようくわかります」

「軍は要求の金を、準備する気があるのかな？」

「あなたが責任者なら、用意させますか？　奴やつらのために」

「まさか」

　ミフネは苦笑した。

「そういうことです」

　哀あわれ美人少しよう尉いの命は、風ふう前ぜんの灯ともし火びと見えたそのとき──、

「ヤッ、ド～モ！」

　その場の緊きん張ちよう感かんにそぐわぬ、間まの抜けた胴どう間ま声ごえがした。「イヤ、お務め御苦労さんゴクローさん！」

　ミフネ中佐が思わず振り向くと、惑わく星せい連合宇宙軍の制服を着た若い男がニコニコしながら立っている。背は高からず低からず、貧弱な体型にガニ股また。態度ばかりはやけにデカいので、さてはと思って階級章を見れば、これがなんと二等兵なのである。それにしても軍人にあるまじき、間ま抜ぬけな顔だった。

「極ごく悪あく非ひ道どうな犯人が、こともあろうに我が惑わく星せい連合宇宙軍の同志を人質に取って籠ろう城じようしておる場所というのはここかね？」

「そうだが……」

　呆あつ気けに取られた顔で、ミフネは二等兵を見た。「貴様の姓名と所属は」

「ヤッ、これは失礼」

　デカいのは態度だけではない。地声もいやに大きい奴やつである。

「惑星連合宇宙軍二等兵ジャスティ・ウエキ・タイラー！　所属は宇宙軍地球本部付き残務処理課年金送付係。だがすぐに出世して艦隊勤務、あなたと同じくらいには年内にも昇進する予定であります、中佐！」

「失礼だろう！　タイラー二等兵」

　兵へい曹そうが一いつ喝かつした。

「まあまあ」

　ミフネがなだめた。どうやらタイラー二等兵のことを面白い奴やつだと思ったらしい。

「年金係がこんなところに何の用だ？」

「イヤ、それですがね」

　タイラー二等兵はもともとタレ気味の眉まゆを八時二十分にして、

「地球本部からこのブルネイに、出張を命じられまして。ナニ、要件はあってないようなものです。ただ未み決けつ済さいの書類を持って、ハンコをもらって来るというだけのものでしたからな、ブワッハッハ！」

　笑い方まで豪ごう快かいで、耳みみ障ざわりである。

「で、仕事は午前中に終わりまして、午後は地球行きシャトルの出る深夜まで、物もの見み遊ゆ山さんがてら、シキシマ・シティー市内をブラついておったんです。そうしたら寝耳に水の事件じゃありませんか。生せい来らい野次馬根こん性じようは旺おう盛せいなほうでして、これを見ずば男がすたるってんで、おっとり刀で駆かけつけて来たんですがね。ハァ～コリャ、なんともいいトコへ、タイミングよく居合わせたもんですなあ」

　タイラー二等兵、一息にまくしたてる。相手に言葉をさしはさむ間かん隙げきも与えない。なんともはや、調子のいい奴だ。

「どこがいいタイミングなのだ？」

　呆あきれ顔で、兵曹が言った。「この事態を把は握あくして言っとるのかきさま！」

「把握しておりますとも、心しん外がいな」

　笑顔を崩さずに、タイラー二等兵は言った。

「ここであの犯人を、自分が取り押さえれば、おっつけ昇進間違いなし！　こいつは出世の糸口だ！　これをグッドタイミングと言わずして、なんでありましょう」

「大きく出たな」

　ミフネはタイラーの顔をまじまじと見た。どう見ても空から手てや柔道の有段者には見えない。その気になればタイラー二等兵をノックアウトすることは、幼年学校の生徒にもたやすいだろう。

「人質がいるんだぞ」

　兵へい曹そうが言った。「相手は気が立っている。刺激したら、すぐにでも人質を殺しかねんのだ」

「刺激しなければよろしいのでしょう。要はね」

　タイラー、涼しい顔で言った。「ま、ひとつ見ていてください」

「考えがありそうだな」

　ミフネの言葉に、

「ありません」

　と、言下に否定する。「下へ手たな考え休むに似たりと申します。ここはいっちょ、ブワ～ッと体でぶつかるしかないでしょう。とにかく誠心誠意をもって、説得してみます」

「無茶を言うな！」

　兵曹がしびれをきらした。「人質にもしものことがあったらどうする？　貴様が責任を取ってくれるのかタイラー二等兵！」

「責任と言われても困りますなあ、兵曹殿」

　タイラーはピシャッと自分の額を叩たたいて、

「自分はいたって、無責任な性た質ちでして」

「貴様！」

「待て」

　ミフネ中佐であった。「責任は、俺おれが取ろう」

「へ？」

　兵曹は、信じられない物好きを見る目つきで、ミフネを見た。「よろしいので？」

「こいつの自信に、賭かけてみたくなった。放っておいても、事態は悪くなる一方だ」

「偉い！」

　タイラーが叫んだ。「慧けい眼がんです中佐！　その御決断はみごとですぞ。あなたは出世します。イヨッ！　渋いね大将！」

「お世せ辞じはよせ」

　それでも悪くなさそうに、ミフネは言った。「やってくれるか？」

「やりましょう。私を信じてくれた中佐のためだ。不ふ肖しようタイラー、命を賭けましょう」

　タイラー、笑顔でうなずいた。「その代り、と言ってはなんですが……」

「なんだ？」

「イヤ、そろそろ宇宙軍は、移動の時期なんですがね。首尾よく人質を救出できたら、そのときは中佐の御口添えで、ひとつよろしく……。それも、できましたら、艦隊勤務を……」

「なんだそんなことか」

　ミフネは苦笑した。「いいだろう。自慢するわけじゃないが、俺おれの親父おやじは中将だ。働き如何いかんによっては口をきいてやってもいい」

「イヤ～、こいつは僥倖ラツキー！」

　大おお袈げ裟さなポーズは癖くせなのだろう。タイラーは満面に笑みをたたえ、

「中佐殿、できれば御芳名をおうかがいしたい」

「キクチヨ・ミフネ。銀河外周方面艦隊所属、ＮＣＣ─２０７８８、駆く逐ちく艦『さぎり』の艦長だ」

「おや、それではセッシュウ・ミフネ提てい督とくの……」

「なんだ、親父を知っているのか」

「はい。こう見えましても私、惑わく星せい連合宇宙軍で、将官以上の御お歴れき々れきの御名前は、士官学校第何期ということから、略歴、家族構成まで含めてすべて暗記しているのです」

「殊しゆ勝しようなことだな。だが、何のために？」

「はい」

　タイラーは、これが言いたかったといわんばかりに、

「それはもちろん、おえらがたにコネを繫つなぐためです。立身出世のためならこんな苦労、苦労とも思いません。ウッシッシ……」

「無む駄だかも知れんぞ」

　水を注さすようにミフネ中佐が言った。「たとえば、今日ここで、反戦過激派の弾たまに当たってあえない最さい期ごを遂げることもあるわけだ」

「それはまあ、見てのお楽しみですよ」

　いかにも自信ありげに胸を叩たたく。いったいこの男の、この自信の根こん拠きよはなんだろう。それがまるでわからないだけに、興味も覚えるミフネなのであった。

「タイラー二等兵、防弾チョッキだ」

　あの兵へい曹そうが、しぶしぶタイラーに手渡そうとするのを、

「いりません」

　と、にべもなくタイラーは断った。「そんなもの着ていても、頭を狙ねらわれたらイチコロです。動きがにぶくなるだけ損ですよ」

「立派だな。度胸だけは褒ほめてやろう」

「いえいえ、それには及びません。いずれ、兵曹あなたは嫌いやでも私に頭を下げねばならなくなりますから……。年内にも、最低少佐くらいには昇進する予定なのです」

「勝手にしろ！」

　ムッとした表情で、兵曹は防弾チョッキを引っ込こめた。「ま、昇進は確実だろうな。最悪の場合でも、本日この場で二階級特進だ」

「ナ～ニ、結果論、結果論」

　涼しい顔で、犯人たちの視界に、足を踏み出すタイラー。

「止まれ！」

　たちまち犯人に見とがめられる。当然である。だがこれは、しっかりタイラーの予定に入っているらしい。

　そのまま、スタスタと歩を進めるタイラー。

「止まれ！　聞こえねえのか？　止まらねえと、この女をやっちまうぞ！」

　だが、それに対するタイラーの台詞せりふは、その場に居合わせた全員の予測を遥はるかに凌りよう駕がするものだった。

「ド～ゾど～ぞ、御随意に。ハッキリ言って私も見たい」

「な！」

　ミフネ中佐が驚おどろいた。犯人二人も驚いた。だが誰だれよりも驚いたのは人質にされた美人少しよう尉いだろう。あなたは目が点になった美人の顔というものを、見たことがあるだろうか？

「お、脅おどしじゃねえぞ。ほ、本当にやるぞ」

　震ふるえる声で犯人が言うのを、

「誰も脅しだとは思っちゃないさ。派手なシーンを期待してるんだ。さあ、派手にブワ～ッとやって、明日の朝刊の第一面を飾ってくれ！」

　タイラーは手を広げ、笑いながら言った。

「て、てめえそれでも人間か！」

　自分のことは棚たなに上げ、犯人の一人が言った。「お、俺おれたちゃな、戦争に駆かり出されて人殺しをさせられるのが嫌いやさに、こうして崇すう高こうな反戦行為に訴えているんだ。誰だれがすき好んで暴力に走るか！」

「な～んだ。つまんねえ奴やつ」

　タイラーは聞こえよがしに言った。「なんのかんのと理屈をつけても、結局は命が惜しいし、女一人殺すだけの度胸もない。それだけか。そんなんだったら……」

「な、なんだ」

　いまやすっかりタイラーのペースに引き込こまれた犯人二人が窓から身を乗り出すようにした、その瞬間である。

「ショボクレたことすんなコノヤロ～ッ！」

　腹の底から絞しぼり出すようなタイラーの怒ど号ごうは、犯人どもの度ど肝ぎもを抜いた。

「わ！」

　ビームライフルの銃口が、人質の頭から離はなれてあらぬ方向を向く。その隙すきを逃さずタイラーは叫んだ。

「ミフネ中佐！　ガス弾！」

　はるか上官に向かって、まるで命令するような口く調ちようであったが、さすがにミフネ中佐も将来を嘱しよく望ぼうされる軍人であった。窓に向かって神経ガス弾が打ち込まれた。

　そのときにはもう、泥どろ棒ぼうネコのような身のこなしで、タイラーが建物の中に飛び込んでいる。

　やがて、気を失った少尉を抱かかえて、入り口から堂々と現れた。兵たちの間から、思わず拍手が起こったほどである。

「なんて奴だ」

　兵へい曹そうが呆あきれている。「勇ゆう敢かんなのかバカなのか」

「おそらくその両方だ」

　ミフネの指摘はたぶん正しい。

　タイラーはつかつかと、ミフネのところにやって来て敬礼した。

「イヤ～、助かりました。中佐が有能かつ柔じゆう軟なんな方でよかった。さすがは名将ミフネ提てい督とくの御ご子し息そく、軍神ミフネ大佐の弟でいらっしゃいますなぁ」

　兵曹は、ものも言えない。

「それにしてもよくあれだけ堂々と、正面から歩いて行けたものだ」

　ミフネの言葉に、

「はい。実は自分も、いささか驚おどろいているのであります」

　タイラーは言った。「さっきから見ていたら連中の射撃の腕はたいしたことないから、撃うっても当たるまいと踏んでいたんですが……」

「まぐれで当たったらどうする？」

「その時はそのとき、ジャスティ・ウエキ・タイラーもそこまでの人間とあきらめもつきます。それにしても一発も撃たなかったのは意外でした」

「正面から、ああも堂々と来られると、普通の人間は撃てないものさ」

「なるほど。さすがは中佐、いいことをおっしゃる。心にとめておくとしましょう。それでは私はこれで……」

「どこへ行く？」

「あの少しよう尉いさんを介かい抱ほうしてきます。それくらいの役やく得とくはあってしかるべき武ぶ勲くんでしょうから……」

　そのままそそくさと、後も振り返らずに行ってしまった。

「なんという奴やつでしょう」

　兵曹がミフネの顔を見た。「あんな馬鹿、今まで見たことない」

「俺おれもだ」

　ミフネはうなずいた。「だが、あいつは出世するかも知れん」

　しかしさすがの慧けい眼がんミフネ中佐も、わずか三か月後に、タイラー二等兵が自分と同じ中佐にまで、超スピード昇進を遂げようとは、このときは夢にも思ってはいなかった。







「気がついたかい」

　目を開けた途と端たん、目の前に間の抜けた顔がアップで迫る。少尉は思わず背筋をおぞましいものが走り抜けるのを感じた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

「近寄らないで！」

　少尉は叫んだ。ソプラノの、甘い声だった。

「命の恩人に、それはないでしょう」

「あんな助けられ方じゃ、感謝したくてもできないわ！」

　少尉はタイラーの階級章を見た。そして瞬時に、自分のほうが八階級も上官であることに気がついたのである。

「離はなれなさい！　上官に向かって慣れなれしい！」

　ところがタイラーはひるまない。

「ナ～ニ、今は上官でも、じきにあなたを追い越して提てい督とくになる男ですよ、お嬢さん」

「たいした自信ね。助けてもらってこんなことは言いたくないけど、私の目にはそうは見えないわよ、二等兵さん」

「じきにその考えも、改まるでしょう。お嬢さん」

「お嬢さんという言い方、やめなさい」

　彼女はちょっとキツい顔になった。そこがまたいい。「ユリコ・スターという、立派な名前があるんだから」

「なるほど、悪くない名前だ」

　タイラーはうなずいた。「ユリコ・タイラーなら語ご呂ろもいい。さしずめあなたは、未来の提督夫人の第一候補というところでしょうな」

「口を慎つつしみなさい！」

　ユリコ・スター少しよう尉いは一いつ喝かつした。「誰だれがあなたなんかと！」

「今はそうでも、そのうちあなたのほうから、きっと僕にプロポーズして来ますよ。いや、そうさせてみせます！」

　ユリコ・スターは黙って、タイラーの顔に平手打ちを見舞った。

「上官に対する口のきき方を、少しは勉強しなさいね」

　頰ほおをさすりながら、タイラーはユリコ・スター少尉の背中を見送る。軍人にしておくのは惜しいプロポーションだ。無意味に短い（大いに意味があるという説もある）宇宙軍制服のスカートからはみ出した、白い素足が実にまぶしい。

「キビシイなあ……」

　言いつつタイラーは、少しもこたえた気け配はいはない。むしろその顔は笑っている。どうやら彼女の痛烈な平手打ちも、いずれ結婚すれば無数に頂ちよう戴だいすることになるであろうその最初の一発と、彼は解釈したようであった。














第一章　宇宙一のホラ吹き男










戦争とは、全能なる神に対し

人類が企くわだてうる唯ゆい一いつの反抗である。

神の最高傑作たる人類が愚ぐ行こうを繰くり返すことで

神の面めん子つは丸つぶれになるであろうから……。







ダグラス・Ａ・ヒッチャー　　　　　　　　　

（歴史学者　宇宙暦５９５４～６０３２）　　






「フザケヤガッテ、フザケヤガッテ、フザケヤガッテコノヤロー！」

　いまや中佐のジャスティ・ウエキ・タイラーは、大声で叫びながらコンソールを叩たたきつけていた。

「たかだか機械のくせに人間様をなめやがって！　責任者出て来～い！」

　どうしたことかと、彼の忠実な部下たちがシミュレーションルームに顔を出す。

「ヤスダー！」

　タイラーは怒ど鳴なった。

「はい、はい、はい」

　タイラーより10歳年長の副官ヤスダ少佐は、思わずもみ手をしながらしゃしゃり出て来た。そして、それこそ腫はれ物にでも触さわるような声で言った。「なんでありますか？　艦長」

「このシミュレーターは、壊れているぞ」

　タイラーは不ふ機き嫌げんきわまりない声で言った。

「そんなはずはありません」

　ヤスダは律りち義ぎに言った。「出撃するとき、ちゃんと調整したんですから」

「いや、壊れている！」

　タイラーは譲ゆずらない。「この僕が、さっきから何回やっても一回も勝てないんだ」

「そ、それは……」

　ヤスダ少佐は何か言いかけて、あわてて口ごもった。

「ほう、それは？　それはなんだ？」

　意地悪く、タイラーが突っ込こむ。「ヤスダ。貴様、自分の上官とコンピューターと、どっちを信じるんだ？　ああん！」

「そ、それはもちろん、中佐殿であります！」

　ヤスダ少佐は直立不動の姿勢で、思わず条件反射的に叫んでいた。「先のプロキオン星域でのラアルゴン帝国との会戦においても、一瞬にして戦艦７隻せき、空母２隻、巡じゆん洋よう艦25隻を沈めたお手並み、到とう底てい小官などの及ぶところではございません。いやあの時は、心底感服いたしましたッ！」

　何度も強要され、ほとんど暗あん唱しようしてしまった台詞せりふとはいえ、ヤスダ少佐の言葉は本心からのものである。彼がタイラーの艦長としての才さい覚かくを信頼しきっているというのは本当だ。なによりもあのプロキオン会戦で同じ駆く逐ちく艦『そよかぜ』に乗り合わせ、目の前で奇跡を見せつけられては心しん酔すいするしかない。

　それに、万年大たい尉いだった自分も、どうにかタイラーの余よ禄ろくで昇進し、いまは少佐として、遅咲きの喜びを嚙かみしめる身である。これはもう、傍はた目めには少々問題のある上官でも、黙ってついていくのが得とく策さくであろう。

「そうだろうそうだろう」

　タイラーは、ヤスダ少佐の言葉に満足気にうなずき、

「しかるにだ。その天才の僕がシミュレーションとはいえ艦隊を指揮して、なぜコンピューター相手に一勝もできんのだ？　これは、機械が壊れていると判断するほうが当然だろう」

「そうも言えますね」

　ヤスダは苦しい返事をした。「しかし、単純な問題ではないようです」

「どういう意味だ？」

「つまり、タイラー中佐の指揮ぶりが、あまりにも大胆かつ変則的ですので、機械の思考がそれについてこれないのではないかと、自分は考えるわけであります」

「なるほど……」

　ほとんど口から出まかせだったが、この意見はタイラーの気に入った。「ヤスダ。さすがにベテランだけあって貴様はいいことを言うな」

「光栄です」

　ヤスダは心から言った。「シミュレーションは、所しよ詮せんシミュレーション。人間が指揮しても、それを運用するのは機械です。タイラー中佐の天才的な判断も、参さん謀ぼう役やくがコンピューターでは、思うように反映されますまい」

「その通りだ！」

　タイラーは、まさに我が意を得たりと、膝ひざを叩たたいた。「年内にも提てい督とくに昇進する予定の僕としては、まさにその有能な参謀役の副官が必要なのだ」

「そうでしょう」

　ヤスダはうなずいた。「しかし残念ながらこの自分は、いいとこ駆逐艦の副長あたりが器うつわの人材。提督にまで昇進したタイラー閣下の副官を務められないのは誠に残念至し極ごくです」

「いいんだ。個人の能力云々うんぬんをどうこうしても、この際始まらない。ヤスダ、君は確かに提督の参謀には不向きだが、駆逐艦の指揮官には、まことにうってつけの人材だ。宇宙一の駆逐艦乗りと言ってもいい。僕が提督になったら、宙雷戦隊の一個も、任まかせてやるのにな。自伝にも書いてやるぞ。わが栄光の生しよう涯がいにおける、最初の忠実な副官だ」

「ありがたき幸せですな」

　ヤスダは頭を下げた、この艦長の下で副官を務めることは、なにかと疲れるがヤスダには楽しかった。

　だが、当面の問題として、悲しいかなジャスティ・ウエキ・タイラーは艦隊を率ひきいる提督ではない。銀河辺境を単独パトロールする一駆逐艦の艦長で、中佐にすぎない。それだって、24歳の若さと、士官学校を出ていないということを考えれば、まったくたいしたものなのだが……。

「予定では、もうそろそろ大佐に昇進しているはずなのでしょう？」

　ヤスダが言った。

「ナ～ニ、一か月やそこいらの誤ご差さはあるさ」

　タイラーは意外に悠ゆう然ぜんと構えている。「次の大きい戦闘を見ていろ。この辺境パトロールは、わが栄光の生しよう涯がいにおける、インターバルみたいなものさ」

　駆く逐ちく艦『あさなぎ』は、全長２００メートルクラスの小型艦とはいえ、最新型である。その点では、ヤスダがこの前まで乗っていた『そよかぜ』とはだいぶ違う。乗り心地も悪くはなかった。武装は小出力のフェーザー砲ほうが６門、光こう子し魚ぎよ雷らいの発射管が８バンク、それに対空用として小型のミサイルと、レーザー・ポムポム砲を搭とう載さいしている。レーダーと電子装備も一流だった。

　だが、その最新型にも、タイラーは不満なのである。

「駆逐艦なんて、軍艦じゃない」

　というのが、彼の言い分である。「その証しよう拠こに艦首を見てみろ。惑わく星せい連合宇宙軍の象徴である、梅の代だい紋もんもついていないじゃないか。早いとこ大佐に昇進して、まともな艦ふねに乗りてえなあ……」

「さしあたっては、巡じゆん洋よう艦ですか」

「そういうことになる」

　タイラーは言った。「しかし、できれば戦艦だ。駆逐艦よりは巡洋艦、巡洋艦よりは戦艦。男と生まれて来たからにゃ、いつかは戦艦。これっきゃない！」

　なるほどなと、ヤスダは思った。宇宙艦隊を会社に喩たとえるならば、駆逐艦の艦長は、せいぜい係長か僻へき地ちの支店の支店長であろう。さしずめ自分は係長補佐か主任である。いや、冗談でなくタイラーは、宇宙軍を、宇宙一の規模を誇る大企業と解釈して入にゆう隊たいしたとしか思えないふしがあるのだ。もっともだと、ヤスダは思い、今ではタイラーの意見に同調している。ただ違うのは普通の企業とは違って軍隊は、物を造つくりもしなければ売りもしない。破壊と殺さつ戮りくという名の大規模な消費があるだけだ。そういう意味では、企業というより暴力団に近いと言えないこともないが、この比ひ喩ゆはいくらなんでも失礼だろう。軍隊にではなく、暴力団に……。

　ただ、一般企業と違って倒産と失業の恐れはなかった。もっとも、これも負けなければの話だ。勝てば勝ったで今度は人材の整理があるだろう。どっちにしたって、ヤスダのようなボーダーライン上の三等士官にとってはうかうかしてはいられない。ここはやはり、タイラーのように、これと見み込こんだ人物についていくのが得とく策さくであろう。

　だが、目下タイラーの頭を煩わずらわせているのは実戦ではない。作戦宙域に到達するまで、彼に課せられたノルマは、実に48パターンの作戦シミュレーションで、戦略コンピューターを相手に全勝することだった。士官学校の教程を経へることなしに中佐に昇進してしまったタイラーにとって、それを習得することが義務というわけなのである。が、彼はまだどのパターンでも一勝もしていない。

　直属の上司であるミフネ中将など、呆あきれ顔で、

「貴き様さまのように覚えの悪い士官を見るのは初めてだ」

　と、呼びつけておいてタイラーの顔を見もせずに言った。

「こんな初歩的な問題など、士官学校の卒業生なら、どんな新しん米まいの少しよう尉いでも、苦もなく解といてしまうぞ」

「しょうがありません。ついこの間まで、二等兵だった男ですからね」

　どういう神経か知らないが、ニコニコ笑いながらタイラーは言った。それがまたミフネの気に障さわる。

「それにしても２７８戦して２７８敗とはな……」

「惜しいところまでいったのは、ずいぶんとありました」

「戦争は、結果がすべてだ！　敗ければ明日はない！」

　ミフネは本気で激げき怒どしてみせたのだが、タイラーには通じなかった。

「ですから実戦で証明してみせますよ。コンピューター相手のシミュレーションでは、イマイチ本気になれませんから」

「あんな偶ぐう然ぜんの幸運が、何度も続くと思っているのか！」

　ミフネはデスクを叩たたいた。隣に立っている彼の秘書が、思わず首をすくめた。かわいそうに、彼も明日には辞表を出すだろう。ミフネの秘書で、２週間以上長続きしたものはいない。

「続いたりして……」

「続かん！　続かせん！　続くわけがない！」

　ミフネは絶叫した。「仮にも中佐という、自分の地位を考えろ！　貴様一人のミスで、何人が死ぬと思う？」

「そりゃ、多少の犠ぎ牲せいはしかたがないですよ、提てい督とく」

　涼しい顔でタイラーは言った。「戦争ですからね。それに、一いつ将しよう功こう成なって万ばん骨こつ枯かると言うじゃありませんか。ネ！」

「貴様という奴やつは！」

　ミフネは思わず立ち上がって、愛刀の村むら正まさを抜いた。死んだ長男の名に因ちなんだ形見である。抜いたはずみに切きつ尖さきが、秘書官の頰ほおをなで、血の糸を顔に残した。

　これで彼の辞表は確実だろう。

「そこまでしてこの儂わしに、腹を斬きらせたいのかッ！」

「ま、おさえておさえて、閣下」

　タイラーに悪気はない。だからこそ問題だ。「血圧が上がりますよ」

「まあいい……」

　驚おどろくほどの忍耐力で、自分の感情を押さえつけ（このほうがよっぽど体に悪い）ミフネは村正を鞘さやに納めた。「辞令が出ている。不本意ながら貴様に新型駆く逐ちく艦『あさなぎ』を与える」

「そいつぁ剛ごう気きだ！　イヨッ、さすがは宇宙に名だたる名将ミフネ提督！」

「黙らんかっ！」

　ほとんど脳の血管が切れる寸前で、ミフネは叫んだ。

「辞令！　ジャスティ・ウエキ・タイラー中佐、銀河辺境のパトロールを命ずる。どこでもいい。できるだけ遠く、可能な限り一日でも長く。とにかくその目ざわりな顔を見なくてもすむところへ、だ！」

「わかりましたァ！　提督ゥ！」

　タイラーはニコヤカに辞令を受けた。「慎つつしんで拝命いたします」

「航海中も、パトロール宙域につくまでは、シミュレーションを怠おこたるなよ」

　ミフネは釘くぎを刺した。「もとより期待はしていないが、それによって貴様のせいで死ぬ将兵が、一人でも少なくてすむかも知れん」

「まかせてください」

「奇をてらった戦法は使わずに、たまには正攻法でやるように」

　言わずもがなのミフネ中将の一言が、まさしく墓穴を掘った。

「はあ……。いくら提督じきじきの御命令でも、そればかりはちょっと無理かと……。コツコツやるのは、自分の性しように合いませんからね」

「合わなくてもやるのだッ！」

「いやね、ひとつ確実に勝てる戦法があるんですがね……」

「ほう……」

　不ふ覚かくにもミフネは興味をそそられた。「言ってみろ」

「お耳を拝はい借しやく……」

　タイラーに囁ささやかれ、ミフネの表情が一瞬呆ほうけたようになった。

「なるほど、いかにも貴様らしい。濡ぬれ手てに粟あわの愚ぐ劣れつな作戦だな」

「でしょ」

「だが、そんな作戦を使ってみろ！　次の機会にはこちらも同じ手で反撃をくらうぞ。そうなったら泥どろ沼ぬまだ。いったい誰だれが責任を取るんだ？　タイラー中佐、貴様が責任を取ってくれるとでも言うのか？」

「めっそうもない」

　タイラーは白い歯を見せた。「そういうときのために、閣下がいらっしゃるのです」

「おのれは！」

「閣下、血圧、血圧！」

「いいかタイラー。このことは儂わしの胸の中にしまっておいてやる。誰の前でも公言するな。それが貴様のためだ」

「つまり、ボツですか？　この絶妙の作戦が？」

「そういうことだ」

「ちぇっ！」

「５秒以内にこの部屋を出て行け！」

　ミフネは村むら正まさの柄つかを摑つかんだ。「それ以上いたら、たとえ部下でも儂は貴様を斬きる！」

　タイラーは慌あわてて司令官室を飛び出した。ミフネの秘書官と一緒だった。そしてタイラーはともかく、秘書のほうはその後二度と、司令官室に戻もどることはなかった。

　辞表を書く手間さえ省はぶけた。彼はそのまま重度のノイローゼで、宇宙軍病院に直行したのである。







「まだ続けますか？　シミュレーション」

　ヤスダ少佐が訊きいた。「今度負けたら、３５１敗めですね」

「気にしない気にしない。これも提督になるための、ひとつの通過点だ」

　多くの上官や同どう僚りようにはやたらと調子がいいだけの男と思われているタイラー、けっして努力が嫌いなわけではない。むしろ目標が定まれば、努力は人一倍やるほうだった。

「パトロール宙域に到達するまでは、まだ２週間近くある。睡眠は、冷凍睡眠カプセルを使えば、ナポレオン並みに１日３時間も寝ればじゅうぶん！　メシ、トイレ、シャワーで１日２時間としても、24時間マイナス５時間で、１日19時間ずつシミュレーションに取り組めば、作戦行動に入るまでにはどうにか１勝くらいはできるだろう」

「よく気力が続きますね」

　なかば感心し、なかばあきれたようにヤスダ少佐が言った。「それ以前に体力もです。私には、とても艦長殿の真ま似ねは無理ですな」

「そうだろうそうだろう、ブァッハッハ！」

　タイラーは馬鹿笑いした。「さあ、今日もやるぞ！　いつまでもコンピューターごときに負けてたまるか！　目標に向かってただ前進あるのみ！」

　この男には不可能ということはないかも知れないなと、ヤスダは思い始めていた。才能とか適性とかはさておいて、この自信とバイタリティーはどうだ。しかも、職務だけにとどまらず、すべてにおいてそうなのだ。

　たとえば、ヤスダ少佐は３次元軍人将しよう棋ぎでは、自他ともに認めるちょっとした名人である。軍の対抗トーナメントのリクリエーションでも、何度も優勝したことがあった。これだけは、自慢できる腕前なのだ。

　ところが、駆く逐ちく艦『あさなぎ』の艦内で、タイラー艦長は、そのヤスダ少佐に勝てるただ一人の男なのだ。

　残務処理課年金送付係にいた頃ころ、タイラー二等兵が、課の年寄り連中を相手に、暇ひまつぶしの３次元軍人将棋で、かなりの腕前にまで上達したことはヤスダも知っていた。しかし所しよ詮せんは素人しろうと相手、名人級のヤスダにおいそれと太た刀ち打うちできるものではない。最初の対決では、ヒコーキとタンクと地雷抜きで、ヤスダはやすやすと勝ってしまった。

「中佐も、なかなかにはおやりだ」

　よせばいいのにヤスダ少佐が言ったその一言が、タイラーの心に火をつけた。「しかしまあ、自分とやるのは10年早いですな」

「言ったな！」

　タイラーは、ヤスダの顔を正面から見て、いかにも悔しそうに言った。「ヤスダ！　覚えていろ。１週間で、君より強くなってみせるからな！」

「いいですとも」

　ヤスダはうなずいた。「１週間で私に勝てるものなら、パンツ一丁で逆さか立だちして、基地内を一周してごらんにいれましょう」

「その言葉忘れるな！」

　タイラーはその日からさっそく、３次元軍人将棋の特訓を始めた。コンピューター相手に一日中、そして寝ている間も睡眠学習で……。しかし、３日も続けると、このやりかたでは到底、ヤスダ名人には勝てないことがわかった。コンピューターの攻めは単調で、人間のフレキシブルな差し手パターンをシミュレートすることは不可能だったのである。

　そこでタイラーは、ひさしぶりにかつての職場である残務処理課へと出向いた。出しゆつ世せ頭がしらタイラー中佐の来らい訪ほうに、残務処理課はおおいに沸わいたが、要件は単純だった。

「宇宙軍で、いちばん３次元軍人将しよう棋ぎが強い男といったら、誰だれだろう？」

「そうですね」

　かつてはタイラーの上司だった残務処理課長のスズキ少しよう尉いが、さっそく課のコンピューターで調べてくれた。「さすがにヤスダ少佐は強いですね。軍対抗の３次元軍人将棋大会で５回も優勝していますよ。しかし宇宙軍でただ一人、それ以上の成績を上げている人がいます。連続４回を含む７回優勝。しかも立体碁のほうでも、３回優勝していますな」

　もう80歳に近い高齢のスズキ課長は、喜んでタイラーの調査に協力してくれた。古い記録を、あれこれ調べたのだ。

「それは誰だ？」

「さよう……。イツァーク・ハイフェッツという男です。太陽系警備艦隊の、大佐ですよ」

「まだ、生きているかな？」

「生きていますよ。今年53歳になりますが、まだまだ元気で、現役です。現在のポストは……警備艦隊司令補佐です」

「閑職だなあ……」

　それでも、残務処理課に比べたらましであろう。タイラーはさっそくその足で、警備艦隊司令部にハイフェッツ大佐を訪たずねた。

　ハイフェッツ大佐は、小こ柄がらで人のよさそうなおっさんだった。いかにも苦労人といった感じだ。太陽系警備艦隊の司令官であるヨシムラ准じゆん将しようが、まだ30代の気鋭であるのとは対照的である。そんなに忙しいポストという訳でもなく、老大佐は自分で茶を淹いれて、快くタイラーをもてなしてくれた。

「君があのタイラー中佐だね。噂うわさは聞いているよ」

「恐縮です」

　タイラーもこの老人の前では珍しく腰が低かった。なにしろこれから奥おう義ぎを伝授してもらおうというのである。いや、そればかりではなく、この叩たたき上げの大佐には、外見の穏おだやかさとは裏腹に、内に秘めた激しいものがある。無言で人を圧するというのではないが、いわば年ねん輪りんというものだろうか。それをタイラーは、微妙に感じ取ったのである。

「私は若い頃ころ、ハナー提てい督とくの下で闘ったことがある」

「え、あのヨイヨイの御老体と？」

「今は見る影もないが、昔は銀河一の猛もう将しようと言われた方だ。そのハナー提督が目をかけるのだから、君は大物だろう」

「さすがです。大佐も」

「お世せ辞じはいい」

　ハイフェッツは、ピシャリと制した。「要件を聞こうか、タイラー中佐」

「銀河一の将棋名人と見み込こんで、大佐にお願いいたします」

　タイラーは、ほとんど床ゆかに額をすりつけながら言った。「自分に、３次元軍人将棋をコーチしていただきたい！」

「してもいいが、気短な老人のこと、厳きびしいかも知れないよ。若い君にはついて来れるかね？」

「覚かく悟ごはしております」

　タイラーは真剣だった。

「なるほど……」

　これは、噂うわさに聞くほど馬鹿ではないのかも知れないと、ハイフェッツ大佐は思い始めていた。少なくとも礼儀は知っている。

「この年寄りに、そこまで頭を下げる理由はなにかな？」

「どうしても、へこませてやりたい男がいるのです」

　タイラーは言った。「それも、あと３日で」

「なんと！　３日とな」

　これはすごい男がやって来たと、ハイフェッツは感服した。「よかろう。儂わしが知っておる限りのことは、教えよう」

「ありがとうございます」

「礼を言うのは、成果が上がってからにしてもらおう」

　ハイフェッツは、こと将しよう棋ぎにかけては厳きびしかった。しかも、たった３日で奥おう義ぎを仕し込こもうというのである。その真剣さも、並大抵ではない。

「いいか。勝負は何度連勝しても、一度負けたら終わりだと思え！」

「戦争も、将棋と同じくらい、真剣にやれということですね」

「その逆だが、まあよろしい」

　なんのことはない、ハイフェッツは３次元軍人将棋にかこつけて、戦略のイロハまでタイラーに伝授してしまったのである。

　筋はともかく、タイラーは熱心な生徒だった。どうにか３日目には、カリキュラムを消化する。

「これで君に教えることはなにもない」

　ハイフェッツ大佐は言った。「君はやりとげたぞ、タイラー。この３日間は、おそらく君の生しよう涯がいにおける最高の勉強になったはずだ」

「勉強になりました」

　タイラー、素直に頭を下げた。

「実のところな、中佐。私は君がここまでやれるとは思っていなかった。しかし、あのプロキオンでの大おお手て柄がらで天てん狗ぐになることなく、すべてのプライドを捨ててこの年寄りに素直に教えを請こうた君の態度は立派だ。これからも、その素直さを宝とすることだ」

「イヤイヤ、大佐こそ、私が思っていた以上の人でしたよ」

　タイラーは言った。「初めて見たときは、正直なところ、こんな貧ひん相そうなおっさんと、いささか不安でしたが、思いのほか、教え方は筋がよかった」

　ハイフェッツは一本取られたと思った。どちらが試されたのかわからない。

「いずれ、小官が提てい督とくに出世の暁あかつきには、大佐もこんな太陽系警備艦隊などという閑職でくすぶらなくてもすむように、そうですな……、我が艦隊の後こう衛えいを受け持っていただくといたしましょう！」

「期待しているよ」

　その実、ハイフェッツは期待していなかったのだが、この約束は１年半後には実行されることになる。

　艦隊司令部に取って返したタイラーは、３回続けてヤスダ少佐を打ち破ってみせたのだ。ヤスダは約束通り逆さか立だちして、基地内を一周させられることになったが、パンツ一丁という醜しゆう態たいを晒さらすことだけは免まぬかれた。別にタイラーが大目に見た訳ではない。誰だれもヤスダ少佐の、パンツ姿など見たくもなかっただけの話である。







　万事につけこの調子のタイラーだったが、そんな彼の強ごう引いんなパワーが余すことなく発揮されたといえば、あのユリコ・スター少しよう尉いとの一件だろうか。

「あなたって、かわいそうな人」

　あるとき、花束を持って彼女を訪おとずれたタイラーに向かって、スター少尉は言った。

「なにがです？」

　険けんのある表情を向けられても、タイラーはひるむどころかますますニコヤカになる。

「私に嫌われているのを、知らないのね」

「知ってます」

　表情ひとつ変えずに、タイラーは言ってのけた。「だからこそ、僕は幸福だ」

「どういうこと？」

「宇宙軍の男どもは、みんな言ってますよ。あなたは少し怒った表情がいちばん魅力的だってね」

「まぁ……」

　確かにタイラーならずとも、その意見には誰だれしも同意したくなるであろう。

「その最高の表情を、いつも見られる僕は最高の果か報ほう者ものだ」

「見せたくもなくなって来たわ」

　ユリコはふくれた。その表情もまたいい。

「御心配には及びません。そのうちあなたは、嫌いやでもあなたのほうから、僕の顔が見たくなってきますよ」

「たいした自信ですこと」

　ユリコはすまして言った。「言っておくけど、まぐれで中佐になったくらいで、私のあなたに対する評価は変わらないのよ。安くみないでちょうだい！」

「それでこそ、我が未来のワイフですよ」

　タイラーは笑顔でうなずいた。

「ありえないわ！」

　ユリコは言下に否定した。

「まぐれで提てい督とくになっても？」

「ありえないもの！」

　だんだんムキになってくる。これこそタイラーの、思うツボだった。「馬鹿バカしい！」

「それじゃあひとつ、この僕と賭かけをしませんか？　１年以内に僕が提督になったら、僕と結婚してください」

「いいわ」

　売り言葉に買い言葉で、ユリコはまんまとタイラーの罠わなにはまる。「１年の期限付きというところが、気に入ったわ。タイムリミットがなかったら、私、生しよう涯がい独身で通すことになっちゃうでしょうからね。それでも私は構わないけれど……」

　もともとユリコはキャリアウーマン指向で、結婚の意志は希き薄はくだったのだが、こんな男と結婚するくらいならと、このときは思った。

「結構です。確かに約束しましたよ！　ウッシッシ……」

　タイラー、会心の笑みを浮かべ、得意の絶頂であった。「１年後が楽しみだなっと！」

「その前に戦死しないことをお祈りするわ、心から……」

「ナ～ニ、ダイジョーブだいじょうぶ。殺しても死ぬようなタイラーじゃありません」

　この賭かけをそう呼んでいいのなら、まさに〝婚こん約やく〟の成立した一瞬であった。以後、二人の間で結婚に関する具体的な約束が交かわされたという事実がないのだから、これをもって婚約と言うしかない。

　噂うわさは、輻やのように宇宙軍内に広まったものである。どうもタイラーが自分で言い出したらしい。ユリコ・スター少しよう尉いをぬきさしならない状態にまで追い込こむために……。

　しかし、この約束を本気にしたものは、この時点ではタイラーただ一人だったのである。

　３日後、タイラーは宇宙駆く逐ちく艦『あさなぎ』で、辺境アルデバラン星域に向かってパトロールに出発していった。

　いまだに解とけないシミュレーション課題を山と抱かかえて──。














第二章　帝国退屈男










策さく士しにとって、相手の実力を

過大評価することほどの悲劇はない。

しかし第三者の目には喜劇である。







クラウディオ・ドニファン　　　　　　

（劇作家　宇宙暦２０２～２９７）　　






「では、御ご前ぜん会議を始めるとしようか」

　神しん聖せいラアルゴン帝国宰さい相しようにして帝国統一教会大だい僧そう正じようでもあるという前ぜん代だい未み聞もんの男は、そう言って一座を見渡した。

「これは異いなことを申される、ワング殿」

　そう言って、彼のほうを鋭するどく見た男がいる。文官の主席たる彼の対面にいる、すなわち武官の筆ひつ頭とうの男だ。帝国随ずい一いちの名将と謳うたわれる提てい督とく。名をユッター・ド・ロナワーという。

「なにか？　ロナワー長官」

　ワングの問いに、

「皇こう帝てい陛へい下か御不在の御前会議など、聞いたこともないわ」

　と、短く、だが非難の意をじゅうぶんに込こめて、国防長官ロナワー提督は言った。

「いたしかたあるまい」

　わずかに顔をひきつらせ、ワングは言う。ラアルゴン人にあるまじき彫ほりの浅い、生気に乏しい顔と髭ひげのない華きや奢しやな顎あご。だが仮面と僧そう衣い、それに大僧正の威い厳げんを示す仰ぎよう々ぎようしい僧そう帽ぼうが、それらを半分以上も覆おおい隠かくしている。「陛下はあのとおりの御幼少。無理にもこの場にお連れいたしたとしても、御本人には退屈な会議。さればいらぬ苦痛を味あわせるのもいかがなものと……」

「おためごかしを！」

　ロナワー提督はやや語気を荒らげた。「そのほうが好こう都つ合ごうと、はっきり申せばよかろう。いや、たとえ陛下には拘こう束そくされることが苦痛であらせられたとしても、それでも御前会議である以上はこの場に」

「あくまでお連れいたせと申すか？」

「さよう。それでこそ、ラアルゴンの民を統すべる皇帝陛下というもの。甚はなはだ僭せん越えつなれど御幼少の君とはいえ必要以上に子供扱いをするのは、陛下にとっても我々にとってもためにはならぬことかと……」

「黙れロナワー！　畏おそれ多くも陛下に対して無礼であろう」

　宰相ナク・ラ・ワングは一いつ喝かつした。

「そうだ！　宮廷武官の地位をかさに着て、不敬千万」

　付ふ和わ雷らい同どうする罵ば声せいはあったが、そのいずれもロナワーを黙らせるほどの勢いはなかった。この百戦錬れん磨まの提督が、いかに御年11歳になったばかりの皇帝陛下から信頼されているか、少なくともワングの比ではないことを知る多くの臣下たちには、彼を不ふ忠ちゆう者もの呼ばわりすることさえ、口はばったかったのである。

「まあよい。貴公の意見にも一理ある」

　ワングは敗北を認めたが、相手に対する一歩の後退を謙けん譲じようと見せかける権けん謀ぼう術じゆつ数すうにおいて、彼は帝国内におけるその昔せき年ねんのライバルよりもはるかに長たけていた。

「侍じ従じゆう長、陛下をお呼びして参れ」

「御ぎよ意い」

　軽く頭を下げた侍従長は、いったん奥の間へと下がるが、やがて一人の少女の手を引いて現れた。

　燃えるような赤毛の（もっとも、ラアルゴン人は男も女もみな赤毛だが）髪をした、利発そうな少女である。だが、その少し癖くせのある髪の毛になかば埋もれてはいるが、彼女はその額に２８０カラットのラアルゴナイトをはめ込こんだ、至し宝ほうの冠かんむりを戴いただいている。

　この少女こそ、誰だれあろう神しん聖せいラアルゴン帝国第二十七代皇帝ゴザ十六世陛下である。

　帝国皇帝としては二人目の女帝で、即位した年齢は下から二番目で、いずれもナンバーツーなのだが、それでもその両方の条件を備えているということにおいて、彼女はやはり皇帝としては帝国史上に特筆されるべき存在なのである。

　わずか２歳で即位し、５歳で暗殺された（！）第六代のイムラー一世帝の特異さには比ぶるべくもないにせよ、彼女が８歳で即位したのには、それなりの事情がある。父帝である第二十六代皇帝ゴザ十五世が、宇宙船の爆発事故で帝妃ミライザ、第一皇太子バスタップ、第二皇太子ソミュアもろとも宇宙の塵ちりと消えたとき、帝国には皇位を継けい承しようすべき直系の男児はもはやなく、その結果、帝国宰さい相しようナク・ラ・ワングの擁よう立りつする、皇女アザリンに白しら羽はの矢が立てられたのだ。男児ではない、幼なすぎるという理由で即位に反対した一派は、すべてワングの手で粛しゆく正せいされてしまった。

　それにしても、事故死したとき皇帝は、惑わく星せいカイヒンで行われる予定だった地球との停戦協定に調印に向かう途と中ちゆうだったというのは、いかにも話ができすぎである。表向きには地球の破壊工作員の陰いん謀ぼうということで片づけられ、また複数の犯人グループも捕えられ、ただちに（裁判抜きで）処刑されたのだが、実は宰相ワングの仕し業わざではないかという噂うわさはついてまわった。つまりワングは地球人の仕業にかこつけて、皇帝と二人の皇太子、それに自分の反対勢力を一時に〝始し末まつ〟してしまったというわけである。あと、帝国内に残った反ワング勢力といったら、宮廷武官ユッター・ド・ロナワー提てい督とくくらいのものだった。もちろん、これはあくまでも噂でしかなかったが、非常に根強い噂だった。むしろあの事故が地球人の仕業と信じている者のほうが少数派であったろう。

　だが、新しい皇帝に異いを唱となえる者は思いのほか少なかった。帝国国民の大部分が新皇帝に忠誠を誓ちかい、そうでないまでも同情的だった。真相はともあれ、いっぺんに両親と、二人の兄を失った８歳の少女に対して、誰だれが謀む叛ほんを起こす気になれようか。

　そのあたりまで冷れい徹てつに計算して仕組んだとすれば、宰相ワングの奸かん物ぶつぶりは本物だった。表面的にはあくまで忠臣を装よそおいつつ、彼は念願であった帝国の実権を握にぎったのだ。

　ただひとつの誤算は、彼が扱い易やすしと白羽の矢を立てた皇女アザリン殿下が、おとなしく傀かい儡らいとしての地位に甘んじてくれるようなタマではなかったことだ。

　侍じ従じゆう長のユベル・ド・ナンジャーは、皇こう帝てい陛へい下かが非ひ業ごうの死を遂とげたとき、その事実を一人残されたこの皇女に告げるという、誰だれが考えても〝気の進まない〟任務を押しつけられた男である（もっとも彼は宦かん官がんであるから〝男〟という表現はこの際不適切であるかも知れないが、少なくとも不ふ遇ぐうではあったわけだ）。

「陛下」

〝殿下〟ではなく、彼はアザリンのことを〝陛下〟と呼びながら、御み簾すの内に入っていった。「訃ふ報ほうにございます。先帝陛下が、崩ほう御ぎよされました。お妃きさき様も、二人の兄君様も……」

「そうか」

　幼いと言えばあまりに幼い、健気けなげなことでは痛々しいほどだと臣下の誰だれもが口を揃そろえて言う皇こう女じよは、そのときこう言っただけだった。

「御苦労」と──、

　気き丈じようなお方なのだ、いや、幼なすぎて事態を把は握あくされていなかっただけだと、意見は別れたが、侍従長からこの話を聞いて泣かない者は皆かい無むだった。彼が恭うやうやしく辞じ儀ぎをして去ったあと、御簾の内からすすり泣きが漏もれたというまことしやかな噂うわさも囁ささやかれてはいるが、こちらのほうがむしろ創作であろう。即位して以来、皇帝ゴザ十六世陛下が臣下の前で涙を見せたことはない。

　とにかくこの少女は、雷のように激しい性格だった。幼いながら、正しよう真しん正しよう銘めいの龍りゆうの子であった。もし皇帝という〝仕事〟に才能が必要なら、彼女は生まれながらにしてその才に恵まれていたわけである。二人の兄までが事故死するという非常事態でもなければ、彼女に即位のチャンスは永遠に巡めぐってこなかったとは皮肉である。

　成長するにつれて、さしものワングもこの少女をもてあまし始めた。

　冷れい酷こく非ひ情じようの宰さい相しようも、かの皇帝陛下の前では、すべての企たくらみを見み透すかされてしまうような気になるらしいのである。「うしろめたさからさ」と、何人かの家臣たちは噂した。この噂によって、おおいに溜りゆう飲いんをを下げた者がいる。ほかならぬ国防長官ユッター・ド・ロナワー提てい督とくである。

　先帝の代から仕つかえ、皇帝の信頼厚く、部下からも慕したわれるこの老提督を、当然ワングは快こころよく思ってはいなかった。その逆もまた然しかりである。まさに水と油、ワングにとって、ロナワー提督は最後に残った目の上の瘤こぶと言ってよかった。彼が粛しゆく正せいされなかったのは、まったくもってワング自身の政治的配慮による。地球との戦争を続けるにあたって、彼以上の軍事的スタッフを、ワングは見いだし得なかった。彼の一族はもとより子飼いの連中の中にさえ……。宮廷内においては絶対の権力を誇るワングの、それが唯ゆい一いつのウィークポイントだった。

　ロナワーの高こう潔けつさを煙たがりつつ、彼の軍事的手腕に頼らざるを得ない、ワングの心中はいかばかりであったろう。

　ともかく、ロナワー提督にとっては、だから皇帝陛下は帝国最後の希望の光であったとさえ言えるのである。

「陛下には、長じて誰よりも立派な皇帝になっていただかねば困る」

　ロナワーは、ことあるごとにそう言っていた。そして、自分の軍人としての知識と戦略を、惜し気もなく、幼帝に教え込こんだのである。

　教師も優秀だったが、この場合それ以上に生徒も逸いつ材ざいだったと言わねばなるまい。１年かそこらで、宮廷内にはシミュレーションで、皇こう帝てい陛へい下かに勝てる者はほとんどいなくなってしまったのだから……。当のロナワー提てい督とくでさえ、５本に１本は取られるようになった。特に正面からの制圧攻撃において、ゴザ十六世陛下はその戦略的才能を遺い憾かんなく発揮した。

「これこそ、王者の戦法です」

　お世せ辞じ抜きで、ロナワーも感嘆したほどだった。卑ひ怯きようと言うには程遠く、常に正々堂々、かといって、馬鹿のひとつ覚えとか無能というのでもない。彼女に負けた者も、これなら納なつ得とくするしかないという勝ち方を、皇帝は常にした。もちろん、勝とうと思えばいくらでも穴は捜さがし得たであろう。しかし、あえてそこまでして、恐れ多くも陛下を負かそうという者もまた、宮廷ゴザパレスには皆かい無むであったのだ。

「陛下の戦略は、あれでよい」

　ロナワーは納得していた。「陛下には、常に堂々と、中央正面から敵を突破していただければよい。いかなる局面においてもそうできるようにお膳ぜん立だてを整えるのは臣下の役目。王者にとって、敗北よりも見苦しきは姑こ息そくな勝利。手を汚すのは常に我々なのだ」

　もっともな見解であった。その言葉を実証するかのように、幼女帝は惑わく星せい連合艦隊との戦闘において、何度か直接陣じん頭とう指揮を取ったが、いずれもみごとな勝利を収めた。戦力が圧倒的だったせいもあるが、非ひ凡ぼんな将としての片へん鱗りんは、いたるところで見受けられた……というのはロナワーの贔ひい屓き目めだろうか。







　その皇帝が着座し、御ご前ぜん会議は正しよう真しん正しよう銘めいの御前会議となった。

　が、一同の表情はすぐれない。それもそのはず、ラアルゴン始まって以来という前ぜん代だい未み聞もんの大敗北を、彼らはそれまで取るに足らぬ存在と侮あなどっていた地球人から、喫きつしたばかりなのだ。それも、たった１隻せきの駆く逐ちく艦によって……。

「ガラハン提督」

　宰さい相しようワングの仮面の下の瞳ひとみが射るように、下しも座ざに控ひかえた、一人の武官を見た。ラアルゴンそのものといった、野や趣しゆ溢あふれる顔立ちだが、少し注意して見ればその表情は蒼そう白はくで、震ふるえているのがわかるだろう。

「たった１隻の老ろう朽きゆう駆く逐ちく艦を相手に、最新型の高速戦艦を含めて34隻も沈められるとはな。この無能者めが！」

　ワングの言葉は容よう赦しやなく、その声には１グラムの憐れん憫びんも含まれてはいなかった。敗将ガラハンを見る他ほかの閣かく僚りようたちの目も、似たようなものだった。ロナワー提督とて例外ではない。

　御前会議の前半は、御前会議の名を借りた軍法会議にほかならなかった。それも判決のすでに決した……。

「あれほどの圧倒的大戦力をもって、完敗とは貴様、ラアルゴンに生まれし者として恥を知れ。申し開きの余地があるかこの馬鹿者！」

　踏んだり蹴けったりのガラハンだが、そう一方的に彼を責めるのは酷こくというものであろう。なぜならガラハン提督は、定じよう石せきの及ぶ範囲においては、じゅうぶん以上に有能な指揮官だったからである。これはもう、相手が悪かったとしか言いようがない。

「あの駆く逐ちく艦が正面から、撃うってくれとばかりに接近して来たとき、なぜ撃たなかったのだ？」

　ロナワー提てい督とくが言った。「撃とうと思えばいくらでも撃てた。違うか？」

「わ、罠わなだと思ったのだ」

　震ふるえる声でガラハンは弁明した。彼を弁護してくれるものは、いまや自分自身の舌しかないのだが、宇宙艦隊司令官の例に漏もれず、彼は極度に語彙ボキヤブラリーが少ないうえに、無む類るいの口くち下ベ手たときている。もっとも、いかに雄弁な弁護士がついていたとしても、彼の命を救うことは至し難なんの業わざだったろうが……。

「たった１隻せきで敵の中央に突つっ込こんで来るなど、正気の沙さ汰たではない。これは裏になにかある。罠に違いない。そう思ったのだ。いや、誓ってもいい。俺おれ以外の誰だれでもいい、あの場合、誰が撃てただろうか？　俺は間違っていない！　少なくともあの局面においてはだ！　信じてくれ」

　会議場は一瞬しんとした。重たい沈黙。言葉は拙つたないなりに、いや、拙いなればこそ、ガラハンの弁明は居並ぶ武官たちの身につまされるところだったのだ。あの場合、もし自分が彼の立場なら……。

「黙れ！　負け犬が」

　だが実戦経験のない文官たち、なかんずく宰さい相しようワングは、そんなガラハンの必死の弁明を一笑に付ふした。

「だが結果として、裏にはなにもなかった。貴様はたった１隻の敵に怯おびえ、決断を誤り、結果として五万の将兵を死に至らしめたのだ。この事実に変わりはない。違うか？」

　ガラハンはがっくりとうなだれた。彼も潔いさぎよいことにかけては人じん後ごに落ちないラアルゴンの猛もう将しようである。

「皇こう帝てい陛へい下かの御名において、ガラゼル・ガ・ガラハン提督に死刑を求刑する！」

　ワングの言葉が引き金となった。

「死刑を！」

「ガラハンに死刑を！」

「死刑を！」「死刑を！」

　騒そう然ぜんとなった会議場が一瞬静まり返った。ワングがひときわ高い玉ぎよく座ざのほうを振り返ったからだ。

「麗うるわしき皇帝陛下、なにとぞ罪深きガラハン提督に判決を！」

　御おん年とし11歳の皇帝陛下はこく、とうなずいた。

　一呼吸置いて、彼女は告げた。

「トポトポの生いけ贄にえにせよ」

　オーッという怒ど号ごうと歓声、会議場は沸わいた。

　判決を申し渡されたガラハンは、糸の切れたマリオネットのように、がっくりとその場に崩れ落ちたが、その表情はむしろ恍こう惚こつとしていた。皇帝陛下直じき々じきに死罪を賜たまわるということは、ラアルゴンの武人にとって、この上もなく名誉なことなのだ。

　トポトポとは、皇帝陛下のペットで、アンタレス星域に生息する魚ぎよ龍りゆうの一種である。姿は醜しゆう悪あくで（サメの胴どう体たいにワニの頭をつけ、鰭ひれを思いきり伸ばし、数倍グロテスクにした姿を想像すれば近い）その食欲は飽あくということを知らない。すでにこいつは人間の味を知っており、ときどき水面を叩たたいては新たな捧ささげ物を催さい促そくするのだ。体重１００キロを超える巨きよ漢かんのガラハンは、さぞやトポトポにとっても食いでのある生いけ贄にえだろう。

　ガラハンが衛えい兵へいに引き立てられて去ると、御ご前ぜん会議はにわかに対策委員会の様相を呈してきた。

「ロナワー提てい督とく」

「はっ！」

　皇こう帝てい陛へい下かの言葉に、思わずロナワーはかしこまった。

「ガラハンほどの者に苦く汁じゆうを飲ませた相手は、その地球の駆く逐ちく艦の艦長とやらは、わかっておるのか？」

「御ぎよ意いにございます。陛下」

　ロナワーはうなずいて、「密ひそかに地球人どもの間に放った密みつ偵ていの報告によれば、駆逐艦の名は『そよかぜ』。そしてその艦長の名は、ジャスティ・ウエキ・タイラー」

「『そよかぜ』にタイラーか……」

　皇帝はその名を、口の中で反はん芻すうした。「いずれにしても、間の抜けた名だな」

「はい。ですが侮あなどりは禁きん物もつかと」

「だろうな。なにはともあれ、我がラアルゴンに初の完敗を味あわせた漢おとこ……」

「恐れながら陛下」

　ワングが言った。「ロナワー提督はああ申してはおりますが、私めの見解によれば、あの勝利は単なる偶ぐう然ぜんかと」

「ほう」

　面白そうに皇帝が尋ね返した。「聞こう、ワング。何を根こん拠きよに」

「軍部とは別に、私めが放ちたる密偵の報告によれば、当のタイラーという人物、地球人どもの間では、まるきり評価されてはおりませぬ」

「なにゆえ」

「単なるお調子者の道どう化け、ほれ、宮廷にもおります茶ちや坊ぼう主ずども、せいぜいもってその程度の男とみなす意見が、地球人どもの間では圧倒的でしてな。いや冗談抜きで、奴やつは地球人の最高司令長官アンダーソンの、茶坊主であったのです。あのプロキオン星域での戦いの、まさにその日まで」

「ほう、それは興味深いな」

　皇帝は正直に、思うところを口にした。「そんな茶坊主なら、朕ちんも一人欲しいところだ」

「ですが陛下」

　間接的にワングに向けて、ロナワーが異いを唱となえる。

「申してみよ」

「ただの茶坊主に、、あれほどの大胆な作戦が取れるでしょうか？」

「うむ」

　ゴザ十六世はうなずいた。「端たん倪げいすべからざる敵なのか、単なる馬鹿なのか。しかしいずれにせよ、朕は興味を覚えるぞ」

「さよう。いずれにせよ、たった一人で我が軍を打ち負かしたことはまぎれもない事実。放ってはおけませぬ」

「ワング、そちの意見はどうか？」

「そうですな」

　宰さい相しようは注意深く言葉を選んだ。「ロナワー提てい督とくがそれほどまでに申すなら、対策を考えんでもありませんな」

「考えよ」

「はっ！」

「陛へい下か」

「なにか、ロナワー」

「小官は、すでに対策を講こうじておりまする」

「さすがだな」

　皇帝の顔から、白い歯がこぼれた。「申してみよ」

「件くだんのタイラーは、新型駆く逐ちく艦『あさなぎ』の艦長に任ぜられ、銀河辺境、アルデバラン方面のパトロールに向けて航海中との報告が、届いております」

「なるほど。それを襲おそって倒せというわけだな」

「御ぎよ意い！　御ご明めい察さつ、感服いたしました」

「そちの教え方がよいからな」

　少女帝は微かすかに笑ってみせた。ロナワーはただかしこまる。しかし内心は、天にも昇る心持ちだったに違いない。

「陛下はどういうやり方をお望みで？」

　ワングが言った。「どういう戦法で倒すか、それによって、派は遣けんする提督の人選も変わってまいりましょうからな」

「そうだな」

　皇帝は緋ひ色いろの巻まき毛げを指先にからめ、しばし考えたあと、

「できるものなら生かして、朕ちんの前に連れて来て欲しいものだな」

　と、満座を仰ぎよう天てんさせる意見を述べた。

「陛下！」

　ワングがほとんど絶叫しかけた。「よりにもよって敵の捕ほ虜りよを認めるなど、我が皇帝陛下にもあるまじきお言葉……」

「冗談で言ってみただけだ。忘れよ。命令である」

　まんざらそうでもない顔で、彼女は言った。予想以上の大おお袈げ裟さな反はん響きように、いささか辟へき易えきしながら……。

　だが、居並ぶ武官たちの末まつ座ざ近くで、その言葉に一瞬瞳ひとみを輝かせた者がいることに、皇帝は気がつかなかった。

「お戯たわむれも度がすぎますぞ」

　汗をふきながら、ロナワーが言った。内心彼も、タイラーという男をその目で見てみたいという誘ゆう惑わくはあったのである。

「では、しかるべき提督をさしむけて、タイラーとやらをこの宇宙から抹まつ殺さつするといたしましょう」

　ワングである。「しかし虎とらだと思って倒してみたら猫だったということは、ないでしょうな。ま、それならそれに越したことはありますまいが……」

『猫なら……』

　誰だれにも聞こえないように、幼い皇こう帝ていはそっとつぶやいた。『猫なら、朕ちんのペットにしてやってもよい』







　帝国恩おん賜し動物公園は、ゴザパレスに隣接する帝国最大の動物園である。ここには銀河の各地から集められたありとあらゆる珍ちん獣じゆう奇き獣じゆうが飼し育いくされていた。一口に動物園といっても、各生物の生息する環かん境きようがそれこそ千差万別、多種多様である以上、飼育に適応する条件を整えるだけでも必要な設備は尋じん常じようではない。極きよく端たんな例を挙あげれば、絶対零れい度どの中でしか生息できない惑わく星せいパオの雷シ獣ン、高温の溶岩の中で生息するボラの炎蜥蜴サラマンドラ、三百気圧以下にするとたちまち死んでしまうリュドミュラの岩がん獣じゆうイシイシなど、本来の生息場所を除けばここでしか見られない珍獣も多い。飼料にしても同様で、ウラン２３８しか食べない奴やつや、あの魚ぎよ龍りゆうトポトポのように生きた人間にしか見向きもしない奴（それなりに利用価値はある）もいる。たかが動物園とはいっても、いかにこの施設の設備投資と管理運営に多額の巨きよ費ひと手間がかかっているか、想像もできよう。

　そしてこの恩賜動物公園の創設者にして名めい誉よ園長こそ、誰だれあろう皇帝ゴザ十六世陛へい下かなのである。

　皇女アザリンだった頃ころから、皇帝は動物が好きだった。もともと皇帝一家は、宇宙生物学としての権けん威いでもある家系で、皇族には名だたる宇宙生物学者を多々輩はい出しゆつしている。先帝のゴザ十五世にしてからが、『惑星トコスのトキイロスナヤドリ類に見る適応拡かく散さんと多様化の実際』という書名で、学術研究書を著あらわしているほどなのだ。学名に、歴代皇帝や皇族の名を冠した宇宙生物も、挙げれば枚まい挙きよにいとまがない。

　父帝が、動物好きの末娘のために銀河各地から珍獣を集めたこの恩賜動物公園も、帝国の領土拡大とともにその規き模ぼを拡大し、今では敷地だけで東京ドームが７００個ほどまるまる収まるくらいの広さがある。もっとも、その広大な敷地のほとんどは、惑星エヌドの砂蛔虫サンダスカリドを飼かうための人造砂漠にあてられていた。この環かん形けい動物は成長すると優に全長８０００メートルを超えるうえにデリケートで、ちょっとした環境の変化ですぐ餌えさを食べなくなって死んでしまう。その人造飼育はもとより繁殖にさえ成功したラアルゴン帝国スタッフの、努力と精しよう進じんは称しよう賛さんに値するものであった。

　が、七万種一億五千万匹もの宇宙生物がいれば、当然努力の甲か斐いもなく死んでいく動物も、一匹や二匹はいる。帝国恩賜動物公園内の集中治ち療りよう室しつではその朝、惑星ヒンメル産の毛玉獣ムバツプが薬やく石せき効なく息を引き取ったところであった。

　ムバップは、銀河辺境に生息する宇宙生物としては例外的に愛らしい姿をしていた。ちょっと見には毛むくじゃらの、バスケットボールほどの毛玉に見える。そして、その外見にふさわしい性質であった。知能もけっこう高く、人にも慣なれ、口笛を吹くと転ころがりながら主人のあとをついてゆく。皇帝陛下がパカパカという名をつけ、ペットにしてかわいがっていたのもうなずける。

　そのパカパカが、死んだ。老ろう衰すいであった。もともと銀河標準時間にして１年そこそこの寿じゆ命みようしかもたぬこの生物を、６年も生かし続けたということからも、飼育スタッフの熱意と努力はうかがえる。

「御ご臨りん終じゆうです」

　専属医師団が厳げん粛しゆくな事実を皇こう帝てい陛へい下かに告げる。「寿じゆ命みようでした。あらゆる手は尽くしましたが、これ以上生き長らえさせることは不可能だったでしょう。苦痛はなかったと思います」

「わかっておる」

　皇帝陛下は淡々とした口く調ちようで言った。「御苦労だったな」

　陛下は集中治ち療りよう室しつを出た。

　いかに皇帝といえども11歳の少女である。ようやくすべての生命には死という厳げん粛しゆくな事実があることを実感として受け止め始めたばかりの多感な年齢であった。

　不覚にも彼女は、玉ぎよく座ざの間までの長い廊ろう下かを、溢あふれ出る涙をこらえたまま駆かけ抜けることができなかった。回廊の途と中ちゆうでこみあげてくるものをおさえきれず、柱にもたれてすすり泣きを始めたからといって、誰だれが彼女を責められよう。

「誰だれだ！」

　不意に彼女は振り向き、少女とは思えぬ鋭するどい一いつ喝かつを浴びせた。

　別の柱の影に、一人の若い武官が立っていた。背が高く、鋭い目をしている。

「見たな！」

　ゴザ十六世はキッとなって彼を睨にらんだが、その目には涙が光っていた。臣下が見てはならぬものを見たなと言っているのだ。

「見ました」

　悪びれもせずに、その若い士官が言った。「陛下にも涙がおありでしたか」

「皇帝は泣かぬ！　泣くものか」

　たちまちにしてもとの威い厳げんを取り戻もどし、彼女は言った。「そちが見たのは幻まぼろしである。忘れよ。これは命令だ」

　有う無むを言わさぬ口調であったが、若い士官はひるまなかった。

「いえ、恥じることはありませぬ。某それがしはむしろ感服しておりまする。皇帝陛下も人の子であったのかと……」

「口を慎つつしめ下げ郎ろう！」

　皇帝はその威厳を示す錫しやく杖じようを振り上げた。「臣下におめおめとこんな光景を見られて……」

「激しいだけではなくお優しいお方。それでこそ、臣も命を賭として戦う甲か斐いがございましょう」

「…………」

　皇帝は意外だった。自分の強い面ばかりではなく、弱い、惰だ弱じやくとも思える面をも評価されたことは、これが初めてのことだったからである。なおも士官は言った。

「陛下に他者を思いやるその涙がある限り、我々帝国軍人は喜んで死地に赴おもむきましょう」

「もうよせ」

　不快ではないが、ある種のばつの悪さにとまどいながら、皇帝は言った。初めて体験する感情だった。

「名を申せ」

「はい」

　士官はここで初めて恭うやうやしくかしこまり、皇こう帝ていに対する臣下の礼をもって言った。

「宮廷武官長、国防長官ユッター・ド・ロナワー提てい督とくの部下で、神しん聖せいラアルゴン帝国宇宙艦隊第27銀河辺境方面軍、第66特派分ぶん遣けん艦隊所属、帝国巡じゆん洋よう艦ザグーン艦長、ル・バラバ・ドムと申します」

「ふむ、ドムとやら」

「は」

「たかが一巡洋艦の艦長の分ぶん際ざいで、よくぞ申したな。この生なま意い気きな若造めが」

　自分自身の若さ、いや幼さを棚たなに上げて、皇帝は言った。責める口く調ちようではない。

「そちの名は覚えておこう」

「お叱しかりついでにもうひとつ」

　かしこまった姿勢のまま、ドムは言った。

「なんだ？」

「ペットのことで、お力落しのことと存じますが……」

「余計なことだ」

「あながちそうとも申せませぬ。わが皇こう帝てい陛へい下かの笑顔は、臣下にとってなによりの宝」

　若いくせになかなかうまいことを言う。

「お前が新しいペットを見つけて来てくれるとでも言うのか、ドムとやら」

「お望みとあらば。自分は銀河辺境を飛び回っておりますゆえ、陛下も御存じない珍ちん獣じゆうを献けん上じようすることも可能かと……」

「そうか」

　皇帝はちょっと考えてから、

「では約束しよう、ドム。とびきり珍しいやつを頼むぞ」

「はっ！」

　ドムは力強くうなずいた。「臣が命に代えましても」

「楽しみだな」

　少女の顔で皇帝は言った。「実はな、新しい名前はもう考えてある。パカパカの次に朕ちんがめしかかえるペットの名は、パコパコというのだ」

「よき名です」

　ほほえましいといった表情で、ドムはうなずいた。「ではそのパコパコとやらを、捕えてまいりましょう」

「だが、ありきたりの珍獣では朕は納なつ得とくせぬぞ」

　釘くぎを刺すように皇帝は言った。「パコパコの名にふさわしい、まだ誰だれも見たことのないような珍獣を連れてまいれ」

「心得ました」

「もし朕の度ど肝ぎもを抜くようなのを連れて来たら、そちを宇宙艦隊の司令官にしてやろう」

「はい。確かに約束いたしました。皇帝陛下」

　ドムは笑顔で言った。

「さて、朕は消えるぞ。そちも消えよ」

「ははっ！」

　ドムは素直にその言葉に従った。彼は知っていた。皇帝陛下は今夜一晩、今は亡なきペット、パカパカのために泣き明かすつもりなのだ、と。














第三章　スチャラカ人生










幸運という名の伴はん侶りよを娶めとりたければ、

まずその前に、不運という名の

古ふる女によう房ぼうを離り縁えんせよ。







惑わく星せいウェルズの古き諺ことわざより　　　　　　






　いま、銀河辺境アルデバラン宙域には、惑星連合艦隊の艦ふねが５隻せきいた。いずれも駆く逐ちく艦以下の小艦かん艇ていである。戦略的価値の希き薄はくなこの辺境宇宙域においては、これでも過か剰じようなほどの警備陣だと、宇宙軍の首脳も、当の艦長や乗組員たちの多くも思っていたことであろう。体ていのいい骨休めくらいに考えている者もいた。退屈きわまりないが、死とは縁遠い世界。修しゆ羅ら場ばの戦場を何度か経験すれば、そんな死ぬほどの退屈も悪くはない。戦いの勘かんが鈍にぶって困るという、キクチヨ・ミフネ中佐のような意見はむろん小数派であった。

　が、そのミフネ中佐でさえ、この宙域に高速戦艦を含むラアルゴンの一個艦隊が投入されていようとは、夢にも思ってはいなかった。戦場に出れば神かみ業わざに近い戦術の冴さえを示すからといって、彼も本当の神様ではない。

　ましてやその大艦隊を呼び寄せたのが、この宙域にいるはずの、駆逐艦の艦長ただ一人であろうとは、いかにミフネでも、理解の地平の彼方かなたである。

　いま、辺境惑星ユブナの衛星軌き道どう上では、それら５隻の艦のうちの２隻が、ランデブーの最中であった。といっても、乗組員が仲むつまじくデートをしている訳ではない。単なる補給と情報交換だ。それでも、何か月も孤独な航海を続ける宇宙空間で、他ほかの艦の乗組員たちと新鮮な接触をもつことは、決して小さくはない楽しみのひとつである。

　艦と艦とを連結用チューブで繫つないで停てい泊はく中の２隻のうち、大きいほうが（といっても、知れたものだが）駆逐艦『さぎり』、小さいほうが護ご衛えい艦『若わか竹たけ』である。二人の若い艦長は、宇宙軍士官学校の１年先輩と後輩同士で、ともにそれぞれの代において主席同士という、なかなかに得え難がたいコンビであった。

「どうだ。艦長になった気分は？」

　先輩のほうの『さぎり』艦長、キクチヨ・ミフネ中佐が尋ねると、

「そりゃ悪くないですよ」

　と、後輩の『若竹』艦長、マコト・ヤマモト少佐が言う。「ただ、どうせならもっと大きい新型艦に乗りたいですけどね」

「贅ぜい沢たくを言うな。同期の出しゆつ世せ頭がしらだろうが」

「そういう先輩こそ」

　ミフネ中佐は27歳になったばかり、一方のヤマモト少佐は26歳である。士官学校主席ということを考慮しても、ともに異例の昇進と言ってよかった。

「ところでミフネ先輩、聞きましたか？」

　ちょっと、あたりをはばかるような声で、ヤマモトが隣に立つミフネ中佐を見上げた。

「その先輩というのはいいかげんよしてくれ」

　ミフネは少し照れたように言った。「もう二人とも、立派な階級があるんだから……」

　士官学校の卒業式では、卒業生総代と在校生総代として、送辞と答辞を読み合った仲である。先輩を立ててくれるのもよいが、卒業して５年にもなろうかというのに、もういい加か減げんその呼び方はくすぐったかった。

「ではミフネ中佐」

「なんだ？」

「あの『提てい督とくのおべんちゃら係』が、駆く逐ちく艦の艦長に出世して、このアルデバラン宙域にあることは、御存じですか？」

　露ろ骨こつに顔をしかめながら、ヤマモトは言った。「それも、最新型の駆逐艦『あさなぎ』だそうですよ」

「知っているよ」

　あっさりとミフネは言う。「なにしろ彼に『あさなぎ』を与えたのは、俺おれの親父おやじだ」

「あんな奴やつに先を越されて先輩、いやミフネ中佐は腹が立たないんですか？　ついこの間まで年金係の二等兵だった男ですよ」

「彼が出世したのには、それなりの理由があったのさ」

『さぎり』艦長室の秘密のロッカーを開け、年代もののバーボンを取り出しながらミフネは言った。「やらないか？」

「自分は酒はやりません」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、ヤマモトは言う。

「そうだったな」

　父親に似ず、意外にさばけたところもあるミフネ中佐は、封を切ったワイルドターキーの12年をラッパ飲みした。「さすがにうまい」

　士官学校にいたときから、キクチヨ・ミフネは悪戯いたずらといういたずらはたいがいやった。

少なからず武勇伝もある。教科成績が抜ばつ群ぐんだったのと、父親が現役の将官だったので大目に見られていたようなものである。ただ、生徒たち、特に後輩たちから寄せられる人望は絶大であった。ちょっと崩れた感じの優等生で、黄色人種モンゴロイド系にしては彫ほりの深い顔立ち、加えて１８４センチの長身ときては、士官学校女子部の生徒たちにも大モテであった。

　その点、同じ主席でも、模も範はん生せいを絵に描いたような堅かた物ぶつのヤマモトとは対照的である。ミフネ家とヤマモト家といえば、ともに惑わく星せい連合宇宙軍では知らぬ者はいないという名門中の名門である。代々名だたる提督や艦長を輩はい出しゆつしていた。

　軍人以外の生き方は、許されなかったといってもいい。その運命に対し、ほとんど何の疑問も抱くことなく勤勉に励んだのがヤマモトであり、自分なりに精せい一いつ杯ぱい反抗してみせたのがキクチヨ・ミフネである。彼は本当は画家になりたかったのだ。才能もあった。だが彼の父親は、彼の17歳の誕生日に、彼が精せい魂こん込こめて描きためてきたキャンバスをひとつ残らず破り、息子にこう言い渡したのだ。

「さあ、貴様の猶ゆう予よ期間は終わったぞ。士官学校へ行け！」

　反はん駁ばくすることは許されなかった。

「変わりませんね、先……ミフネ中佐は」

「変わってたまるか！」

　ワイルドターキーを一気飲みにしながら、ミフネは言う。

「規則とか、堅かた苦くるしいことは言いませんが、今にアル中になりますよ」

「宇宙軍には俺おれなど足元にも及ばない酒飲みがいくらでもいる」

　ミフネは言った。「このあいだも、きわめつけのやつに出会ったぞ。なんという名前だったかな？　あの軍医は……」

「そんなことより、タイラー中佐の話です」

「そうだった」

「ミフネ提てい督とくともあろう方が、わざわざあの男に新型駆く逐ちく艦を与えるとは……」

「さすがの親父おやじも、あの男の実績だけは認めないわけにはいかなかったのさ」

「そうでしょうか？」

「親父は融ゆう通ずうのまるきりきかない堅かた物ぶつだが、好き嫌いだけで人を冷れい遇ぐうするような男じゃない。そりゃまあ、猛烈に嫌っていることは想像に難かたくないがね」

「中佐は？」

「俺おれか？　俺は……」

　ミフネはちょっと考えて、

「俺は、実際に会ってみて、まんざらでもないと思っている」

「まさか！」

　ヤマモトは瞠どう目もくした。「先輩のお言葉とも思えません」

「どうして？」

「あの男の出世は、まったくのフロックで……」

「プロキオンで、敵艦隊を一人で壊かい滅めつさせたときもかな？」

「無論です。やっつけの作戦が図に当たっただけにすぎません。あの男に艦長としての適性など皆かい無むです。結果だけで人を判断していると、いまにえらいことになりますよ」

「なるほど、貴様らしい。考え方まで、俺の親父にそっくりだ」

「褒ほめ言葉と受け取っておきます」

　ニコリともしないで、ヤマモトは言った。「なんと言われようとも、自分の考えは変わりません」

「なるほど、百歩譲ゆずって貴様の言うとおりかも知れん。しかし貴様にできるかヤマモト。たとえ作戦があったとしてだ、敵の大艦隊の只ただ中なかに、オンボロ駆逐艦で突っ込こんで行くことが？」

「それは……」

　ヤマモトは口ごもった。「しかしあれは……」

「人を批判するときは、自分でやってみてからにすることだ。なに、貴様だけじゃない。俺にもあんな無む謀ぼうな戦法はできんよ。だがあのタイラーという男、馬鹿かも知れないが少なくとも臆おく病びよう者ものではない」

「巻き込こまれた者は、たまりませんよ」

　ヤマモトはまだ言いたいことがあるらしい。

「さてと、そろそろ行くかな」

　ミフネは酒さか瓶びんを秘密のロッカーにしまいながら言った。「今日中にもう１隻せき、ランデブーの予定があるのさ」

「『ゆうなぎ』ですね」

「そうだ」

『ゆうなぎ』は、タイラー艦長の『あさなぎ』と同型艦である。やはりこのアルデバラン宙域にあった。艦長はオドン・ベク中佐。そしてミフネ家の三男であるサンジューロー・ミフネが、士官候こう補ほ生せいとして乗り込こんでいた。

「弟あれに会うのも、かれこれ３年ぶりだ」

「やはり主席だったそうですね」

「ミフネ家の男には、士官学校主席しか許されんのさ」

　自じ嘲ちようめいてミフネは言う。「その中でもあいつがいちばん要領がよかった。兄貴二人の、親父おやじに対する空むなしい抵抗を見て育っているからな。幼年学校から志願しやがったよ」

「揃そろって出世されるでしょう」

「ならいいがな」

　ミフネは寂さびしげに、狭い艦長室の天てん井じようを見上げた。

「兄弟三人、仲良く揃って戦死ということもあるさ」







「艦長！」

　オペレーターの、レイア・ダン兵へい曹そう長ちようが報告した。

　艦長席でコンソールに足を投げ出し、３Ｄコミック雑誌を呼んでいたタイラーは、思わず身を乗り出す。

「なんだ？」

「レーダーに異常な反はん応のうがあります」

「まどろっこしいなあ」

　タイラーは、軍隊式の、もってまわった言い回しが好きではない。「敵なら敵と、ハッキリ言って欲しいよ」

「未確認物体です」

　ダン兵曹長は美人ではないが、駆く逐ちく艦『あさなぎ』では数少ない女性である。オペレーターとしての腕は悪くない。問題はタイラーに言わせると〝子持ち〟というただその一語に尽きるのだ。ちなみに旦だん那なは去年、リゲル宙域で戦死した。

「反応は複数。『あさなぎ』を包ほう囲いするように接近して来ます」

「本当か！」

　そう叫んだのはヤスダ副長だった。「これが敵なら、えらいことだぞ」

「いや、たぶん敵だよ」

　えらくのんびりした口く調ちようで、タイラーが言った。

「高エネルギー反応あり！　金属反応あり！」

　ダン兵曹長の報告は、あいかわらずタイラーにはまどろっこしい。

「説明はいい」

　タイラーは指を鳴らした。「機関全速！　急速離り脱だつだ！」

　命令してから、傍かたわらのヤスダ少佐をふり仰ぐ。

「これでいいかな？　ヤスダちゃん」

「みごとな指揮です。艦長」

　ヤスダが小さく拍手した。

「おだてるなコノヤロメ！」

　タイラー、副長の背中をバンと叩たたく。

　その瞬間であった。

「高熱源体接近！」

　報告と言うよりは絶叫に近い、ダン兵へい曹そう長ちようの声だった。

「ミサイルと言えミサイルと！」

　タイラーは叫んだ。「当たるのか？」

「いえ、本艦の後方をかすめます」

「すごい！」

　お世せ辞じではなく、ヤスダは感服した。「あのままの速度で進んでいたら今頃はあの世行きだったわけですな。しかし、どうしてわかったんです？」

「単なる偶ぐう然ぜん」

　タイラーは言った。「だが、どうして軍人ていうやつはこうも腰が重いんだろう。結果が出るのを待ってから動いていたら、命がいくつあっても足りないぞ」

「判明しました！」

　ダン兵曹長が叫ぶ。そして絶句した。

「どうした？」

「敵……です」

「ほらみろ」

　だが問題はその数だった。ダン兵曹長は、これがレーダー分ぶん析せき装そう置ちの故障であってくれたらと、願いたかったことだろう。

「ラアルゴンです！　高速戦艦４隻せきを含む、十数隻の艦隊が！」

「まさか！」

　だが、タイラーの言葉ではないが、現実は常にあとからついて来る。

「全速！」

　言われるまでもなかった。すでに加速のついていた『あさなぎ』は、恐ろしい勢いで宇宙空間を疾しつ走そうする。さすがは新型だった。その逃げ足は驚くほど早い。

「や、ヤスダ……」

　強烈なＧに顔を歪ゆがめながら、タイラーが言った。「こ、こんなとき、君ならどうする？」

「ひたすら逃げるでしょうね」

「やはりそうか」

　タイラーはかなり無理して笑顔を作った。「たまには意見が一致することもあるもんだ」

　だが敵は、すでにして包ほう囲い網もうを完成させていたのである。『あさなぎ』が逃走を計はかるであろうことはじゅうぶんに予測して、あらかじめその予定されるルートに沿そって、駆逐艦を配してあったのだ。

「えらい周しゆう到とうじゃないか！」

　待ち伏せする敵駆逐艦に行く手を遮さえぎられ、タイラーは叫んだ。「こりゃまるで、あらかじめ待ち伏せされていたようだな。僕も有名人になったもんだ」

「そんな呑気のんきなことを言ってる場合ですか！」

　ダン兵へい曹そう長ちようの悲ひ鳴めい。

「さっきまで、悠ゆう長ちように構えていたのはそっちじゃないか」

「とにかく逃げましょう」

　ヤスダ少佐の意見は、全員の気持ちを素直に代弁していたというべきであろう。「操そう舵だ手しゆ、なんとしても振り切れ！」

「やってます」

『あさなぎ』の操舵長兼航海長、イサム・ホズミ中ちゆう尉いが、ぶすっとしながら言った。どんな時にも無表情な、大おお柄がらな男である。必要最低限のことしか言わない。

　荷か電でん粒りゆう子しビームが、何条も『あさなぎ』をかすめた。小さな艦体は、そのたびに揺れる。

「狙ねらいがだんだん正確になってくるな」

　まるで他ひ人と事ごとのようにタイラーが言うのを、ブリッジに居合わせた他ほかの乗組員たちは生きた心地もせずに聞いている。プロキオン宙域でタイラーがラアルゴン艦隊を屠ほふったときは、これより多くの敵を一度に片づけた。だが、あのときはまがりなりにも後方に味方の艦隊が控ひかえていたし、敵のほうでこれは罠わなに違いないと、勝手に解釈してくれた幸運もあった。しかし今はあの時とは違う。敵艦隊にはたった１隻の駆く逐ちく艦に対し、攻撃をためらういかなる理由も存在しないのだ。

「大人げない戦法だ。寄ってたかって駆逐艦１隻に群がって、恥ずかしいとは思わんのか！」

　タイラーは憤ふん慨がいしたが、道義をどうこうしている場合ではない。なによりもここは戦場なのだ。

「艦長！」

「タイラー艦長！」

　ブリッジの目という目が、救いを求めるようにタイラーを見た。プロキオン会戦では一瞬にして敵艦隊を壊かい滅めつさせた、この艦長ならなんとかしてくれる。そう信じている目だ。

「なんとかしなくちゃなあ……」

　あいかわらず他人事のようにつぶやいておいて、タイラーは叫んだ。

「心配すんな。だまって俺おれについて来い！」







　たった１隻の『あさなぎ』に対し、過か剰じようとも思える包ほう囲い網もうをもって迫るラアルゴン艦隊の指揮官は、ラクラム・ド・ドナン提てい督とくである。ラアルゴンの艦隊司令官としては、あのユッター・ド・ロナワー提督にも迫ろうかという存在だったが、その華々しい実績にもかかわらず、決して名将とは呼ばれないタイプの司令官であった。高潔で公明正大なロナワー提督に対して、狭きよう量りようで、身み内うち贔びい屓きの見本のような人物だった。敵を倒すためなら少々の味方の犠ぎ牲せいも厭いとわない。射線を遮さえぎる者は、親でも撃うつとさえ噂うわさされていた。

　その闘いぶりは、まさに狂える獅し子しといった表現がピッタリで、先代の皇こう帝ていゴザ十五世陛へい下かも、彼の為人ひととなりを称してこう言ったものだった。

「あの男の艦隊が通った跡には、ツチハイヒイログサ一本も生えん」

　ちなみにツチハイヒイログサというのは、ラアルゴンではごくポピュラーな雑草の一種である。

　あのナク・ラ・ワングでさえ、疎うとんじていたというからその嫌われ者ぶりも半はん端ぱではない。ワングは、ドナンをタイラー討とう伐ばつ艦隊の司令官に任命したとき、こう言ったそうである。

「ま、汚い仕事には屠殺屋ブツチヤーがふさわしかろう」

　いま、その猛もう将しようドナン提てい督とくの艦隊が、全力を上げてたった１隻せきの駆く逐ちく艦を追い詰めているのだ。タイラーでなくとも、大人げないと言いたくもなろう。

「逃げろ逃げろ。そうでなくては面白くない」

　身長２メートル35センチ、体重２４７キロといったら、いくらラアルゴン人でも尋じん常じようではない巨体である。その化ばけ物じみた体たい躯くを特注の椅い子すに深々と沈め、知性のかけらもない獰どう猛もうな表情で舌なめずりする。誰だれだって、こんな奴やつとはあんまり友だちづきあいはしたくないだろう。

「死ぬまえに、精せい一いつ杯ぱいあがくところを見せてくれ」

　勲章と無意味な装飾で彩いろどられた、悪あく趣しゆ味みな特注軍服といい、戦闘中でさえ手放さぬ酒さか瓶びんと食い物といい、この男の性格を端たん的てきに物語る。趣味の悪さはともかくとして、とにかくなにからなにまで極きよく端たんなのである。好意的に解釈すればスケールの大きい男と、言えなくもない。彼は強い相手を倒すことも得意だが、それ以上に無抵抗の、あるいは無抵抗に近い相手をいたぶることも好きなのだ。

　さっきから、わざと狙ねらいをはずして砲ほう撃げきを続けているのも、その顕けん著ちよな現れである。

　もし、読み者な諸さ賢んがこの男の魁かい偉いかつ怪かい異いな容よう貌ぼうを具体的に知りたいと思うなら（気がすすまないというならあえてお勧すすめはしない）プロレスラーのアブドーラ・ザ・ブッチャー、あるいはヘイスタック・カルホーンの体に、擬ぎ人じん化かされた土佐犬の頭を乗せたところを想像してみるがいい。そのコミカルでしかもグロテスクなカリカチュアと、高速戦艦バローメのブリッジで野や卑ひに叫ぶ醜しゆう怪かいな提督の実像とは、おそらくそんなに違わないはずである。

　ただ、残念なことに地球における彼の同類である土佐犬は、この時代にはすでに絶滅してしまった。

　彼は逃げる兎うさぎに、猟りよう犬けんをけしかけて喜ぶ馬上の狩人かりゆうどそのものだった。味方にいくらかのハンデキャップをつけ、それで公平な戦いをしているつもりなのだから恐れ入る。結局、どうあっても最後には兎は殺されるのだが、兎にとってはなまじ苦しみを長びかせるだけの手て加か減げんが、狩人にとっては寛大なる慈じ悲ひのつもりなのだ。殺す側の論理、あるいは倫理とは、そんなものである。

「そらそら逃げろ。もっと本気で逃げないと、こちらの巡じゆん洋よう艦がその尻しりに喰くらいつくぞ」

　ところが、この悪趣味なゲームに、あまり熱心でない猟犬もいた。それどころか、ほとんど怠たい慢まんといわれてもしかたのない動きで、ゆるゆると艦隊の後をついてゆくだけの巡洋艦が、約１隻いたのである。

「どうしたそこの巡洋艦！」

　ようやくそのことに気づくと、ドナン提督は怒ど気きを含んだ声で叱しつ咤たした。「司令官の命令を遵じゆん守しゆせぬとはけしからん！　あの艦の艦長は誰だれだ？」

「巡洋艦ザグーンですね。ならば艦長は、ル・バラバ・ドムのはずですが」

　傍かたわらの副官が言った。決して整った顔つきではないのだが、ドナンの隣にいるとそれだけで美男子に見えてくるから不思議だ。

「ふん、この前までロナワーの下にいたという若造だな」

　はるかに格上のロナワー提てい督とくを、誰だれはばかることなく呼び捨てにして、ドナンは吠ほえた。

「お上品なロナワーの部下だったのなら無理もないが、いずれこの艦隊でのやり方を、たっぷりと教育してやるからな」

　ドムにとっては幸運なことに、ドナンは小こ生なま意い気きな若造にかまっている暇ひまなどなかったのである。目の前の駆く逐ちく艦を、それもプロキオンで、ガラハン提督の艦隊を完かん膚ぷなきまでに撃うち破ったという艦長の乗る駆逐艦を追う楽しみに、忙いそがしかったのだ。

「追え！　追うのだ！」

　ドナンは吠ほえ狂い、大部分の忠実な猟りよう犬けんたちは、その命令に従った。この提督の下では、従順こそが最良の処世術だと、艦長たちは知っていたからである。







「いい気なものだな」

　陳ちん腐ぷなショーを見ながら、巡じゆん洋よう艦ザグーンのブリッジで、ル・バラバ・ドムはつぶやいた。彼は決して反抗的な艦長ではないが、主義に背そむく戦争はしない主義だ。それ以前に無抵抗の敵を追い回すなどという戦いは、ゲームであって、彼の考える戦争の範はん疇ちゆうには入らない。

「それにしてもなんという愚おろかしいぶざまな戦いではないか。ほとんど何の反撃もして来ない敵に対して、味方ははぐらかされてばかりいるぞ」

　既すでにドムは、味方の艦隊が、わざと火線をはずしているのではなく、いつしか本気になって撃ちまくっていることを看かん破ぱしていた。にもかかわらず、命中弾はおろか、ろくすっぽ至し近きん弾さえも与えられずにいるのだ。

「けっこう逃げますね。地球の駆く逐ちく艦も」

　そう言ったのはドムの副官であるベギン・ハン・ゾッドである。ザグーンの副長であると同時に、自みずから宇宙戦闘機『バハムート』に乗って戦う勇猛果か敢かんな男だ。

「うむ。ちょっと足元が与よ太たついてはいるが、まあみごとな操そう艦かんだな。あのドナンの無む節せつ操そうな攻撃をかわすのだから……」

「タイラーとかいう艦長もなかなかやりますな」

「そう思うか？」

　ドムは深しん紅くに燃えるルビーのような瞳ひとみでゾッドを見た。

「はい。あのガラハン提督がしてやられたというのも、あながちフロックだけではないようです」

「うむ。俺おれはタイラーとやらに同情している」

「それはまた」

「見ろ、わがラアルゴンでも最低の提督にこれだけ不利な条件で追い回されているのだ。俺がタイラーの立場ならと、想像しただけでぞっとするな」

「同感ですな」

　忠実な副官はうなずいた。「それにしてもタイラー艦長、思いのほか健闘しているではありませんか」

「ああ、よくやっている。あれだけの敵に囲まれてな。これで逃げられたら、タイラーとやらの力も本物だろう」

　不敵なドムには、もし自分がこの追撃戦に加われば、味方が手を焼いているあの駆く逐ちく艦を一撃で撃沈してみせる自信があったのだが、あえてその殺さつ戮りくに与くみしようとは思わなかった。むしろ、顔も知らぬタイラーという男に対する称しよう賛さんの念が、ふつふつと沸わいてきたのである。

「俺おれが行って、ドナン提てい督とく閣かつ下かの楽しみを奪うばうこともあるまい」

　皮肉たっぷりにドムは笑うと、

「しかしまあ、あの戦いぶりはあまりにも不ふ甲が斐いない。ちょっと行って、助けてやるとするか」

「タイラーをですか？」

　副官ゾッドの言葉に、

「まさか」

　と、ドムは相そう好ごうを崩した。「敵とは倒すものだ。たとえそれが、称賛に値する敵だとしてもな……」







　タイラーにしてみれば、名も知らぬ敵艦の艦長から褒ほめられたと知ったところで、ちっとも嬉うれしくはなかったであろう。とにかく、目の前のこの敵をどうやって振り切るか、それだけが先決であった。

「ワープの準備をしておけ」

　タイラーは命令した。「僕が命令したら、いつでもワープ航法に入れるようにな」

「しかし艦長」

　ヤスダ少佐である。「ワープしても、敵はたちどころにワープトレーサーを使ってこちらの航路を確かめ、追撃して来ますよ。駆逐艦のワープ航続力など知れています。エネルギーを浪費するだけ不利です」

「教科書通りの台詞せりふだね」

　タイラーは我われ関せずという表情で言った。「言っとくけどね、副長。僕は学生時代、教科書に頼ったことは一度もなかったよ。試験のヤマかけは、自分で要領よくやったもんだ」

「涙が出るような御意見ですな」

　ヤスダ少佐の言葉に偽いつわりは、これっぽっちも含まれてはいない。「頼りにしてますよ」

「まかせとけ。要はワープ突入のタイミングだ」

「艦長！」

　レイア・ダン兵へい曹そう長ちようの報告。

「前方に金属反はん応のう……」

「まどろっこしい言い方すんなコノヤロー！」

　タイラーの一いつ喝かつにベテランオペレーターは思わず制服の襟えりを正し、

「前方に駆逐艦……友軍です！」

　と、歓喜の声で叫んだ。

「それだ！」

　タイラー、思わず艦長席から踊り上がる。

「操そう舵だ長ちよう、レーダー妨害波を出しつつ、味方駆く逐ちく艦にできるだけ接近しろ。スピードを落とさずにだ。そして、味方艦にギリギリ接近したところでワープだ！」

「了解ラジヤー」

　口数の少ない操舵長は言った。

「なんですと！」

　仰ぎよう天てんしたのはヤスダ少佐である。「艦長！　それでは……」

「いいから黙ってろ」

　タイラーは口にチャックをするしぐさをしながら、

「それとも副長、君は自分が死にたいのか？」

「いえ……」

　ヤスダは黙るしかなかった。

　タイラーの命令は、忠実に実行された。

「ほう、レーダー妨害波か」

　いっぽう追撃するラアルゴン戦艦バローメのブリッジでは、ドナン提てい督とくが土佐犬じみた顔をますます土佐犬に似させて、わめいていた。

「だがそんなもので、この鉄てつ壁ぺきの包ほう囲い陣じんから逃げられると思うなよ」

　だが、逃げるつもりなのがタイラーである。レーダー妨害波は苦しまぎれに出しているのではない。何も知らずに前方をのんびり航行している味方駆逐艦を、ほんの一瞬にせよ敵の目から隠かくすことが目的なのだ。『あさなぎ』がワープに突入するまでの間、それだけでいい。

「前方の味方駆逐艦が、識しき別べつできました」

　ダン兵へい曹そう長ちようの声は、うしろめたさでいっぱいだ。「『ゆうなぎ』です。こ、この『あさなぎ』の姉し妹まい艦です」

「よし、天はまだ我々を見放してはいなかったぞ！」

　タイラーは叫んだ。偶ぐう然ぜんとはいえ同型艦なら、これからタイラーがやろうとしていることには、なおのこと好こう都つ合ごうだった。変り身の術には……。

「接近！」

「ワープ！」

　あらかじめ座標は定めてあった。『あさなぎ』は虹にじ色に輝く超空間の繭まゆに艦体を包み、ワープ空間に突入した。

　わけがわからないのは、いきなり騒ぎに巻き込こまれた『ゆうなぎ』の乗組員たちであろう。突然レーダーが乱れ、味方の駆逐艦が超高速で接近して来たと思ったら、いきなりワープして消えてしまったのである。

「なにが起こったんだ？」

『ゆうなぎ』の艦長、オドン・ベク中佐は、首をひねった。「今のは確か、この『ゆうなぎ』と同型の駆逐艦だったようだが……」

　そして、その謎なぞを永遠に知ることもなく、彼と彼の部下である１５５名の乗組員は、宇宙の塵ちりと消えたのだ。『あさなぎ』を追って来たラアルゴン艦隊の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの一いつ斉せい射しや撃げきが、不運な『ゆうなぎ』を無数の原子にまで切り裂さいた。

「キョンファ！」

　意識が寸断される直前、ベク中佐は恋人の名を叫んでいた。士官学校を卒業したばかりの少しよう尉いで、美び貌ぼうのキョンファ・キムの名を──。

　無数の絶叫の中には「兄さん！」という声もあった。

　少尉候こう補ほ生せいサンジューロー・ミフネは、任官間近の士官学校４年生で、21歳の若さであった。

　彼ら英えい霊れいにとって唯ゆい一いつのなぐさめは、未来の地球の救きゆう世せい主しゆの身代わりとなって死んだことであろう。だが、死んでゆく本人たちにとって、そのことがどれほどの意味を持つかは甚はなはだ疑問であった。

　しかしまあ、死んでしまったものはしかたがない。単に彼らは運が悪かった。それだけのことだ。

　運命とは常に、非情なのである。














第四章　プロミネンス作戦










天てん災さいは、忘れた頃ころにやって来る







寺田寅とら彦ひこ　　　　　　　　　　　　　　　　

（物理学者　ＡＤ１８７８～１９３５）　　






「やったか！」

　宇宙空間に飛び散るエネルギーの爆ばく烈れつを見ながら、ラクラム・ド・ドナンは叫んだ。これが『あさなぎ』のなれの果てなら、文句なしの轟ごう沈ちんである。

「なんだ。噂うわさほどにもない奴やつだ。これがガラハン提てい督とくを一敗地にまみれさせた漢おとこの最期だと？　あっけなさすぎるではないか」

　せいぜい楽しんでから嬲なぶり殺しにしようとしていたドナンの目もく論ろ見みは、あっさりと崩れたかに見えた。「ロナワーめ、とんだカスをつかませおって。この程度の相手に怯おびえるとは、彼奴きやつも底が知れたわ」

「底が知れたのはどっちだ。馬鹿め」

　巡じゆん洋よう艦ザグーンのブリッジでは、艦隊内通信で届いているドナン提督の声を聞きながら、艦長のル・バラバ・ドムが冷笑を浴びせていた。

「奴やつが咄とつ差さに味方の艦ふねを身代わりに立て、ワープしたのにも気がつかなかったというのか。あの大おお入にゆう道どうの目は節ふし穴あなか？」

　さすがにドムは、『あさなぎ』のとった行動を見極めていた。そして自分だけはワープトレーサーを使って、密ひそかに『あさなぎ』の行ゆく方えを探索していたのである。

「ドム艦長、敵艦のワープアウト座標が、算出できました」

　忠実な副官であるベギン・ハン・ゾッドが報告する。「赤色巨星Ｄ─25の近くですな」

「なるほど、考えたものだ。万一追跡されても、不安定な赤色巨星の発する電磁波にまぎれて、逃げる肚はらだな。タイラーという奴、なかなかやる」

　偶ぐう然ぜんとも知らず、ドムはまだ見ぬタイラーの力量を、勝手に高く評価する。

「しかしまあ、手をこまねいて見ているわけにもゆくまい。気が進まぬが、ドナンに教えてやるとするか。通信を開け！」

　ドムからの報告を聞いたドナン艦長は、しかし不機嫌の極みだった。プライドだけは妙に高い男だから始末におえない。

「話はわかった、若造」

　たかが一巡洋艦の艦長の進言など、歯し牙がにもかけぬという表情で、ドナンは言った。土佐犬面づらは、いまや本家の土佐犬でさえ愛あい玩がん犬けんに見えるほどに、兇きよう悪あくの度を高めている。

「だがそのようなこと、この俺おれが気づいていないとでも思ったか。相手を見てものを言え。目ざわりだ。消えろ！」

　通信スクリーンが一方的に切られた後、ドムは笑いをこらえるのに苦労した。

「口だけは達者な奴やつだ」

　まるで格下の相手を評するかのような不敵な物言いである。

「まあいい。奴の手並みがどれほどのものか、今回はゆっくりと拝見させていただく。あやつが無む惨ざんに失敗したからといって、それでこっちの評価が下がるわけではないからな」

　どこまでも尊大な、ル・バラバ・ドムであった。







「本当に、気づいておられたので？」

　怪け訝げんそうな顔の副官に、

「黙れ！　貴様はおとなしく、儂わしの命令に従っておればよいのだ！」

　吠ほえるように、ドナンはバルサロームという名の、その副官を睨にらみつけた。

「これは出すぎたことを申しました。ドナン提てい督とくほどの戦略家の深しん謀ぼう遠えん慮りよ、到底この私めなどの、考え及ぶところではございません」

　態度だけはうやうやしく、バルサロームは頭を下げた。深謀遠慮どころか浅謀近慮の生きた典型のようなドナンは、バルサロームがロナワー提督の命によって、密ひそかに自分に付けられた大目付けだということにも気づいてはいない。

　ドナンは腹心のバリス・ラン・ラトキムを艦隊内通信で呼び出した。彼の一族の端はしくれであり、巡じゆう洋よう艦ギロドワの艦長である。ル・バラバ・ドムにも匹敵する若さと勇ゆう猛もう果か敢かんさだったが、惜しいことに戦略戦術ともに、ドムにははるかに及ばなかった。それでもドナンの威い光こうをかさに着て、羽振りはよかった。また、大艦隊をバックに従えての露つゆ払はらい的な戦闘では、虎とらの威いを借る狐きつねよろしく派手に敵を蹴け散ちらせてみせるので、人物的にはともかく艦長としての評価は悪くなかった。つまり、弱い者いじめには適任だった。

「ラトキム！　タイラーは赤色巨星の付近に潜ひそんでいるそうだ。追跡して撃げき破はしてみせろ。うまくやったら戦艦の艦長に取り立ててやるぞ」

　餌えさをちらつかせて部下を動かす。そこまではいいのだが、潜んでいるそうだという言い方は、まるきり自分の無能を暴ばく露ろするようなものではないか。側で聞いていてバルサロームは、思わず吹き出すところであった。

　どうしてさっきまでのように、全艦隊を率ひきいて追跡しないのか、その理由ははっきりしている。ドナン提督自身、赤色巨星に近づきすぎるのが怖こわいのだ。そのことは、バルサロームには手に取るようにわかった。確かに不安定で巨大な質量を持つ赤色巨星に接近するのは、あまり気持ちのいいものではない。

　とにかく、勇敢さだけなら褒ほめてやってもいいと、ドムも評価するラトキム艦長は、ドナンのちらつかせた餌に釣られて、巡洋艦ギロドワで『あさなぎ』を追った。１隻せきだけでも、『あさなぎ』よりははるかに強力な巡洋艦である。兎うさぎを嚙かみ殺すくらいの芸当は、朝飯前にやってのけるはずであった。

「これは見み物ものだな、ゾッド」

　ドムは高みの見物を決め込こんでいる。「タイラーの力量を見るには、またとないチャンスだぞ」

「どちらが勝つか賭かけませんか？」

　副官の言葉に、

「賭けだと？」

　ドムは鼻で笑った。「ゾッド、俺おれはな、結果の見えた賭けなぞしないことにしているんだ」

「なるほど、駆く逐ちく艦と巡じゆん洋よう艦とでは、ハンデがありすぎますからな」

「何を言っている」

　ドムはじれったそうに、

「その逆だ。たとえこちらが戦艦であったとしても、あのタイラー相手には、一対一では役不足だろうよ。ラトキムあたりではな……」

　と、緋ひ色いろの髪の毛を揺らした。







「敵巡洋艦接近！」

　もはやダン兵へい曹そう長ちようも、まどろっこしい言い方はしない。「60秒後に追いつかれます！」

「気づかれたか」

　ヤスダ少佐は舌打ちした。「まずいな。こちらはワープ直後で、出力が上がらんときている。このままじゃ敵の餌え食じきだ」

「ダイジョーブ！」

　タイラーが胸を叩たたいた。「１隻せきだけというのは不満だが、運の悪い奴やつだ」

「なんと、心強い！」

　ヤスダはまぶしいものでも見るかのようにタイラーを仰いだ。「どうします？」

「赤色巨星にできるだけ近づけ！」

「正気ですか！」

　ヤスダは飛び上がった。誇張ではない。「こんな駆逐艦１隻、あの巨大な重力に捕まったら一巻の終りですよ」

「わかってるって」

　タイラーは涼しい顔をしていたが、すでに赤色巨星の影響で、艦内温度は40度を超えている。エアコンはフル回転しているのだが、焼け石に水だった。

「対策はちゃんと考えてある。ヤスダ少佐、調理室に連れん絡らくして、かき氷を持って来させたまえ」

「そういう問題ではないと思いますが……」

　とにかく命令は実行に移された。かき氷はブリッジに運ばれて来るまでの間に、みんな溶とけてしまったが……。

「バカめ！　コロナに灼やかれて死ぬつもりか」

　追うほうのラトキム艦長は、『あさなぎ』の不可解とも思える行動を見ながら巡洋艦ギロドワのブリッジで嘲あざ笑わらう。

「それとも逃げおおせぬと知って自殺をするつもりなのか？　まあよい。いずれにせよこれは俺おれの手て柄がらだ」

　濡ぬれ手てに粟あわで転ころがり込こんで来るかに見えた勝利は、しかし寸前でタイラーに寝返った。確かに惑わく星せい連合宇宙軍のススム・フジ中将あたりが言うように、タイラーは勝利の女神の、何か弱味でも握っているに違いなかった。

「叩たたき込んでやるか。奴やつをコロナの中へ」

『あさなぎ』よりも赤色巨星との距離を保っているとはいえ、すでにギロドワの艦内も、耐え難がたいほどの暑さになっていた。ラトキムとしては早くケリをつけたいところだ。

「主砲斉せい射しや！　エンジンを狙ねらえ！」

　その命令は、ただちに実行された。「さらばだタイラーとやら」

　が、荷か電でん粒りゆう子し砲のビームは大きくコースをはずれ、『あさなぎ』のはるか下方を通過したのである。

「なにっ！」

　驚いたのはラトキム艦長だけではない。『あさなぎ』の乗組員だって同じくらい驚いた。

てっきり『あさなぎ』のエンジンをぶち抜くかと思われたビームが命中する寸前、弾だん道どうを放物線状にねじ曲げられたからだ。

「これはどういう訳でしょう？」

　汗だくになって団扇うちわでタイラーを扇あおがされながら、ヤスダは訊きいた。

「赤色巨星の重力さ」

　生なまの氷をボリボリと嚙かみ砕くだきながら、タイラーが言った。「巨大な重力は、ビームの弾道さえ曲げてしまうんだ」

「すると、最初からそのことを計算に入れていらしたので？」

「あたり前田のクラッカー！」

「艦長！」

「タイラー艦長！」

　ブリッジのどの顔も、汗まみれではあったが、タイラーを誇らしげに見た。

「さあ反撃だ！　光子魚ぎよ雷らい発射用意！」

　タイラーは叫ぶ。「敵の、やや上を狙ねらえ！　それで命中するはずだ」

「さ、さすがは艦長！」

　ヤスダはもう、感動にむせび泣いている。「そこまで考えておいでだったとは！　みごとな作戦です」

　ただちに追いすがるギロドワのやや上を狙って、光子魚雷の照準が合わせられた。

「発射準備完了！」

「チャンスは一度きりだ。全弾発射！　エネルギー最大！」

「了解ラジヤー」

「光子魚雷発射！」

　が──しかし、

　世の中そんなに甘くない。

　ちょっとくらい上を狙ったからといって、まんまと敵に命中するほど、赤色巨星Ｄ─25の重力はハンパではなかったのである。

　光子魚雷は大きくそのコースをねじ曲げられ、空しくコロナへと吸い込まれていった。

「わはははは！　どこを狙ってやがる！」

　手を叩いて喜んだのは、ギロドワのラトキム艦長だ。自分が失敗したあとだけに、タイラーの読み違いがおかしくてしかたがなかったのだろう。腹を抱えて笑い転ころげる。

　そして笑い転げたままで、彼は死んだ。

　最大出力の光子魚雷を撃ち込こまれて、ただでさえ不安定な赤色巨星が無ぶ事じですむはずもなかった。

　たちまち、巨大なプロミネンスを吹き上げたのである。ラトキムにしてみれば、文字通り降りかかった火の粉とはいえ、その大きさはこれまたハンパではない。巡じゆん洋よう艦１隻せきくらい、軽く呑のみ込んでしまうくらいの巨大な炎の柱である。

　何が起こったのか理解する間もなく、彼と彼の部下たちは、艦もろとも炎に包まれ、跡形もなく燃え尽きてしまった。瞬時に、などという表現は、まだ生ぬるい。

「見たか！　ゾッド」

　この光景を見ながら、興こう奮ふんしてドムは叫んでいた。「これがタイラーの実力だ！　赤色巨星に光子魚雷を打ち込み、プロミネンスを誘ゆう発はつして敵を倒すとは、なんという大胆な戦法を使う奴やつだ！」

「た、確かにこんな荒あら技わざは、聞いたこともありませんな」

　ゾッドのほうも戦せん慄りつした。ま、結果だけを見て、他人をどう評価しようとも、それはその人の勝手である。に、してもだ──。

　ドムはクリムゾンの瞳ひとみを爛らん々らんと燃やし、つぶやいた。

「タイラー、恐るべし！」







「いったいどうなったんでしょうね？」

　ヤスダ少佐がポカンとしながら言った。

「さあ……」

　タイラーも首をひねる。「確かなことは、敵が炎に呑み込まれたということだな。経過はともあれ、結果は勝利だ」

「艦長！」

「艦長！」

「おみごとな作戦でした」

　なにがどうみごとなのかわからないが、とにかくタイラーの撃ス沈コ数アに、巡洋艦１隻が新たに加わったことは事実だ。

「『ゆうなぎ』の仇かたきは討うった。敵も動かないようだし、この場はひとまず退散するか」

「それがよろしいでしょう」

　ヤスダも同意した。

「よし、機関全速！　急速上昇！　この宙域を離り脱だつする」

『あさなぎ』は赤色巨星の重力圏を離脱し、離脱するやいなや、再びワープに突入した。

追って来る敵はいない。どの艦ふねも、ギロドワの最さい期ごを見ているだけに、手を出しかねているのだ。

「おのれ、おのれ！　おのれえ～っ！」

　戦艦ザグーンのブリッジで、ラクラム・ド・ドナン提てい督とくは地じ団だん太だ踏んで悔しがった。側にいたバルサロームは、思わずブリッジの床が抜けるのではないかと思ったほどだ。

「タイラー、貴様は必ず！　このドナン様が引いん導どうを渡してやるぞ。宇宙の果てまで追い詰めて、葬ほうむり去ってやるからな！」

　返り討ちにされる気け配はいは濃厚だなと、バルサロームは思い始めていた。







「『ゆうなぎ』が沈んだ？」

　部下からの報告に、キクチヨ・ミフネ中佐は茫ぼう然ぜんとした。「なにかの間違いではないのか？」

「残念ながら……」

　電文を読み上げる通信士の声も、なんと無機的で冷れい酷こくに聞こえることか。

「生存者なし──だそうであります」

「生存者なし……か」

　弟の顔の細部を思い出そうとするが、どうしても思い出せないミフネ中佐であった。

「馬鹿め、順番を間違えやがって！」

　戦死する順番、という意味である。俺おれもだんだん親父おやじに似てきたと、ミフネはふと思う。

「御心中、お察しいたします」

　副官が言うのを、

「いや、悲しんでいるときではない」

　と、ミフネはあえて自分に鞭むち打うったのである。『ゆうなぎ』の沈んだ原因までは知るべくもなかったが、なぜか無む性しように腹立たしいミフネであった。

　もっとも、ことの顚てん末まつを知ったら、およそ平静ではいられなかっただろうが──。

「手がかりはないのか？」

「残念ながら……」

　副官スナミ少佐は、ただ申し訳なさそうに首を振るしかなかった。

「航行中に、いきなり攻撃を受け、一瞬の間に沈められたようです。反撃はおろか、ＳＯＳを打電する時間もなかったのでしょう」

「すると……」

　さすがはミフネであった。弟を失ったショックからすでに立ち直り、あまつさえ原因を究明しようとしている。「ラアルゴンの、それもかなり強力な艦隊が、このあたりの宙域に潜せん伏ぷくしている可能性があるな……」

「ラアルゴン？　艦隊？　まさか！」

　スナミ少佐は信じられないという表情で言ったが、上官の意見に楯たてつくつもりは微み塵じんもなかった。「こんな辺境に敵が、わざわざ艦隊を差し向けて来るだけの理由があるでしょうか？　このあたりにはラアルゴンが興味を示す、いかなるものも存在しないはずですが」

「俺にもわからん。だが、そうとしか思えない。まったく頭が変になりそうだ」

　もしミフネ中佐が、敵の本当の目的を知ったら、頭が変になるくらいではすまなかったろう。事実は常に、人々の想像をはるかに超える。

「『ゆうなぎ』の残ざん骸がいを発見したのは誰だれだ？」

「パトロール艦『占しむ守しゆ』の偵てい察さつ機きパイロットだそうです」

「『占守』か……」

　この付近にいるはずの、５隻せき目の惑わく星せい連合艦隊所属艦であった。

「艦長は誰だ？」

「ヒロム・ワカマツ少佐となっておりますが……」

「よし、無線封ふう鎖さ解除だ。『占しむ守しゆ』を呼び出せ」

　だが、手がかりをたぐり寄せようというミフネ中佐の試みは、早くもその最初の段階で挫ざ折せつした。

「呼び出しに応じません」

　通信士が報告する。

「『占守』になにか、あったのでしょうか？」

「考えられるな」

　ミフネはあくまでも落ち着いていた。

「だとしたら、救助に向かいますか？」

　というスナミ少佐の言葉に、

「そんな余裕があればいいがな」

　と、皮肉たっぷりに笑う。「どうやら敵の目的は、この宙域にあるわが軍の艦ふねを、しらみ潰つぶしにすることのようだ。だとしたら、バラバラに行動するのは沈めてくれというようなものだ」

「まさか……」

　偉い丈じよう夫ふであるスナミ少佐が、一瞬震ふるえた。「脅おどかさないでくださいよ」

「脅しでサンジューローが、還かえって来るならいいがな……。『若竹』のヤマモト艦長に連絡を取れ。単独行動は危険だ」

「集結したところを、一いち網もう打だ尽じんというのが、敵の狙ねらいかも知れませんよ」

「そうかも知れんが、どうせ死ぬにしても、ひとりぼっちはごめんだ」

「は……、ごもっともですな」

　スミナ少佐はうなずいて、ただちに連絡を取る。幸いにして『若竹』はまだ無ぶ事じだった。

「見ていろよラアルゴン」

　ミフネはつぶやいた。「宇宙軍士官学校の主席が、二人して戦うんだ。こっちも全滅するだろうが、そちらもかなりの犠ぎ牲せいは覚悟しておけよ！」

　深く、静かに怒りをたぎらせるミフネである。

　ふと、彼は思い出したように、

「そう言えば、この付近にはもう１隻、味方の駆く逐ちく艦がいたな」

「ジャスティ・ウエキ・タイラー中佐、あのお調子者の『あさなぎ』ですか」

「そう、あの男にも連絡を取れ。一緒に戦おうとな」

「私はどうも気が進みませんが……」

　それでも律りち義ぎに連絡だけは取る、スナミ少佐であった。







　これより少し前、

『ゆうなぎ』の残骸を発見して、『さぎり』に報告したパトロール艦『占しむ守しゆ』は、案の定じよう、ラアルゴン艦隊の猛攻を受けていた。

『占守』は全長１８０メートル級の小型艦だが、駆く逐ちく艦とは違って重力カタパルトをもち、偵てい察さつ用の艦載機を１機だけ搭とう載さいしている。しかしその他ほかの点ではすべてにおいて駆逐艦にも及ばない。武装も装甲も貧弱そのものであり、強力な敵に襲われたらひとたまりもなかった。

　まして相手は戦艦を含むラアルゴンの艦隊であり、指揮を取っているのは攻撃の執しつ拗ようで残ざん虐ぎやくなことにかけては人じん後ごに落ちないドナン提てい督とくである。タイラーにしてやられた怒りを、この弱い相手に思いきり叩たたきつけたのだから、艦長ワカマツ少佐以下の『占しむ守しゆ』乗組員こそ、いい迷惑だった。圧倒的な攻撃の前に３分ももったのは、むしろ彼らを褒ほめるべきだろう。

　それにしてもドナンは残虐だった。抵抗力を失った『占守』を前に攻撃の手を緩めるどころか、砲撃の練習を楽しんでいるかのようだった。必死で逃げようとする脱出カプセルまで撃つ。

『占守』に搭とう載さいされていた偵てい察さつ機きが、そんな悪あく虐ぎやく非ひ道どうな敵に怒りをぶつけるかのように猛然と食い下がってくる。

「ほう、偵察機で勇ましいことだ」

　ドナンの殺さつ戮りくには手を貸さず、悠ゆう然ぜんと見つめていたル・バラバ・ドムが感心したかのようにつぶやいた。「地球人にも、けっこう勇敢な奴やつはいるな」

「そうですね。ドム様」

「ゾッド、あのパイロットと貴様と、どっちが腕は上かな？」

　ドムは傍かたわらに佇たたずむ副官を見た。

「興味深いですな。おそらく互角に近いのでは？」

　非力な偵察機が襲いかかるババムート戦闘機の攻撃をいなし、逆に撃墜したのを見ながら、ベギン・ハン・ゾッドは言った。「しかし、残念ながら確かめる機会はないでしょう。あたら優秀なパイロットも犬死にですよ」

　所しよ詮せんは偵察機、ドナン艦隊の一いつ斉せい砲ほう火かを浴びて、空しく炎を吐いた。その光景に、ドムは思わず吐き捨てる。

「貴様の言う通りだ。それにしてもなんというセンスのない戦い方だろう。勇者に対する礼儀も知らぬのか、あの水ぶくれは！」

　痛烈な揶や揄ゆというべきであろう。

　さんざんに血をすすった艦隊は、やがて襲って来たときと同様、嵐のように去って行った。

　あとにはただ、かつて『占しむ守しゆ』だった物体が、漂ただようばかりである。

　と──、

　嵐の去るのを待っていたかのように、ひょっこりと現れた１隻せきの駆く逐ちく艦。

　タイラーの『あさなぎ』である。

「アーヤダヤダ！　戦争ってえのはこれだからヤだね」

　まるで他ひ人と事ごとのように、ブリッジでつぶやくタイラー。ま、これは他人事ではある。

「生存者を救助しよう。といったところで、この有様では生存者もへったくれもないか……」

　まったくよくここまで、徹底的に破壊しつくしたものである。オヨビでないのにやって来て、壊すだけ壊してサヨウナラ。さながら宇宙を蹂じゆう躙りんするシュレッダーといったところか……。

　が、どんなときにも強運の持ち主というのはいるものである。噓うそのように無傷の脱出カプセルをひとつ、『あさなぎ』は回収することに成功したのである。

「ま、なにはともあれめでたいね」

　例によって飄ひよう々ひようと言うタイラー。「で、乗っていたのは誰だれ？　女の子なら、ヒジョーに嬉うれしいけどね。ウッシッシ！」

「残念ながら男です」

　ヤスダ少佐の報告に、

「なんだ」

　と露骨に失望するタイラー。さすがに、宇宙空間に放り出せとまでは言わなかっただけ寛大である。

　一方、救出された男は、と見れば──、

　脱出カプセルが開いた途と端たん、中からプーンとばかりに漂ただよってきたのは熟じゆく柿しのような臭においである。あっけにとられる『あさなぎ』の救助隊員たちに

「ええい、下がれ下がれ！　儂わしはこう見えても軍医中佐だぞ！　艦長と同じ待たい遇ぐうをせい」

　と大声でわめきながら飛び出して来たのは、中年の、黒眼鏡めがねの男。

「この艦ふねにあるいちばんいい酒を持って来い！」

　と、わめきつつ、抱かかえていた一いつ升しよう瓶びんを豪快にラッパ飲みしながら、ほろ酔い気分の千鳥足で艦内通路を進む。乗組員たちはただ遠巻きに見守るばかりだ。

「医者だって？」

　報告を受けたタイラーは、目を丸くした。

「やれやれ、負傷者はおろか生存者さえ１名もいないのに、軍医だけ助かるとは皮肉なもんですね……」

　そうぼやいたのはヤスダ少佐である。

　しかし、グッドタイミングというわけにもいかないが、すぐに彼の腕を必要とする患かん者じやが現れた。大破した偵てい察さつ機きが、奇跡的に救助されたのだ。

「パイロットは助かりそうか？」

「さあ、助かったら奇跡のような重傷ですよ」

　タイラーの言葉に、ヤスダは答えて、

「ま、あの酔いどれドクターのお手並み拝見といきますか……」

『あさなぎ』の医務室に、手術中のライトが点ともる。やがて、１時間ほどで出て来たドクターは、

「助かるよ」

　と、こともなげに言った。「運のいい男だ。儂が酔っているときに担かつぎ込こまれるとは。シラフのときなら、おそらくダメだったろうな」

　物ぶつ騒そうな医者もあったものである。

「右足を切断した。おそらく夜中にも、右足の爪つま先さきが痒かゆいとか言い出すはずだから、そうなったら誰か搔かいてやってくれ。ああ疲れた、酒だ酒！　酒もって来～い！」

　幸いにして患者は、右足を失ったのと、顔に大きな向こう傷をこしらえただけで、一命を取り止めた。もっとも足のほうはともかく、顔の傷のほうは消そうと思えば消せたのである。

「ま、あのほうが箔はくがついていいじゃろ」

　のちのち、そのドクター、軍医中佐ヒデサブロー・キタグチは言ったものである。

「空中戦の腕前に似合わず、生なまっちろい二枚目だ。向こう傷があるくらいのほうがいい。軍人は相手に威圧感を与えたほうが勝ちだからな」

　救出されたパイロット、コジロー・サカイ少しよう尉いが聞いたらぶっ飛ぶようなことを、ドクターは口にしたのである。

『あさなぎ』の艦内は、なんだか急に活気づいてきた。







「敵は稀まれに見る残ざん虐ぎやくな奴やつです。戦争に私情は禁きん物もつと言いますが、仇かたきを討うってやりたいですな」

　ヤスダ少佐が言った。

「討ってやるさ」

　タイラーは艦長席でつぶやいた。「このまんまじゃ、寝覚めが悪い」

　だが、相手は圧倒的に多数である。もっともタイラーにしてみれば、だからこそ仇討ちのし甲が斐いもあるというくらいのものだが……。

「勝てますか」

「勝つだけなら簡単だ。だが、今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすには、そのやり方が問題なのさ。スカッとするような勝ち方でないと、死んだ『ゆうなぎ』や『占しむ守しゆ』の乗組員は浮かばれないからね」

　タイラー、しばらくは考えている風だったが、

「アー、ヤメヤメ！　考えたって始まらない。ひらめかなきゃ！」

　と、いきなり艦長席に立ち上がって唄を歌い始めた。








生まれたときから　模も範はん生せい

上官の命令　立派に守り

士官学校　主席で出ても

三日で死んだ　奴やつもいる

死ぬか生きるか　阿あ弥み陀だ籤くじ

クヨクヨしたって　はじまらねェ







ア長生きしてこそ　人生さ

せいぜい楽しく　やりまショー

生きている間に　笑わにゃ損ソン









「お上手です艦長」

「ヤスダ、お前も歌え！」

　タイラーにせっつかれ、しぶしぶヤスダ少佐も、二番を歌い始める。

　タイラーほどのノリはないが、渋い、低目の美声である。








お国のためなら　まっしぐら

軍神鬼神と　祀まつられて

金きん鵄し勲くん章しよう　もらってみても

死んでしまえば　それまでよ

軍人稼か業ぎようは　ひき合わぬ

コツコツやっても　同じこと







ア長生きしてこそ　人生さ

せいぜい楽しく　やりまショー

生きている間に　笑わにゃ損ソン









「ヨッ！　渋いね副長！」

　タイラー、拍手喝かつ采さいである。性格的にみて、まさにこのジェット・シン・ヤスダ少佐こそ、タイラーの副官には最高にうってつけであったと言うべきであろう。少なくとも、その次に彼の副官となった哀あわれな男と比べれば……。

『さぎり』のキクチヨ・ミフネ中佐から、『我ニ合流セヨ』との暗号電文が『あさなぎ』のブリッジに届いたのは、その直後であった。














第五章　鬼おにも人の子










ありとあらゆる親不幸の中でも最大のものは

親より早く死ぬことである。

たとえばこの私のように……。







ノース・ミッチェル　　　　　　　　　　

（軍人　宇宙暦３３２７～３３５２）　　






　その日、惑わく星せいブルネイの宇宙軍艦隊司令部にあるセッシュウ・ミフネのオフィスは、深い悲しみに包まれた。彼が二人目の息子を失ったのだ。

　もっとも、彼の秘書にとっては、あながち悪い日でもなかった。息子の戦死報告を受けたミフネは、私し室しつに閉じこもったきり、誰だれにも会おうとはしなかったからだ。おかげで怠たい惰だな秘書官（ミフネに言わせると、まずたいがいの秘書は怠惰ということにされてしまう）であるデビッド・Ｒ・コードロン中ちゆう尉いは、ミフネの秘書に任命されて初めて、心穏おだやかな一日を過ごすことができたのである。

　彼の日記には、その日こう記されている。

『宇宙暦６９９９、０２・５７９。なにごともなし。鬼おにも人の子──』

　その日、〝鬼〟の素す顔がおを見た者はいなかったが、もし彼にも涙るい腺せんが残っていたとしたら、この日彼は生まれてから何度目か（おそらく片手で数えられる回数だろうが）に、その機能を回復させたに違いない。

　真しん偽ぎのほどはさだかではないが、その日彼は私室で、一日中３Ｄビデオメール再生機をリプレーさせていたという。その手紙とは言うまでもなく、戦死した三男、サンジューロー・ミフネ少尉（死後任官）から彼に宛あてられた、最後の便りだった。

『父上、お元気ですか？　いよいよ僕も、研修航海に出発することになりました。敵のいない宙域というのが少々気に入りませんが、さすがに興こう奮ふんで胸が躍るものですね。父上も、初の遠宙航海のときは、同じような気分だったのでしょうか？　あと半年足らずで卒業ですが、一日も早く任官して、父上や、兄さんたちのような立派な軍人になりたいと思っています。それでは、お体に気をつけられて……』

　エンドレスで再生されるビデオメールの中で、士官学校の制服に身を包んだ折り目正しい青年は、模も範はん的な台詞せりふを言い続ける。実際、その部屋の中では完かん璧ぺきに時間が止まっていた。

　ミフネ中将は、まるまる一昼夜、その映像を流しっ放しにして、デスクに座っていた。それだけは確かである。

　翌朝、怠惰なコードロン中尉が出勤して来ると、すでにいつもと変わらぬ軍人の顔に戻もどったミフネがオフィスで彼を待ち受けていて、こう言った。

「艦隊の、出撃準備をしてくれ」

「自みずからご出撃なさるので？」

　うかつにも、思わず訊きき返してしまった秘書官に、彼は雷かみなりを落とした。「言われたことをすればいい！」

　出撃手続きを取ってから３日目に、中ちゆう尉いは辞表を提出している。

　このことは、当然惑わく星せい連合宇宙軍首脳部の知るところとなった。

「ミフネ君、どういうつもりだ？」

　参さん謀ぼう総長のススム・フジ中将は、血けつ相そう変えて彼に言った。「参謀本部の承認も得ず、勝手に艦隊を動かすとはどういうつもりだ？」

「勝手に動かしたつもりはない」

　ミフネは表情ひとつ変えずに、突っぱねた。「アルデバラン方面にあるわが艦隊が優勢な敵艦隊に包囲されて窮きゆう地ちに陥おちいっている。それを支援しに向かうだけだ。そのくらい、参謀本部の了承を得ずとも、儂わしの裁さい量りようの範囲内だと思ったが、違うかな？」

「確かにそうだが、今は艦隊を温存すべき時期である。それは君も重々承知しているはずじゃないか」

「ほう、では参謀総長殿は、艦隊を温存するために味方を見殺しにせよと言われるか」

「そうは言っていない、君の意見はどうしてそう極きよく端たんなんだ」

「あいにくと、貴官ほど器用に生まれついていないのでな」

　ミフネの前では、さしものフジ中将も形かたなしである。

「それは、息子さんを亡なくされた君の気持ちもわからないではないが……。それに、もう一人の息子さんもピンチだしな」

「失敬なことを言うな！」

　ミフネに一いつ喝かつされて、思わずフジ中将は首をすくめた。宇宙軍内部ではフジ中将のほうが主流であるが、軍人としての風格と威い厳げんにおいては、断だん然ぜんミフネのほうが上であった。年齢も、フジ中将の44歳に対してミフネは54歳と、ちょうど10歳の年長である。なにより、士官学校を卒業した参謀候補生のススム・フジ少尉が、最初に配属された駆く逐ちく艦『いわかぜ』の艦長というのが、当時現役バリバリの気き鋭えい、セッシュウ・ミフネ中佐であったという事実は、決定的であった。あまつさえ仮か借しやくのないミフネ艦長は、フジ少尉の考課表にこう記しているのだ。

『参謀としては優秀なれども姑こ息そく。上官には卑ひ屈くつにして部下には尊大な小人物』

　いくら本当のことでもこうまで言われたら根に持たないほうがおかしい。フジ中将にとってはこの厳げん粛しゆくなる事実は、生しよう涯がいの禍か根こんであった。

　その潔けつ癖ぺきすぎる人ひと柄がらが災わざわいして、ミフネが辺境艦隊の司令官という閑職でもたついている間に、フジは上層部に取り入ってまんまと出世コースに乗り、階級でも並んでしまった。とはいえ、やはり面と向かうとどうしても昔のことを思い出し、卑屈になってしまうフジ中将なのであった。

「儂が作戦に、私し情じようをはさむとでも思っているのか！　相手を見て物を言え」

　さすがにこれは大人げないと思ったのか、ミフネは少し声を和やわらげて、

「伜せがれが危ないから助けに行くなどという姑息な司令官ではないつもりだ。それが誰だれでも、儂は助けに行くだろう。フジ中将、貴官でもな……」

　これにはさすがにフジ中将も肚はらに据すえかねたらしい。参さん謀ぼう本部に戻もどると彼は兵へい站たん課かに圧力をかけたのだった。

「今後一いつ切さい、ミフネ中将から補給の要請があっても応ずるべからず！　兵一名、米一粒といえどもな！」

　軍首脳部におけるフジ中将の権勢は絶大であり、以後ミフネ中将は、なんのかんのと理由をつけては補給をしぶる兵站課を相手に、ラアルゴン以上の苦しい戦いを強しいられることになるのであった。







『さぎり』『あさなぎ』『若竹』の３隻せきは、救援が来るまでの間、ひとまずアルデバラン宙域Ｚ─６８２に潜せん伏ぷくした。ここは天然の要よう衝しようであり、白色矮わい星せいや電波星、それにガス状星雲などが密集した宇宙の難なん所しよである。過去において地球、ラアルゴンを問わず数多くの宇宙船舶がこの地点で消息を絶っているのだ。それだけに、いったん難所だらけのこの宙域の奥深くに位置を占めてしまうと、圧倒的戦力を誇るラアルゴンのドナン艦隊もうかつには手が出せない。特に、タコツボのようになったガス状星雲φ─Ⅵ、通称〝シャコの穴〟の、地形防ぼう御ぎよ効果は絶大であった。戦艦さえ木の葉のように飲み込こんでしまう摂せつ氏し６００００度の熱ガス乱流は敵の索さく敵てき波はを妨害し、背後からの攻撃を完かん璧ぺきに断ってくれている。

　しかし、裏を返せばそれはこちらも動きようがないということなのだ。

「兵ひよう糧ろう攻ぜめだな」

　ヤマモト少佐は、『若竹』のブリッジで、頭を搔かいている。「士官学校の作戦科時代には、シミュレーションでさんざんやったりやられたりしたものだが、実際にやられるのは、実にまったく辛つらいものだな」

　シミュレーションでは、腹はすかない。本当に飢うえるわけではない。しかし、敵が唯ゆい一いつの出入り口を押さえている以上、この包囲が何か月続かないとも限らないのだ。はっきりしたあてのない食糧の切り詰めは、必要以上に人心に影響を与える。士官学校の優等生だったヤマモトは、初めてそのことを痛感していた。

「それにしてもあのバカめ！」

　もちろん、タイラーのことを言っているのだ。今朝、といっても宇宙空間に夜も昼もないが、地球標準時間にして今朝の０９３０に、『さぎり』の作戦室で行われた三艦の艦長会議において、ヤマモトは初めてジャスティ・ウエキ・タイラー中佐を見た。最低の男を想像していたのだが、実物のタイラーは、そのヤマモトの想像さえ、はるかに下まわる人物であった。

　馬鹿で無知でいい加か減げんで、行き当たりばったりで反省のかけらもなくて高慢で恥知らずな男と、ヤマモトの目には映ったのだ。

　もっとも、ヤマモトといえどもこの兵糧攻めをやられていなければ、会議の席上であれほどタイラーに、嚙かみつくこともなかったであろう。確かに自分はイライラしていた。ミフネ中佐にたしなめられるまでもなく、そのことをヤマモトは反省していたのだが、しかしタイラーに対しての暴言（とはヤマモト本人は思ってはいない）を撤てつ回かいするつもりは、微み塵じんもなかった。

　二人の艦長の間に深刻な溝みぞを作った、そのいさかいの原因というのは、実に他た愛あいもない。

「目もつ下か、状況は我々にとって圧倒的に不利だ」

　作戦盤を指し示して、ミフネ中佐が言った。「しかし、ここで１か月、いや１週間でいい。もちこたえれば、形成は逆転する」

　ミフネの言葉は気休めではなく、信念に裏打ちされていた。信じるとこは、戦場ではしばしば敵の浮き足を誘さそい、絶大な力となることを、彼は若いながら実戦の経験から知っていた。

「しかし、救援艦隊は来てくれるでしょうか？」

　それよりいくらか懐かい疑ぎ的だったのは、彼より若いヤマモトだ。才が立つだけに、状況をより悲ひ観かん的に分ぶん析せきする傾向が彼にはある。希望的観測というものを、どうしても信じられない性しよう分ぶんなのだ。楽らつ観かん的すぎるのよりはよいが、やる気の喪そう失しつは、ときには勝機を失うことにもなりかねない。

「惑わく星せい連合宇宙軍が来るべき決戦に備えて、いま戦力の温存期にあることは事実です。１隻せきでも戦艦が惜おしいこの時期に、たかだか３隻の駆く逐ちく艦と乗組員を助けるために、惑星連合艦隊がそれ以上の損そん耗もうの危険を冒おかすとは、自分には思えません」

「大だい丈じよう夫ぶだ。惑星連合艦隊は必ず動く！」

　ミフネは力強く言った。「保証してもいいぞ。なにしろ真っ先に駆かけつけて来る銀河外周方面艦隊の司令官は、俺おれの親父おやじだからな」

　息子が言うのだからこれほど確実なことはない。

「それに、今まではラアルゴンにしてやられたが、一気に逆転できる強力な切り札ふだが、いまの惑星連合艦隊にはある。これを見ろ」

　作戦盤の立体スクリーンに映し出されたのは、鋭えい角かく的なシルエットをもつ、見るからに強力そうな宇宙軍艦の図面だった。

「これは？」

　ヤマモトが訊きいた。

「新型巡じゆん洋よう艦だ。全長３８８メートル、戦艦並みの攻撃力と装甲、それに駆逐艦にも匹敵する速力をもっている。航続力も、無補給で直接ラアルゴン本星を叩たたけるほどだ。この艦が量産されれば、形勢は一いつ挙きよに逆転するだろう」

「すごい……」

　ヤマモトは目を輝かせた。「こんなすごい新しん鋭えい艦が量産準備中なら、惑星連合艦隊が戦力を出し惜しみするのも無理はない。数が揃そろってから、大反抗作戦が始まるというわけか」

「すごいですなあ」

　それまで退屈そうに鼻クソをほじくっていたタイラーも、この新型艦には少なからず興きよう味みをそそられた様子であった。

「こういう艦こそ、この僕の乗艦にはふさわしいというわけです。ブヮッハッハ！」

　ヤマモトがキッとなって、タイラーを睨にらんだ。一瞬、重苦しい雰ふん囲い気きが『さぎり』の作戦室に流れる。

「ところでミフネ中佐」

「なにか？　タイラー中佐」

「この新型巡洋艦の、名前は？」

「うむ」

　ミフネ中佐は軽くうなずいて、言った。

「宇宙重じゆう巡じゆん洋よう艦、ＮＣＣ─３７３７『阿あ蘇そ』だ」

「あっ、そう」

　この最低のギャグが、ヤマモトには許せなかったのだ。

「タイラー中佐！」

　彼は思わず叫んでいた。「あなたには、この事態の深しん刻こくさがわからんのですか！」

「深刻だから、ギャグでほぐしてやったのだ」

　タイラーはあっさりと言った。「まだ固さがほぐれないというのなら、いくらでも言ってやるぞ」

「結けつ構こうです！」

　憮ぶ然ぜんとして、ヤマモトは言った。「それにしても、もう少しなんとか……あ、いや、そういう問題ではなくて……。とにかく不ふ謹きん慎しんです！　破は廉れん恥ちきわまりない」

　結局、この不発に終わったギャグのせいで、第一回目の作戦会議はもの別れに終わり、ヤマモトのタイラーに対する不信感は、決定的なものとなったのであった。







　タイラーにはタイラーで、言い分はあった。

「冗じよう談だんのわからない艦長だ」

『あさなぎ』のブリッジに戻もどってからタイラーは、ヤスダ少佐を相手に不満をぶっつける。

「おまけに上官に対する口のきき方を知らない。あんな艦長の下で戦う部下は気の毒どくだな」

『艦長の下で戦うのも、けっこうしんどいですよ』

　とは、さすがにヤスダは言わなかった。

「なにより人を見る目がない。未来の提てい督とくを相手に、アホ呼ばわりは許せない」

「あながちそうでもないでしょう」

「ヤスダ～！　貴様、自分の上官よりヤマモトの肩を持つのか？」

「めっそうもない」

　ヤスダは軽くはぐらかした。「ただ、ヤマモト少佐の人物評価は、一面ではあるけれども確かに的まとを得てますよ」

「どういう意味だ」

「『群ぐん盲もう象を撫なでる』という、地球の古い諺ことわざを知っていますか？」

「知らん」

「中国の王様が、何人かの盲もう人じんを連れて来て、象に触さわらせたのです。その後で王様は、象とはどんなものか、盲人たちに尋ねた。象の足に触った者は、象とは太い柱のようなものだと言い、耳に触った者は巨大な団扇うちわのようなものだと言った。また、鼻に触った別の盲人は、象とは大だい蛇じやのようなものに違いないと答えた」

「それがどうした？」

「つまり、自分の手の届く範囲では的を得た評価ながら、全体的な姿を見み誤あやまる。小人の、大人に対する部分的な評価など、そんなものでしょう。ヤマモト少佐も、タイラー艦長の、確かに一面は捉とらえてはいるけれど、全ぜん貌ぼうは見誤っている。そういうことです」

「なるほど！」

　タイラーは、わが意を得たりと、膝ひざを叩たたいた。「つまり、ヤマモトは、小人物だということだな！　ヤスダ、さすがに貴様はいいことを言う。伊だ達てに長いこと、駆く逐ちく艦の副長をやっていないな」

「私の言いたいこととは少し違いますが、ま、よろしいでしょう」

　ヤスダはヤマモトとは違って苦労人であった。下へ手たに反論して、タイラーのいらぬ不ふ興きようを買うほど、青くはない。

　もっとも、そのヤスダ少佐にしてからが、タイラーの全貌を把は握あくしているとは言い難がたかった。もしかしたらタイラーは、彼の予想をはるかに超えて、単なる馬鹿かも知れないのだ。







「小こ癪しやくな地球人どもめ。穴の中にうずくまりおって。これではうかつに手が出せんではないか」

　ドナン提てい督とくは、３隻せきの惑わく星せい連合艦隊駆く逐ちく艦が籠ろう城じようした〝シャコの穴〟の前に陣取り、指をくわえて見つめているしかなかった。勇ゆう猛もう果か敢かんなだけが取とり柄えの彼にとってもまた、持じ久きゆう戦せんは不本意な展開だったと言える。

　さらに、彼の心を穏おだやかでなくしているのが、惑星連合艦隊が救援に向かいつつあるという事実だ。さらにそれを邀よう撃げきせんと、ユッター・ド・ロナワー提督が自みずから率ひきいる帝国艦隊が本星を出撃したという報告は、彼を焦あせらせるにじゅうぶんであった。

「地球艦隊とロナワーの艦隊と、どちらが先にこの宙域に到着するにしても、それまでにあの３隻を全滅させられなかったら、俺おれはもの笑いの種だな」

　さすがにそれくらいの計算は働くドナンであった。ましてやこちらは戦艦を中軸とする十数隻の艦隊、これだけの戦力で、たった３隻の小型艦を仕し留とめられなかったとなれば、猛もう将しようドナンの名が泣こうというものである。

　しかし、〝シャコの穴〟の入り口は、戦艦１隻がやっと通れるほどの狭い通路でしかない。しかもそれが細長く、数キロに渡って続いているのだ。微速前進しての突破など危険きわまりない。当然敵は、出口で待ち構かまえて３隻による全砲火を集中させて来るだろう。そうなれば、先頭の１隻は、たとえそれが強力な戦艦であっても、撃げき沈ちんは免まぬかれまい。後に続く艦隊も、立ち往おう生じようである。

　しかし、その唯ゆい一いつの出入り口を避けて通ることもまた不可能だった。強烈なガス乱流は、戦艦といえども一瞬にして押し流し、原子レベルにまで破壊してしまうであろう。

「先に動いたほうが負けだ。辛しん抱ぼうの千せん日にち手てというわけだな」

　ル・バラバ・ドムは面白そうに言った。いずれにせよ、ドナン提督のもっとも苦手とする戦いになったのだ。これが愉快でないわけがない。

「地球人も、偶ぐう然ぜんとはいえうまい戦法を取ったものだ」

　ドナンの焦あせりは、ほどなくして頂点に達した。彼は偵てい察さつ機きを発進させ、懸命に迂う回かい路ろを発見しようと努めた。その結果、何機かの犠ぎ牲せいを払った末に、偶ぐう然ぜんではあるが敵の背後に通じる迂回路が発見された。高速の巡洋艦のスピードでも、迂回するのにまるまる１日はかかる距離である。

「勝ったな」

　ドナンはほくそ笑えんだ。ただちに旗き艦かんバローメのブリッジに各艦の艦長を集め、緊急作戦会議が開かれた。

「穴の中に入った兎うさぎを、背後から追い出す」

　実に単純な作戦だった。「敵はまだこの抜け穴には気づいておらん。それがこっちのつけめだ。敵を全滅させた後は、すみやかに反転して地球艦隊の先せん鋒ぽうを叩たたく。うまくすれば帝国大だい宝ほう珠じゆ勲章も夢ではないぞ」

　喜々として、ドナンは言った。

「さて、背後から迂う回かいして敵を追い出すという栄はえある役目だが、誰だれにやってもらおうか……」

　ドナンはひとわたり、艦長たちを見回した。どの顔も、自分を指名して欲しいという覇は気きに溢あふれている。

　だがドナンが指名したのは、意外にもいちばんその可能性が薄いと見られていた男だった。

「ル・バラバ・ドム艦長、貴官にやってもらおう」

「私が？」

　これはドムにとっても、少なからず意外だったらしい。

「そうだ。不服か？」

「めっそうもない。栄えある任務、居並ぶお歴々の末まつ席せきを汚けがす身でありながら、無上の光栄」

　口ではそう言いながら、ドムは、ドナンの考えをあらかた読んでいた。艦長たちの羨せん望ぼうのまなざしが、だから滑こつ稽けいに感じられたほどである。

「ドナンの奴やつ、敵と一緒に俺おれも料理する気でいるぞ」

　ザグーンに戻もどったドムは、副官ゾッドに言った。「俺もなめられたものよな」

「どうなさるおつもりで？」

「命令には従うさ」

　ドムは不敵な笑いを浮かべ、言った。「発進だ！　迂回路へ向かうぞ」

　エンジン全開で迂回路へのコースを取る巡じゆん洋よう艦を見送りながら、ドナンもまた、笑っていた。

「全艦、戦闘準備だ」

　巨体を揺らして、彼はバローメのブリッジに仁に王おう立だちとなる。

「地球艦隊が飛び出して来たら、正面から全力射撃を浴あびせろ。後から追い出す巡洋艦ザグーンの被ひ害がいは、無視してもかまわんぞ」







　右足を失った偵察機パイロット、コジロー・サカイ少しよう尉いの回復は順調だった。これまた『占しむ守しゆ』の生き残りである軍医中佐のドクター・ヒデザブロー・キタグチは、彼のために精せい巧こうな機械の義足を作ってくれたのだが、その調子もなかなかよい。

「軍医殿は、手先が器用でいらっしゃいますね」

　本を読む手を休めて、サカイ少尉は言った。「サイバネーションが、ご専門ですか？」

「いや、儂わしの本当の専門は、産婦人科じゃよ」

　あいも変わらず、酒をちびちびやりながら、ドクターは言った。

「これは意外だ」

　作者も意外である。

「小さい頃ころから、女の子に触さわれる大義名分が欲しくてなぁ……」

「それがなぜ、軍医に？」

「なに、簡単なことよ。酒飲む金欲しさに、学費が惜しくてな、ただで医者にしてくれる宇宙軍医科大学に入学したのさ。任官は拒きよ否ひするつもりだったのに、ラアルゴンとの戦争がおっ始ぱじまって、無理やり軍医にされてしまった。人手不足でな。ま、軍隊生活も悪くはないが……」

　酒さえあればの話であろう。あえて反論する気は、サカイにはなかった。

「しかしサカイ少尉、連合宇宙軍の名だたる撃エ墜ー王スだった君が、こんな辺境で偵てい察さつ機きのパイロットとは、コリャマタどういう訳わけだ？」

「左さ遷せんですよ。おまけに中尉から降こう格かくされたんです」

　23歳の若いエースは、照れながら言った。「気に入らない上官を、酒の席とはいえ殴なぐっちまってね」

「小人は酒で、身を誤るか」

　ドクターはしみじみと言った。「その点儂わしは、酒を飲んでも、手術に失敗したことはない。むしろ、アルコールが切れると手が震えて手元が狂う口でな……」

　物ぶつ騒そうな軍医も、いればいたものである。

　そこへ看護婦が、カルテを持ってやって来た。

「検診です」

「わっ！」

　サカイはてきめんにうろたえた。「ドクター、その女を追い出してくれ！」

「女性は嫌いか？」

　キタグチは珍しい生き物でも見るかのようにサカイを見た。「人生の楽しみの半分を、最初から放ほう棄きするようなものだぞ」

　残りの半分は酒であろう。

「嫌いじゃないが、体が生理的に女を拒否するんです」

　むくれる看護婦を無視して、サカイは言った。「女に体温を計られたり、体をいじくられたりするのかと思うと、ぞっとする」

「美人でもか？」

「美人であればあるほど、その傾向は強いんです」

「さても難なん儀ぎな男よ」

　ドクターのため息は、本物である。サカイのような男ばかりでは、ナイチンゲールも立つ瀬がない。

　キタグチは手を振って、看護婦を下がらせた。

「すみません。ある女を失ってから、女性恐きよう怖ふ症しようになってしまって……」

「ふられたのか？」

　サカイはそれには答えず、ただ寂さびしそうに笑っただけだった。

　そこへ、タイラーがやって来る。

「あ～、ヒマだヒマだ」

　敵の包囲下にあって、艦長自みずからがそう広言してはばからないところが、この艦長の、この艦長たる所以ゆえんであった。

「あれ、ソノミちゃんいないの？」

　あまり暇ひまなので、看護婦を口く説どこうとでも思ったらしい。

「残念だったな艦長、サカイ少しよう尉いが追っ払ってしまったよ」

「なんだ」

　タイラーはつまらなそうに、サカイ少尉を見た。「敵もいいかげんしぶとくて、まいってしまうよ」

「部下たちはもっと、まいっていると思うがね」

　ドクターが言った。それにしてもまいっているという、その次元が違う。

「こんなときに、シミュレーションをやる気にもならないからね」

　タイラーはふと、サカイが手にしている本を見た。

「サカイ少尉、その本はなんだ？」

「これですか？」

　サカイはその手て垢あかにまみれた、自分の本を見た。「これは自分の、座ざ右ゆうの銘めいです」

　いまどき、立体ホロスコープでない活字印刷の本というのも珍しいが、そんなものを片時も手放さずに読みふける男というのはもっと珍しい。とはいえ、退屈のきわみに達していたタイラーは、多少なりとも興味を覚えた。こんなことでもなければ、おそらく一生活字とは縁のなかった男であろう。

「ちょっと見せてみ」

　装そう丁ていもボロボロで、題字も満足に読めなかった。

「こんなに何度も繰くり返して読むほど、面白いのか？」

「面白いかどうかは別にして、精神統一にはなりますよ」

　タイラーは表紙をめくって、扉とびらを見た。古風なタイトルは、こう読めた。




『宮本武蔵　吉川英治・著』




「そんなに面白いとは、思えないな」

「自分も最初はとっつきにくかったです。でものめり込こめますよ。特に撃げき墜ついされて、脱出カプセルで救助を待つ間など、何度この本のおかげで心が救われたことか……」

「そんなものかな？」

　とにかく暇だったので、タイラーはサカイから、無理やりその『宮本武蔵』全六巻を借りて、艦長室に籠こもってしまった。

　そして翌朝までに、全巻を一気に読どく破はしてしまったのである。







「艦長、起きてくださいよ！　タイラー艦長」

　ヤスダ少佐の声と、激しく揺ゆする手によって、タイラーはようやく目を覚ました。いつもは冷凍睡眠カプセルで３時間も寝ればじゅうぶんなのだが、柄がらにもなく活字などを読んだので、いつの間にか机で、いぎたなく眠ってしまったらしい。

「おう、ヤスダか」

　タイラーは寝ぼけ眼まなこで副官を見た。「喜べ！　この戦せん況きようを一いつ挙きよに打開する、素晴らしい作戦を思いついたぞ」

「それどころではありません」

　血けつ相そうを変えて、ヤスダは言った。「敵に背後を襲おそわれました。大至急、ブリッジへお越しください！」

「なんだって？」

「抜け穴があったんです。敵巡じゆん洋よう艦が１隻せき、そこを抜けて来ました。不意を突かれてこちらは大恐慌パニツクですよ。いま、ミフネ中佐の『さぎり』が迎げい撃げきしていますが……」

　戦況は思わしくないのであろう。そのはずであった。

「どうして今まで、起こしてくれなかったのだ？」

「何度もお起こししましたよ。でも、スピーカーで呼び出してもお起きになりませんでしたので、自分が直接……」

「わかった」

　タイラーはスペース・ブルーのジャケットを羽は織おりながら、駆かけ出した。「やっとこさ戦闘だ！」

　むしろ喜々とした表情なのがなんとも心憎い。しかしヤスダを初め、他ほかの乗組員たちにはそれどころではない。

「艦長！」

　オペレーター席から、レイア・ダン兵へい曹そう長ちようがタイラーを振り向いた。

「『さぎり』が……」

「どうした？」

　ダン兵曹長は黙って、立体スクリーンを指差した。

　そこには圧倒的に強力なラアルゴン巡洋艦ザグーンの砲撃を受け、無情にも炎を吹く駆く逐ちく艦『さぎり』の姿が映っていたのである。














第六章　英雄死すとも










戦争で死ぬことなど屁へでもない。

手遅れの癌がんを宣告されるよりよっぽどましだ。

なにより自分の死に酔よえるからな。







ミノル・タグチ　　　　　　　　　　　　

（傭よう兵へい　宇宙暦１４４４～１４７４）　　






「敵てき襲しゆう！」

　最初にその報告を聞いたときに、キクチヨ・ミフネの肚はらは決まった。

「どうやら主役とはいかないまでも、渋い脇わき役やくとしての最後を、天は俺おれに与えてくれるようだな」

　やや自じ嘲ちよう的につぶやき、『さぎり』の艦首を１８０度転回させる。

『先輩！』

　通信機のスピーカーから、ヤマモトの声が飛び込こんで来た。

『無茶はやめてください！』

「ここで無茶でもやらんと、３隻せきともやられてしまうぞ」

　妙に落ち着いた口く調ちようで、ミフネは言った。「逃げるんだ、ヤマモト！」

『逃げる、どこへ？』

　出入り口は敵が押さえている上に、唯ゆい一いつの抜け穴からは予想もしなかった敵が来た。まさに前門の虎とら、後門の狼おおかみである。

「そのくらい自分で考えろ！」

　ミフネは怒ったようにつぶやく。「最後くらい、カッコよく飾らせてくれよ」

　冗じよう談だんではないと、ヤマモトは思った。ミフネが死ぬのは勝手だが、あとに残される自分の身にもなって欲しい。今までは先任のミフネがリーダーシップを取っていたからよいが、彼が斃たおれれば、自分は上官であるタイラーの命令に従わなければならなくなる。ハッキリ言ってそれは死ぬより辛つらかった。いや、軍人である以上、カッコよく死にたいのはヤマモトも同じことなのだ。

『自分を残して逝いかないでください』

　女め々めしいとは思いつつ、戦場へ夫を送る妻のような台詞せりふをヤマモトは口にした。

「ただでとは言わん」

　ミフネは言った。「実はあの『阿あ蘇そ』な、首尾よく生きて帰れたら、俺のものになるはずだったんだ。その権利を貴様に譲ゆずるぞ」

　どうやらミフネは、大佐昇進が内定していたようである。

『自分はまだ少佐ですから、巡じゆん洋よう艦の艦長にはなれませんよう』

　情けないことを情けない声で、ヤマモトは言った。

「グチャグチャ言うな。とにかくさらばだ！」

　艦首を敵巡洋艦に向け、ミフネは叫んだ。

「突入！　死して軍神と讃たたえられん！」

　敵艦に特とつ攻こうして、死なばもろともという肚はらだった。いささかオリジナリティーには欠けるものの、軍人としては得え難がたい死に場所である。

　だが、ミフネ中佐にも大きな誤算があった。ル・バラバ・ドムは、ラアルゴン帝国の水準を、はるかに超える逸いつ材ざいだったのである。

　決して、文句が多いだけの、腰の重い艦長ではない。いざ敵と向かいあったら、ドナン提てい督とくも裸足はだしで逃げ出すほどの勇ゆう猛もう果か敢かんぶりを発揮するのであった。

「生なま意い気きな！」

　駆く逐ちく艦で、正面から巡洋艦に向かって来る命知らずな艦長に対する彼の評価は、それだけであった。ミフネが知ったら、文字通りの憤ふん死しだったろう。

　たったの一いつ斉せい射しやで、ドムは体当たりというミフネの目もく論ろ見みを挫くじいてしまった。薄い装甲を撃うち抜かれ、『さぎり』は脆もろくも火を吹く。

　それでも最後まで前進を続けたのは、ミフネ家の血であろう。

「無念！」

　英雄になりそこなった男は、そのまま炎となって宇宙に散った。

『先輩！』

　ヤマモトは絶叫した。

　キクチヨ・ミフネ、享きよう年ねん27歳──。

　死後、勲二等銀河金きん鵄し勲章を授けられ、准じゆん将しように特進。

　大佐昇進が内定していたとはいえ、ミフネ家の三兄弟のうち、軍人になることをいちばん嫌っていた彼がいちばん出世しようとは、皮肉な話ではあった。







　やり場のないヤマモト少佐の怒りは、タイラーに向けられた。

　彼にしてみれば次席の艦長でありながら、この火か急きゆうの場にのほほんと、何もしなかったタイラー中佐は、非難されて当然であったろう。

『あんたのせいだ！』

　いきなり無線で呼び出しておいて、彼はタイラーを罵ば倒とうした。『先輩を返せ！』

「無理だァ！」

　タイラーは涼しい顔で言った。「それより、この場をどうやって切り抜けるか、それを考えるほうが建設的だと思うけどね」

　タイラーにしては珍しい正論だったが、今のマヤモトには、火に油を注そそいだにも等しかった。

『てめえ軍人としての自覚があるのかよぉ！』

　ヤマモトにしては珍しい、乱雑な物言いだったが、彼を責めるのは酷こくというものである。彼も26歳の青年にしかすぎないのだ。

「自覚はないが資格ならあるぞ」

　売り言葉に買い言葉、こうなるともう泥どろ試じ合あいで、二人の艦長は差し迫る危機を無視したかのように、舌ぜつ戦せんを続けた。

「聞くな！　聞いてはいかん！」

　意味不明の通信を傍ぼう受じゆしながら、ル・バラバ・ドムはザグーンのブリッジで部下たちに命じた。「これは罠わなだ！　高等な心理戦術に違いない！　耳を塞ふさげ！」

　どこまで強運かわからない。これでドムが攻撃を躊ちゆう躇ちよしたために、タイラーは貴重な数分を稼かせぐことができたのであった。

「ヤマモト少佐、説明している暇ひまはない！」

　タイラーはまだ舌戦を続けたそうにしているヤマモトの罵ば声せいを遮さえぎり、真顔で言った。

「死にたくなかったら、言われた通りにしろ！」

『貴様の言いなりになるくらいなら、死んだほうがましだ！』

　とは、さすがにヤマモトは言わなかった。彼にも理性のかけらと忍耐力は残っていた。

「２艦同時に、ガス状星雲の入り口に突入するんだ！」

『馬鹿な！』

　ヤマモトは叫んだ。「気でも狂ったか！　入り口には敵の艦隊が待ち構えているんだぞ」

「僕は正気だ！」

　タイラーは言った。「さあ、僕の命令に従うか、それとも逆さからって軍法会議にかけられるか、すきなほうを選べ！」

　むしろ軍法会議を選びたいヤマモトではあったが、上官は上官であった。最後のところで、逆らうだけの度胸は彼にはない。そこがまた、士官学校の優等生としての、彼の限界でもあるのだが、結果として彼のその遵じゆん法ぽう精神が、彼と彼の部下たちの命を救った。

『あさなぎ』と『若竹』、いまやたったの２隻せきとなった生き残りは、〝シャコの穴〟の入り口へと突入した。『あさなぎ』が先導し、『若竹』が続く。

「死ぬ気か！」

　ドムは叫んだ。「あれではみすみす……」

「追いますか？」

　という副官ゾッドの言葉に、

「いや！」

　はっとなって我に返ったドムである。「待て、追ってはいかん。何もするな！」

　だが、トンネルの向こう側で待たい機きしているドナン艦隊には、そんな命令をきく義理はなかった。

「飛んで火に入る夏の虫とはこのことよ！」

　ドナンは勝ち誇って叫んだ。いまや彼は勝利を信じて毛ほども疑わなかったろう。

「全艦、入り口正面に集まれ、火力を結集して敵を叩たたく！」

　ラアルゴン艦隊は隊列を絞しぼった。どの艦も、トンネルの出口を塞ふさぐように艦首を向ける。

　ここでタイラーは命令した。

「全速後退！　バックのままでトンネルを抜けろ！」

　これは実のところ、実行し難がたい命令だった。口で言うのは簡単だが、狭い回かい廊ろうをバックで抜けるのは至し難なんの業わざなのだ。だが幸いにも、『あさなぎ』も『若竹』も、乗組員の技ぎ量りようは水準以上だった。

「難なん儀ぎなことですな」

　変わったことといえば、普ふ段だんは無口なイサム・ホズミ操そう舵だ長ちようが、そう言ったくらいである。もっとも、それだけ操艦は難むずかしかったということでもある。彼に無む駄だ口ぐちをきかせた艦長は、後にも先にもタイラーくらいだろう。

　２艦が後ろ向きにトンネルを抜けるのと、火力を一点集中したドナン艦隊の荷か電でん粒りゆう子しビームの束とが、回廊を奔ほん流りゆうとなって突き抜けるのとが、ほぼ同時だった。

　ビームに直撃されたガス乱流の壁が、吹き飛んだのをドムは見た。

「なに！」

　これが狙ねらいだったのかと、ドムは思った。敵の火力を利用し、脱出口を開けるとは、なんと大胆な作戦か──！

「ドナン！」

　彼は前後の見境いもなく、叫んでいた。「タイラーが逃げるぞ！」

「逃がすか！」

　土佐犬も裸足はだしで逃げ出す表情で吠ほえながら、ドナンは全艦隊に命令した。「追え！　全艦回廊に突入！」

　だが、狭いトンネルには一列になって突入するしかない。もっとも早い駆く逐ちく艦を先頭に、高速の順に、ドナン艦隊は〝シャコの穴〟に殺さつ到とうする。

『あさなぎ』が逃げながら、一個の物体を発進させたのはそのときであった。

　修復なった、『占しむ守しゆ』の偵てい察さつ機きである。パイロットは傷の癒いえたコジロー・サカイ少しよう尉いである。放たれた矢のように飛んだ偵察機は、回廊を逆に突入し、一列になった敵艦隊をかすめるようにして反対側に抜けた。針はりの穴のような隙すき間まをスピードを落とさずに突破したのである。サカイの技量をもって初めて可能な神かみ業わざだった。もし恐怖にかられて途と中ちゆうでスピードを緩ゆるめていたりすれば、たちまち撃げき墜ついされていたろう。

「敵が！」

　旗き艦かんバローメのブリッジで、バルサロームが叫んだ。

「ほうっておけ！」

　乱らん杭ぐいのような歯をむき出しにして、ドナンは唸うなる。「たかが偵察機の一機くらいがなんだ！　あとでゆっくりと料理してやればよい。まずはあの２隻を血祭りだ！」

　砲ほう撃げきで生じた突とつ破ぱ口こうに向かうと見せかけて、『あさなぎ』がくるりと反転した。まだ回廊を抜けきらないドナン艦隊、その先頭はたかだか１隻の駆く逐ちく艦でしかない。狭い一本道で２隻が同時に並べない以上、一対一だった。

「名づけて『一いち乗じよう寺じ下さがり松作戦』！」

　タイラーは叫んだ。

「撃うて！」

　光子魚ぎよ雷らいが先頭の駆逐艦を粉ふん砕さいした。徹夜で『宮本武蔵』を読破しただけのことはある。

　同じ頃ころ、回廊の反対側でも異変が起きていた。

「仲間の仇かたき、取らせてもらうぜ！」

　こちらも鮮あざやかな反転を見せたサカイ少尉の偵察機が、抱かかえていたミサイルを放したのだ。『あさなぎ』の爆ばく雷らいを改造し、ロケット推進機をつけただけの、急ごしらえのミサイルである。しかし破壊力はじゅうぶんだった。ミサイルはドナン艦隊の最後尾を、もたもたしながらついていった鈍どん速そくの補給艦に命中した。燃料や弾薬を山のように積つんだ艦である。たちまち爆発炎上する。

「しまった！　逃げるとみせかけたのは陽動か！」

　さすがにドムは、タイラーの本当の狙ねらいを看かん破ぱしたが、時すでに遅い。敵の戦力を、実質的に味方のレベルにまで引き下げておいて、鮮やかすぎる逆転であった。

「先頭艦、大破擱かく坐ざ！」

「最後尾、殿艦しんがりもですっ！」

　という、部下の狼ろう狽ばいした報告に、

「むおう！」

　文字通り立ち往おう生じようしながら、虚むなしくドナン提てい督とくは吠ほえた。狭いトンネルの中で、動くに動けない。いや、それどころではない危険が迫っていた。最後尾の補給艦はついに弾薬が誘ゆう爆ばくして大爆発を起こし、その炎が後方から迫っていたのである。

「おのれタイラー！　姑こ息そくな！　卑ひ怯きような手を使いおって」

　副官バルサロームがドナンを見限ったのは、実にこのときであった。この低能な提督に、他人を卑怯者呼ばわりする資格などない。それどころか、こちらの行動パターンまでを読んだ、みごとな作戦ではないか。

　バルサロームは、ブリッジから身を翻ひるがえしていた。

「貴様、どこへ行く！」

「退艦するのですよ、閣かつ下か」

　冷れい徹てつな笑みを浮かべて、バルサロームは言った。「どうやらあなたは、私がお仕つかえする提督としては役不足のようだ」

「退艦だと？　逃げるのか？　それでも誇り高きラアルゴンの戦士か、この臆おく病びよう者もの！」

「転属とでも言ってもらいましょうか」

　彼はもうそれ以上、ドナンの罵ば詈り讒ざん謗ぼうを聞こうとはせず、格納庫へと通じるシューターに身を踊おどらせる。ドナンが追おうとしても不可能だったろう。彼の肥ひ大だいした巨体は到底シューターには入らなかった。

　一機の艦載機が、戦艦バローメを発進して、回かい廊ろうを抜けた。ドナン艦隊の生存者は、ル・バラバ・ドムの巡じゆん洋よう艦ザグーンを除けば、それだけだった。

「ヤマモト少佐！　今だ、攻撃しろ！」

　タイラーに言われ、砲ほう撃げきで生じた突とつ破ぱ口こうから脱出しようとしていたヤマモトは、慌あわてて『若竹』を反転させていた。ためらうことなく、動けない敵艦隊に向けて、光子魚ぎよ雷らいを撃うち込こむ。

「あの艦長、なかなかやるではありませんか」

　副長、ヤノ大たい尉いが言うのを、

「単なる偶ぐう然ぜんだ！」

　ヤマモトは言下に否定した。敬愛する先輩を〝殺した〟男を、認める気には到底なれなかった。「しかしまあ、悪運だけは確かに強いことは確かだな」

　いまいましそうに、それでも攻撃の手は緩めない。

「くらえ！　これは『ゆうなぎ』のぶんだ。これは『占しむ守しゆ』のぶんだ！　そしてこれは、ミフネ先輩の、先輩の、『さぎり』のぶんだ！　思い知れ！」

　タイラーには、とてもヤマモトのようには執しつ拗ような攻撃はできない。彼は敵に対しては寛大というよりも、実に淡たん泊ぱくなのである。

「もうそれくらいにしたら？　ヤマモトくん」

　呆あきれたように、彼は言った。「ほっておいても、敵は全滅するぞ」

「しかしこのままでは、自分の気がおさまりません！」

「まだ無傷の敵がいる」

　さすがにその言葉は、ヤマモトの逆ぎやく上じようした心に冷水を浴びせる効果があった。

　しかも、その敵はミフネ中佐を殺した張ちよう本ほん人にんなのである。

　はっとなったように、『若竹』は最後に残った、しかしそれでもなおこちらよりも強力な敵に向き直ったのである。

「攻撃しますか？」

　ゾッドの言葉に、

「いや、やめておこう」

　と、ドムは言った。「あのタイラーを相手に、勝てる自信は正直50パーセントというところだ。楽しみは先にとっておきたい。それに、もたもたしているとドナン艦隊の爆発に巻き込まれるぞ」

「それもそうですな」

「ここはひとまず、様子を見よう」

　建たて前まえ上、逃げるとはドムは言わない。「その前に、脱出したあの艦載機を回収しよう！」







　敵が手出しをしてこないなら、タイラーだって戦うつもりはさらさらないのだ。

「脱出！」

　しぶるヤマモトをせかして、タイラーは例の突とつ破ぱ口こうから、今度は本当に逃げ出した。じゅうぶん以上の戦果はすでに挙あげている。これで予定には少し遅れたが、大佐昇進は確定だろう。

『あさなぎ』『若竹』、それにバローメの艦載機を回収した、ザグーンの３隻せきは〝仲よく〟並んでこの危険すぎる宙域を離はなれたのである。

　哀あわれなのは、ドナン艦隊である。トンネル火災で焼かれるときは、キャディラックもカローラも、戦車でも、乗っている者にとっては大差ない。その恐怖をドナンは、たっぷりと味あわされているのだ。

「おのれタイラー！　おのれドム！　おのれロナワー！　おのれバルサローム！　おのれワング！」

　すべてを呪のろい、その呪じゆ詛そがおそれ多くも皇こう帝てい陛へい下かにまで及ぼうとした刹せつ那な、慈じ悲ひ深い運命の女神は、すべてを御ご破は算さんにしてくれた。

　戦艦バローメは炎に呑のまれ、跡形もなく四散してしまったのである。

　十数隻の艦隊が崩ほう壊かいする爆発は、ガス状星雲の形さえ変えてしまうほどのものであった。







「上官を見捨てて逃げた卑ひ怯きよう千せん万ばんな男と、貴官のことを宰さい相しようワング閣かつ下かに報告してもよいのだがな、バルサローム」

　ザグーンのブリッジでは、ル・バラバ・ドムが、ドナン艦隊の唯ゆい一いつの生存者であるバルサロームを前に、緋ひ色いろの瞳ひとみを威い圧あつ的に輝かせていた。

「そうなれば、極きよつ刑けいは免まぬがれまい」

「御ご冗じよう談だんを、ドム閣かつ下か」

　彼よりも年長のバルサロームは、不敵な笑いさえ浮かべ、

「その私を、わざわざお助けくださった閣下ではありませんか。それに、味方を見捨てて〝逃げた〟ことに関してなら、閣下もまた同罪、違いますかな？」

「口くち賢さかしい奴やつめ！」

　ドムは面めん目ぼく上、怒ってはみせたが、目は笑っていた。

「貴官の言う通りだ。俺おれはラアルゴンにあるまじき卑ひ怯きよう者ものになってしまった。だがな、それでも単なる馬鹿よりはいいつもりだ。バルサローム」

　このとき、二人の目と目は、確かにある契約を交わしたのである。

「御ぎよ意いに、閣下」

「残念ながら、俺はまだ閣下と呼ばれる身分ではない」

　ドムは笑って、

「一巡じゆん洋よう艦の艦長にすぎん」

「なに、じきに閣下になられます。そうなったとき、閣下の好敵手と呼ばれるようになる男も、自分には見当がついております」

「ほう」

　ドムは面白そうに、バルサロームを見た。「貴様もそう思うか」

「柔じゆう軟なんな思考、大胆な作戦、優秀な部下、今までの地球人の、硬直化した軍人たちにはない恐ろしさを、正直あの男には感じましたな」

「そして、その男を倒せるとしたら、俺しかいないと貴様は言うわけだな」

　タイラー本人の実像と思おも惑わくとを無視して、二人の会話は続く。それは、なんと思おうと当人たちの勝手ではある。であるとはいうものの……。

　先を急ごう。

「俺に仕つかえるか？　バルサローム」

　返事の代りにバルサロームは、うやうやしく膝ひざを折った。

「よし。ならば俺について来い。けっこうよい目を見させてやるぞ」

　ル・バラバ・ドムは不敵に笑い、ブリッジ前方に開ける漆しつ黒こくの宇宙を見た。

「来たな」

　それぞれ反対方向から現れた、大小の光点は、急速にドップラー効果による紫色の輝きを高めつつあった。







　惑わく星せい連合宇宙軍、特派艦隊旗き艦かん『肥ひ前ぜん』のブリッジでは、司令官ミフネ中将が、部隊配備されたばかりの、若い少しよう尉いの任意訪問を受けていた。

　この数時間、セッシュウ・ミフネの精神状態は彼の54年と８か月の生しよう涯がいでも最悪のものであった。ついに彼は息子全部に先立たれてしまったのだ。

　今度ばかりは彼のお得意の、「腹を斬きる！」という名セリフも、冗じよう談だんとは思えなかった。そのとばっちりで、またぞろ、配属されて来たばかりの新しい秘書官がノイローゼになった。彼は今、強制的に冷凍睡眠カプセルのお世話になっている。

「これでミフネ提てい督とくも、名実ともに、惑星連合艦隊の乃の木ぎ将軍になったな」

　そんな無責任な噂うわさに対し、口にこそ出さなかったものの、ミフネにはミフネで、彼の言い分があった。

『何を言うか。日にち露ろ戦争で死んだ乃木将軍の息子は二人だ。儂わしは三人、捧ささげたのだぞ』

　救援艦隊が出撃した直後に次男キクチヨの訃ふ報ほうに接し、以来彼は個室に閉じこもったきりである。誰だれにも会わず、誰とも口をきかない。食事はおろか睡眠をとった形けい跡せきもない。

　そんなミフネを、若い美人のオペレーターが尋ねたのは、作戦予定宙域も近い、出撃１週間後のことであった。

　正直、ミフネには彼女に会う義理も、義務もなかったのだが、珍しく自分から、面会要求に応じたのだった。そうでもしなければまいってしまうと、自分でも感じたのであろうか。とにかく、気分転換のつもりだったこの会談で、彼は驚きよう愕がくすべき事実を、その美び貌ぼうの少尉の口から聞かされるのである。

「君か、儂わしに用があるというのは」

　士官学校通信科を卒業して、少尉を拝はい命めいしたばかりの彼女は22歳だという。ということは、死んだ三男サンジューローの１年先輩ということか。死んだ子の歳を、どうしても数えてしまう自分に、ミフネは嫌いや気けがさしていた。

「大事なお話です、閣かつ下か、お人払いをお願いします」

　自分の娘ほどの少尉にそう言われて、素直に聞き入れるほど、ミフネは弱くなっていたのである。

「今度の戦闘、大だい丈じよう夫ぶだろうな」

　と、部下たちが本気で心配するほど、誰の目にもその憔しよう悴すいぶりは明らかであった。

「キョンファ・キム少尉です」

　二人になったところで、キム少尉は敬礼しながら言った。誰の目にも美人ではあるが、声をかけ難がたい雰ふん囲い気きがある。さぞかし優秀なオペレーターなのであろう。

「なにか、少尉」

　げっそりと瘦やせ細り、こけた頰ほおには不ぶ精しよう髭ひげが目立つ、それでも精せい悍かんな瞳ひとみの鋭するどさは、失ってはいなかった。

「『ゆうなぎ』のことです」

「サンジューローが乗っていた艦ふねか」

「自分の婚こん約やく者も乗っておりました。艦長です」

「では君が……ベク中佐の……」

「はい。婚約者です。いえ、婚約者でした。親同士が勝手に決めたこととはいえ、自分も彼が嫌いだったわけではありません」

　自分自身の結婚のことなのに、妙に客観的な物の言い方をする女だなと、ミフネは思った。オペレーターの、職業病だろうか。

「そうか、それは気の毒だったな」

「閣下こそ」

　これを社交辞令と言ってしまえばそれまでだが、同じ犠ぎ牲せい者の遺い族ぞくとして、二人の間には相通じる感情の共感が、たしかにあった。それが、いくらか会話をスムーズにした。

　実はミフネは、オドン・ベク中佐に、仲人なこうどを頼まれていたのである。なるほどこれが噂うわさの才さい媛えんかと、ミフネはキム少尉を見た。

「『ゆうなぎ』の、撃げき沈ちんされた原因について、自分なりにいろいろと調べました。ここにあるのは、そのレポートです」

　ミフネは手渡されたファイルをパラパラと見て、

「なるほど」

　と言ったきり、おし黙ってしまった。

「かなり危ない橋を渡ったのではないか？　少尉」

　ようやくそう言ったのは、５分もたってからであろうか。

「絶対不許可の宇宙軍ファイルにも、侵入してみました」

　不世出の天才ハッカーは、顔色ひとつ変えずに言ってのけた。

「そのことに関して自分を罰ばつせよというのであれば、それはいかようなりとも閣かつ下かの自由です」

「宇宙軍士官学校も、危険な生徒を養成するようになったものだ」

　ミフネは言った。辛かろうじて目だけが笑っていた。

「つまり、記録を調べた結果、『ゆうなぎ』は『あさなぎ』の身代わりになって撃沈されたというのだな」

「はい。自分はそういう結論に達したのであります。もちろん、推測の域を出るものではありませんが……」

「それにしても大胆な仮説だな」

　ミフネは唸うなった。「それだけに、いかにもあのタイラー中佐がやりそうなことではあるが……」

　あらゆる意味で、とても公表できるレポートではなかった。

　タイラーのせいで婚こん約やく者を奪うばわれた少尉と、息子を失った提てい督とくとは、しばし無言で見つめ合った。

「わかった。このことは儂わしの胸ひとつにおさめよう。軍のコンピューターに侵入した君の罪は、この際不問にしよう。このことは一いつ切さい他た言ごんしてはならん。いいな」

「ありがとうございます」

「礼を言うのは、儂のほうだ」

　その通りだった。やり場のなかったミフネの怒りに、タイラーという立派なはけ口が見つかったのだ。そのことは、軍人としてのミフネを救い、そしておそらくは多くの彼の部下を救った。

　タイラーを憎むことによって、彼の中には活力がみなぎったのである。

「おのれタイラー」

　キム少尉を下がらせると、ミフネは鬼おにの形ぎよう相そうになって言った。

「将来ある儂の息子をよくも！　覚えておけ！　儂の目の黒いうちは、貴様を絶対にのさばらせたりはしない！　儂が生きている間は、そして貴様が生きている間は、絶対に提督などにはさせたりしないからな！　いいな！」

　決意とは、恐ろしいものである。このミフネの予言は、ほぼ的中するのである。それが、ミフネ自身にとっては甚はなはだ不本意な結果であったとはいえ、とにかくタイラーはセッシュウ・ミフネの在命中は艦隊を指揮することはなかったし、提てい督とくに昇進したのも戦死の誤ご報ほうによる二階級特進によってであった。

　ミフネがそう決意してほどなく、彼の率ひきいる惑わく星せい連合艦隊と、ユッター・ド・ロナワー提督の率いるラアルゴン艦隊とは、アルデバラン宙域のはずれで、戦闘状態に突入した。

　のちに惑星連合艦隊の将兵たちが噂うわさするところの、『ミフネ家の弔とむらい合がつ戦せん』は、こうして始まったのである。














第七章　宇宙一のゴリガン男










天才に長生きされた日には

我々凡ぼん人じんはおまんまの食い上げだ。







アントニオ・サリエリ　　　　　　　　　

（作曲家　ＡＤ１７５０～１８２５）　　






　ミフネ艦隊は旗き艦かん『肥ひ前ぜん』を中心に、戦艦22、空母２、巡じゆん洋よう艦48、駆く逐ちく艦ほか２００余隻せきで、合計２８１隻──。

　対するロナワー艦隊は高速戦艦24、空母６、巡洋艦33、駆逐艦ほか１５０隻足らずの合計２１０隻──。

　数の上ではミフネ艦隊が有利だが、実のところ、実質的な戦力においてはラアルゴン艦隊がややまさっていた。というのも惑わく星せい連合艦隊は、参さん謀ぼう総長のフジ中将が私し的てきな理由で兵へい站たん課に無用の圧力をかけ、補給が滞とどこおりがちだったからである。そのため数ではまさる惑星連合艦隊は、帰りの燃料と残りの弾だん薬やくを気にしながら戦うという負担を強しいられた。これだけでも将兵たちにとっては大きな足あし枷かせである。

　それはさておいて、このアルデバラン宙域における会戦は当初、窮きゆう地ちに立ったパトロール艦隊を救出するという名目から、双方が過か剰じような戦力を差し向け、気がついたらいつの間にか艦隊決戦となってしまっていたという、まったくもって前例のない戦いである。特に惑星連合宇宙軍の首脳部あたりに言わせると、来きたるべき大決戦に備えて戦力を温存せねばならぬこの時期に戦力を徒いたずらに浪ろう費ひした、戦略的にはほとんど何の意味もない戦闘として、会戦自体を非難する声が高い。救援という本来の目的はすでに艦隊が到着する前の戦闘において意味をなさなくなっており、極端な話ふたつの艦隊は戦わなくともよかったのである。

　だから『汎はんアルデバラン会戦』という立派な正式名称があるにもかかわらず、兵たちはこの戦いのことを『ミフネ家の弔とむらい合がつ戦せん』などと呼び、茶化したというのももっともである。戦略よりも遺い恨こんを孕はらんだ戦闘ということで、私的な感情の暴走により戦力を動かした提てい督とくとして、セッシュウ・ミフネ中将はこの後しばらく、さまざまな立場の人々から誹ひ謗ぼう中傷されることになるのだ。これはもちろんいわれなき誤解で、ミフネ自身も気にしてはいなかったというものの、彼にはまことに気の毒な結果となった。息子をすべて失った上に、私し怨えんで戦ったなどとののしられては、立つ瀬がない。

　しかし、である──。

　この、戦略的には無意味な戦いが、実はその後の歴史的展開における、実に多種多様なファクターを内包していたのである。

　特にジャスティ・ウエキ・タイラー中佐にとっては、その後の彼の運命を決定した戦いといっても過言ではなく、さらに人材発はつ掘くつという見地に立てば、不毛どころか実に収穫ある戦いだった。

「さあ、いよいよ始まるぞ」

　ミフネ艦隊に合流した『あさなぎ』のブリッジで、タイラーは子供のように目を輝かせていた。たまには脇わき役やくとなって他人の戦いぶりをながめるのも悪くはない。

「艦長殿の、解説つきというのも、おつなもんじゃて」

　そう言ったのは、すっかり『あさなぎ』にいついてしまったドクター・キタグチである。よほどこの艦ふねのアットホームな雰ふん囲い気きが肌はだに合ったものとみえる。軍艦にはあるまじきことだが、なにしろ艦長にしてからが、彼が酒を飲むのを見てもとがめるどころか部下に命じてつまみを用意させるのだから、なにをかいわんやである。中佐という特権を利用してヤスダ少佐を立たせ、副長席におさまったキタグチは、スクリーンを見ながら例によって五合徳とく利りを傾けている。

「さてタイラー艦長は、この勝負をどう見る？」

「戦力は互ご角かくだね」

　タイラーはぼそっとつぶやいた。「ただ、こちらには僕がいる」

　さりげなく言う割にはたいした自信である。ミフネ中将が聞いたら激げき怒どするくらいではおさまらなかったろう。

「ほら、始まった」

　たちまちスクリーンの中は、赤や緑や白色の閃せん光こうで、ステンドグラスさながらに彩いろどられた。







　最初、ミフネ艦隊はその数で、ロナワー艦隊を圧倒していたが、補給が続かない悲しさ、あと一歩の詰めがどうしても甘くなる。さすがに名将ユッター・ド・ロナワーは、敵のその泣きどころを鋭えい敏びんに見てとった。

「敵は短期決戦が望みらしい」

　旗き艦かんブーメのブリッジで、ロナワーはつぶやいた。「だとしたら、素直につきあってやる理由もこちらにはないわけだ。遊撃隊で敵の後方を突いてみろ」

　数隻せきの巡じゆん洋よう艦と駆く逐ちく艦で編成された遊撃隊が、ミフネ艦隊の側方を迂う回かいして、敵の背後に回った。そして見せかけだけの突撃を試みる。効果は予想以上だった。ちょっと考えれば数の上からも問題にならぬ敵にもかかわらず、惑わく星せい連合艦隊はてきめんに浮き足立ったのだ。艦隊は、その弱点を自みずから暴ばく露ろしてしまった。

「補給線を断たれるのがそんなに怖こわいか。ならば望み通り断ってやろう」

　今度は戦艦を含む主力艦隊が、背後に回り込こもうとする。その事実は、惑星連合艦隊をパニックに陥おとしいれるのにじゅうぶんであった。

「うろたえるな！　なにがなんでも踏みとどまれ！」

　ミフネ中将は『肥前』のブリッジで仁に王おう立だちになり、愛刀村むら正まさを抜いて叫んだ。総崩れになる寸前の味方は、ミフネのその勇ゆう姿しに鼓こ舞ぶされたわけでもなかったろうが、辛かろうじてもちこたえている。

「ミフネ中将もやるね」

　タイラーはといえば、砲撃の届かないはるか後方で、戦いのなりゆきをほとんどなげやりに見つめている。

「上司としてはともかく、軍人としては有能だ」

「しかし味方は苦戦を免まぬかれません」

　そうタイラーに進言したのはヤスダ少佐である。「味方が負けては元も子もありません。この『あさなぎ』も戦列に加わりましょう」

「まあ待て。どうせなら、こちらの戦力、高く売りつけてやらなきゃ損だ。時機を待て」

　珍しく殊しゆ勝しようなことを言うタイラーである。「それに、将来艦隊を指揮する参考として、ミフネ閣かつ下かの用兵ぶりを、たっぷりとおがませてもらうのも悪くはないさ」

　そうこうしている間にも、戦いは激しさを増まし、双方の犠ぎ牲せいは増ふえていく。

　ロナワー艦隊はミフネ艦隊の決死の防ぼう禦ぎよ陣じんを、どうしても突破できずにいた。勇将の下に弱じやく卒そつなし。ミフネ艦隊の将兵たちは、確かに勇敢である。

　その中でも、獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せているのが、戦艦『フェンリル』のカール・ビョルン・アンドレセン大佐だろう。彼と彼の戦艦は、側方から襲い来るラアルゴン艦隊の猛もう攻こうを、ほとんど１隻で支ささえていた。正確な砲撃で葬ほうむられた敵艦は、十じつ指しに余る。

「艦長！　もう主砲のエネルギーがありません」

　血の気を失って叫ぶ部下の報告に、

「なに、それならバリヤーのエネルギーを回せ！」

　通称〝赤毛のエイリーク〟と呼ばれるバイキングの末まつ裔えいは、顔中を髭ひげだらけにして言った。「しばらくはもつだろう」

「しかしそれでは敵の攻撃に対して無防備に……」

「そのぶんは操そう艦かんでかわすさ」

　アンドレセン艦長はうそぶいて、舵だ輪りんを握っていた金きん髪ぱつの若い少佐を見た。

「やってくれるな？　ハリー」

「やりましょう」

　ハリーと呼ばれた少佐は、操そう舵だ席せきで不敵な薄笑いを浮かべている。絶世の美男子と形容しても、さして誇大広告にはならないだろう。

「ビームでもなんでも、かわしてみせますよ」

　自分の操そう縦じゆうは、光より早いと信じて疑わないハロルド・カトリ少佐であった。







「あの戦艦、やりますなあ」

　また１隻せき、ラアルゴン戦艦を片づけた『フェンリル』に、ヤスダ少佐は感嘆のため息を漏もらした。「それにしてもなんとみごとな操艦でしょうか。まるでビームが来るのを承知で、よけているように見えます」

「きっとそうだろ」

　タイラーが言った。「あの男、欲しいな」

「なんと言いました？」

「あの男が、欲しい。僕の部下に」

「は……？」

　ヤスダは呆あきれてしまった。なんとタイラーはこの激戦の中で、未来の部下の品しな定さだめをしているのだ。

「ヤスダ、メモしとけ」

「あ、はっ、はい！　あの戦艦の艦長でありますね」

「違うよ、操そう舵だ手しゆのほうだ。あのみごとな腕、僕が指揮する艦の舵かじを握るにふさわしいじゃないか。ブワッハッハ！」

　タイラーは豪ごう快かいに笑い、ヤスダはあいそ笑いでつきあうしかなかった。もはやこの上官は、彼には荷が重すぎる存在になりつつあるようだ。







　舵を握っていたカトリ少佐が、大きなくしゃみをした。その拍ひよう子しに軽い直撃が『フェンリル』の艦体を揺るがす。被ひ害がいのほうはたいしたことはないようだ。歴戦の勇士である戦艦『フェンリン』の装甲に、また新しい名誉の傷が増えただけのことだ。

「どうした、貴様にしては珍しい操そう艦かんミスだな」

「いえ、ちょっと一瞬、背筋に寒気が……」

「カゼでもひいたか」

　アンドレセン艦長の言葉にカトリは、

「いえ……」

　と、軽く首を振っただけだった。それにしてもあの背筋を走り抜けた悪お寒かんの正体はなんだろう──？

　が、そんなことをいちいち気にしている余裕はなかった。カトリはすぐにそのことを忘れた。彼が悪寒の正体に出会うのは、惑わく星せいブルネイに帰還してからである。

「艦長、もうバリアー用のエネルギーも底をつきました」

「そうか、そろそろ頃ころ合あいだな」

　エネルギーを使い果たした『フェンリル』は、戦列の後方に下がった。アンドレセン艦長の抜けた穴は大きかったはずだが、どうにかそれを埋めるだけの戦力は補充がついた。

アンドレセンと彼の部下たちは、惑星連合艦隊にとって、実に貴重な数分を稼かせいだのである。







　ミフネ艦隊の２隻の空母、『蛟こう龍りゆう』と『鳳ほう鷹よう』は、ありったけの艦載機を発進させて、艦隊の防空援護に努めた。不幸にして『鳳鷹』のほうは、無防備になったところをラアルゴン艦隊の集中砲ほう火かを受けて宇宙空間に散さん華げしたが、勇ゆう猛もうをもって知られた艦長のヤマグチ大佐は笑いながら死んでいったそうである。

「これでは戦闘機が帰って来ても、収容する艦が足りませんな」

『蛟龍』のアイランド（空母の艦橋は、ブリッジではなくアイランドと呼称するのが、惑星連合艦隊の慣ならわしであった）では、艦長のノムラ大佐が、心配そうに言った。

「なに、大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう言って、飛び去る艦載機を見送ったのは、ミフネ提てい督とくの下で空母部隊を預かるグレン・Ｊ・フレッチャー准じゆん将しようである。「あの戦闘を見ろ」

　発進した戦闘機隊の奮ふん戦せんぶりを見ながら、フレッチャーはノムラに言った。

「すごい空中戦だ。あのぶんじゃ、発進した戦闘機は、１機も帰って来んかも知れんぞ」

「そうですね。１隻せきやられて、ちょうどいい。アハハハ……」

　ノムラ艦長はそう言って笑い、フレッチャーに殴なぐられた。







　惑わく星せい連合艦隊の、この当時の主力戦闘機はミツビシ／シンメーワの96式艦上宇宙戦闘機『嵐らん風ぷう』で、これはすでにかなりの旧式であった。本当は新型のマクダネルダグラスＦ─１００１『キョンシー』が完成していたのだが、ミフネ艦隊にはまだ配属されていなかったのだ。これはフジ中将のさしがねではなく、単純に絶対数が足りなかったのである。少なくとも新型戦闘機の数が揃そろうまでは、旧式機で戦え、いやならなしでやれというのが、銀河辺境を預かるミフネ艦隊に対する、惑星連合宇宙軍首脳部の統一した見解であり、仕打ちでもあった。

　もちろんそれに対して不満を漏もらすようなミフネではなかったが、気の毒なのは旧式の装備で優勢なラアルゴン艦隊の『バハムート』戦闘機と戦わなくてはならぬパイロットたちであった。

　それでも『嵐風』戦闘機隊のパイロットたちは、よく奮ふん戦せんしていたといえる。たとえば空母『鳳鷹』戦闘隊のタケオ・シラギク少しよう尉いはこの日の戦闘で、バハムート６機を一人で撃げき墜ついしているのだ。

「あのパイロットも欲しいなあ」

　と、空中戦を見ながらタイラーがヤスダに言ったことはいうまでもない。

　だが、そのシラギク少尉さえ上回る撃ス墜コ数アを上げたパイロットがいる。

　晴れて空母航空戦隊に復帰し、この日だけで９機を撃墜してのけた、コジロー・サカイ少尉である。この手て柄がらにより彼は中尉に帰り咲くのだが、その戦いぶりもまたタイラーの注目することとなり、シラギク少尉と同じように、彼の熱望の対象になってしまうのであった。







「おつぎ！」

　８機目のバハムートを撃墜したところで、サカイの前にこの日もっとも骨のある敵が現れた。ル・バラバ・ドムの副官、ベギン・ハン・ゾッドである。彼は、あの偵てい察さつ機きのパイロットが空中戦に参加していることを知ると矢も楯たてもたまらず、ドムの許しを得て自みずからバハムートを駆かって出撃して来たのであった。

　昔取った杵きね柄づか、戦闘機乗りの血が騒ぐ。

　前ぜん哨しよう戦気取りで２機の『嵐風』を軽く片づけ、調子を取り戻もどしたところで彼はサカイに堂々と戦いを挑いどんだ。

「ぞくぞくする」

　セオリーを無視して、彼は正面から挑みかかった。サカイもそれを受けて立つ。

「運だめしだぜ！」

　すれ違いざまに放ったサカイのレーザー機銃が、ゾッドの頭の上半分を吹き飛ばし、コックピット内に血と脳のう漿しようをぶちまけた。

「運のいい奴やつだ」

　操そう縦じゆ棹かんを握ると別人のように性格の変わるサカイは、コックピットでうそぶいた。

「この俺おれに、やられるなんてよ」

　ドクター・キタグチがわざわざおせっかいで残した向こう傷が、確かにその彼の笑いを、様さまになるものにしていた。







「ゾッドも馬鹿な死に方をしましたな」

　ザグーンのブリッジで、バルサロームが言う。

「いや」

　事実上、新しい副官となった彼に、ドムは笑ってみせた。「奴は素晴らしい死に場所を得たのだ。本ほん望もうだったろうよ」

　ドムは相あい棒ぼうのため、手にしたグラスに満たした血のように赤い酒を、ブリッジの床ゆかにぶちまけた。

「さらばだ、勇ゆう敢かんなるゾッド！」

　その獅し子しの瞳ひとみは、すぐさま前方を見み据すえる。

「そろそろ機は熟したな。こっちも行くか。前進、いや、突入だ！」

　たちまち巡じゆん洋よう艦ザグーンは、鷹たか匠しようの手を離れた隼はやぶさのように一直線に惑わく星せい連合艦隊に向けて襲おそいかかった。

「全国百万読者の間で、日ひ和より見み艦長などという評判が立ってはかなわんからな、ここらでひとついいところを見せておかんと」

　明らかに女性ファンを意識してドムは不敵に笑い、まず巡洋艦１隻を砲ほう撃げきで始末した。

　その勢いにミフネ艦隊の防ぼう禦ぎよ陣じんは崩れかかる。そこをすかさず第二の砲撃で、駆く逐ちく艦２隻を血祭りだ。

「無む謀ぼうな奴め！」

　この命知らずな敵に、ミフネは怒った。息子の仇かたきとは知らないまでも、かなり軍人としてのプライドを傷つけられたことは確かである。

「思い知らせてやる。集中砲撃だ！」

　戦艦『肥ひ前ぜん』『津つ軽がる』『出で羽わ』『隠お岐き』『石いわ見み』その他数隻の主砲がザグーンに集中し、直撃こそしなかったもののその反動で、艦は大揺れに揺れた。

「こなくそ！」

　ドムは叫んだ。「引き下がってたまるか。ここが男の上げどころだ」

　おそらく読者アンケートを取ればカトリやサカイと並んでキャラ人気はもっとも高いと思われるドムは、ここを先せん途どと叫んだ。「撃うちまくれ！」

　ザグーンの主砲が、戦艦『隠岐』を捕えた。たちまち『隠岐』の巨体が爆発炎上する。

「次だ！」

　ル・バルバ・ドムの破は竹ちくの勢いを削そいだのは、意外にも敵ではなくて味方であった。

『ドム、そこまででいい』

　通信機から飛び込こんで来た声は、ユッター・ド・ロナワー提てい督とくのものであった。

「俺おれに退さがれと命令するのか？」

　いくら敬愛する上官でもこの命令ばかりは聞けないと言いたげな表情で、ドムはスクリーンを睨にらみつけた。

『そうとがるな』

　むしろ余裕さえ浮かべて、ユッター・ド・ロナワー提督は言った。『もうじゅうぶんに暴あばれただろう。生きて帰れば戦艦の艦長だぞ』

「もう少しで提督です」

『その前に死ぬな』

　冷静な客観分ぶん析せきであった。名将と呼ばれるだけのことはある。

『貴様には、こんな無意味な戦闘で死んでもらっては困るのだ。もっと活躍してもらわんことにはな……。作者も外伝の１巻くらいで死なれては、困るそうだ。とにかく生きて帰れ！』

　命令は絶対である。ドムはしぶしぶ従った。行きがけの駄だ賃ちんに、さらに巡じゆん洋よう艦を１隻せき沈めていったところがいかにも彼らしい。







　この戦いにおいて、もっとも多大な戦果を上げた艦長は、ラアルゴン帝国側では巡洋艦ザグーン艦長、ル・バラバ・ドムであり、いっぽう地球側においては戦艦『フェンリル』のカール・ビョルン・アンドレセン艦長であることは言をまたない。

　けれどもそれに劣らぬ奮ふん戦せんぶりを示したのが惑わく星せい連合艦隊の強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦『サイパン』艦長、ボブ・キーナン中佐であろう。鈍どん速そくの揚陸艦は艦隊戦においてはとかく邪じや魔ま者もの扱いされる存在だが、キーナン中佐は『サイパン』の鋭えい角かく艦首を敵艦のどてっぱらに突っ込ませ、その破は孔こうから配下の海兵隊員たちを送り込んで移乗白はく兵へい戦で仕し留とめるという、荒あら技わざを用もちいて戦艦２隻を屠ほふったのである。

　わけてもその白兵戦において獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せたのが、身長２メートル10センチ、体重１００キロ余という非人間的な巨きよ漢かん、ミッキー・クライバーン軍ぐん曹そうである。特注の装甲宇宙服に身を包み、突進して来るその姿は、勇ゆう敢かんなラアルゴン兵士をしてさえ震え上がらせるにじゅうぶんであった。惑星連合宇宙軍史上、その作戦でもっとも多くの敵を殺した提督はジャスティ・ウエキ・タイラーだが、その筋肉でもっとも多くの敵を殺した男は、文句なしにクライバーンであろう。彼はこの戦いのあと、軍曹から特とく務む曹そう長ちように二階級特進した。のちに少しよう尉いにならないかという声がかかったとき、彼は笑いながらこう言って辞退したと伝えられている。

「俺おれはこの階級が気に入っているんだ。クライバーン少尉より、クライバーン特務曹長という響ひびきのほうが、断然強そうだからな。それになまじ偉くなると、後方に退さげられて敵と直接闘えなくなるというのもつまらん。俺は常に肉眼で見える敵を、この二本の腕で倒したいのさ」

　誰だれとは言わないが、後方でふんぞり返って部下に「殺せ！」と命じているだけの提督連中に聞かせてやりたい言葉ではあった。







　ようやくここにいたって、双方ともに無意味な流りゆう血けつの馬鹿ばかしさに思い至ったようである。ごく自然な形で、戦闘は終結した。惑わく星せい連合艦隊、ラアルゴン艦隊ともに戦力の30パーセントづつを仲良く失い、人材と物資を浪ろう費ひし、得たものはなかった。痛み分けとは、まさにこの戦闘のために用意された言葉だろう。ただ、双方ともに見せ場はあり、面めん目ぼくは保たれた。

「メルバが完成していればな……」

　去りぎわ、ロナワー提てい督とくは敵を見送りながらつぶやいた。「あんな艦隊など、一いち網もう打だ尽じんにできたものを……」

　同じようなことを、ミフネ提督も考えていたには違いない。

「『阿あ蘇そ』型巡じゆん洋よう艦が量産されていればな……」

　と──。

　完かん璧ぺきにあてがはずれたのはタイラーであろう。ここぞというところで『あさなぎ』を戦力として投入し、ミフネ提督に自分を見直させてやろうと思っていたのに、その前に戦闘が終結してしまったのだ。

「出し惜しみして元も子もなくしましたな」

　とは、副長ヤスダ少佐の辛しん辣らつな一言である。

「まあいい、こんな日もあるさ」

　タイラーは艦長席に足を組み、それでもさほど気落ちはしていなかった。大佐に昇進するくらいの手て柄がらは既すでに立てた余裕のなせる業わざである。それに、人材のほうもかなり集まった。特に戦艦『フェンリル』の操そう舵だ手しゆとサカイ、シラギクの両パイロットは、自分の部下にぜひ欲しい。帰ったら、さっそくアンダーソン長官に頼んでみようと、タイラーは思っていた。ついでにあの『阿蘇』とかいう巡洋艦も、くれるように頼んでみるか、タイラーにはメチャ甘いアンダーソン長官は、きっと彼の頼みを快く聞いてくれるに違いない。

「全艦！　これより帰投する。艦隊を組み直せ」

　ミフネの命令も、タイラーはうわの空で聞いていた。

　このところ、不足しがちだった睡眠を、ここらでまとめて取っておこう。それもできれば、冷凍冬眠カプセルではなく、艦長用のスペシャル・タタミ・ベッドと最高級羽ぶとんによる睡眠を──。

　そんなことを、タイラーは考えていたのである。

　そう言われてみれば、まだ課題として渡されたシミュレーションを一題も解といてはいないことに、彼は気がついた。







　タイラーがタタミ・ベッドで大おお鼾いびきをかいていた頃ころ、本星へ帰投するラアルゴン艦隊旗き艦かんブーメのブリッジでは、ロナワー提督がドムからの報告を受けていた。

「そうか、タイラーとはさほどに恐ろしい奴やつなのか」

「油断できません。まかり間違えば、自分もやられていたでしょう。恥を申せばこのル・バラバ・ドム、生まれて初めて戦場で背筋が寒くなりました」

「よし、もはや一刻の猶ゆう予よもならん。全力を挙あげてタイラーを叩たたく」

　ロナワー提督の決意は固かった。

「次にタイラーが出て来たときは、この儂わし自みずからが艦隊を率ひきいて出撃するぞ。それも精せい鋭えいの、高速戦艦のみによって編成された艦隊をな」

「賢明です、閣かつ下か」

　ロナワーがタイラーを評価してくれたことで、ドムもまた報むくわれた。「不ふ肖しようこのドムめも、閣下とは別にタイラーを追ってみとうございますが」

「よかろう。今回の働き、みごとであった。さっそく陛へい下かに進言して戦艦の艦長の地位を用意してつかわそう」

「有り難がたき幸しあわせ」

「しかしあのタイラーに勝算があるのか？」

「自分の部下に有能な暗あん殺さつ者しやがおります。地球とラアルゴンとの混血で、毒どく針ばりとアンドロイドを使う殺し屋です」

「暗殺か。貴官には珍しいな」

「殺すわけではありません。タイラーを生いけ捕どる作戦です」

「それはまた大胆な」

　ロナワーは面白そうに目を細めた。「して、どんな手を」

「タイラーの乗る艦に潜せん入にゆうさせます。スパイとしてもじゅうぶんに役立つ男ですから、こちらの期待に応こたえてくれましょう」

「ふむ、しかし儂わしのほうが先に、タイラーを艦ごと消してしまうかも知れんぞ」

「競争ですな、閣下と」

　二人は目くばせして互いに笑ったが、その本心はどちらも自分がタイラーを倒す肚はらでいた。

　ロナワー提督の個室を退出し、艦の通路を歩きながら、ドムは不敵な表情でつぶやいた。

「皇こう帝てい陛下、申し訳わけございません。今回は手土産て　みやげなしです。次は、必ず……」

　彼にとってはタイラーは、得え難がたい好敵手であると同時に、出世のための道具でもあるのだった。











エピローグ







宇宙一の男の中の男










だまって俺おれについて来い！







ジャスティ・ウエキ・タイラー　　　　　　　　　

（軍人・政治家　宇宙暦６９７４～７１０４）　　






「それじゃ、行って来るよ」

　ジャスティ・ウエキ・タイラー大佐は、巡じゆん洋よう艦ＮＣＣ─３７３７『阿あ蘇そ』のタラップを昇りかけて、思い出したように振り向いた。

「あんまり心配させないでね」

　ユリコ・スター少しよう尉いは以前とは別人のようにタイラーに接する態度を変えている。やはりなんのかんのと言っても出世する男には、女性をひきつけるなにかがあるのだろうか。

「けっこう心配してるんだから……」

「ダイジョーブ、僕は子供の頃ころから死ぬのは畳たたみの上と決めているんだ」

　涼しい顔でタイラーは言った。「それに、今度帰って来るときは、提てい督とくさ。そうしたら、約束通り結婚しよう」

「いいわ。でも、あんまり待たせて、私をおばあちゃんにしないでね」

　ああ、あのとげとげしかったユリコ・スターがこうも掌てのひらを引っくり返そうとは。やはり男は顔ではない、金でもない、ましてや性格などでは断じてない、出世である。そのことをタイラーは、結局誰だれよりもよくわかっているのかも知れない。とにかくやたらと効率のいい人生を順じゆん風ぷう満まん帆ぱんで歩いていた。

「まかせとけ！　目標に向かってただ前進あるのみだ」

　タイラーは胸を叩たたいた。

「それにしても、君がミフネ提てい督とくの秘書になろうとはね」

　自分の出世とユリコとの結婚は予定された事実でも、そのほうがタイラーにとってはよほど意外であった。「辛つらいだろう」

「そうでもないわ。いい人よ。ときどき息がつまりそうになるけど……」

「ま、僕が出世すれば、必然的に君も出世する。すぐにもっといいポストに回してやるから待っていろ」

「期待してるわ」

　タラップを昇り、エレベーターでブリッジに出ると、そこはもうタイラーの天下であった。最さい新しん鋭えい巡洋艦『阿蘇』は彼のもの。

　人材に関しても、彼の希望はほぼ容いれられた。操そう舵だ長ちようはハロルド・カトリ少佐、そして艦載機パイロットはコジロー・サカイ中尉とタケオ・シラギク少尉である。これ以上はない人選であろう。

　ただ、そのための交こう換かん条件というのではないが、副長が彼の呼吸をわきまえているヤスダ少佐から、マコト・ヤマモト中佐（彼も昇進したのだ）に変えられてしまった。これは、タイラーの好き勝手にやられてたまるものかという、惑わく星せい連合宇宙軍上層部、特にススム・フジ中将のさしがねと言われている。もっとも、この人選はタイラー以上に、当のヤマモトには不本意だったようである。

「古巣の『そよかぜ』に、艦長として戻もどることになりました」

　転属の挨あい拶さつに来たヤスダ少佐は、ばつが悪そうに笑いながら、そうタイラーに告げた。

「今までの御恩は忘れません、大佐もどうかお元気で」

「そうか、それは残念だな」

　さほど残念そうな様子も見せず、タイラーはケロッとして言ったものだ。「僕と一緒にいれば間違いなくまだまだ出世できたものを」

「出世より、気楽な生活のほうが性しように合うことに、この間の航海で気がついたんですよ。私は残念ながら、あなたの副官の器うつわではありません」

　どうやら転属願いは、ヤスダ少佐自みずからが提出したもののようである。

「ま、後任の人が苦労しながら出世する様を、気楽な立場で見物させていただきたいと、小官は思うわけであります」

　ヤスダ少佐は賢明であった。一方タイラーの下で死ぬほど苦労することになるヤマモト中佐が、副長任命の辞じ令れいを受けたとき、彼は沈痛な面持ちで、たったひとこと、こう言ったそうである。

「惑星連合宇宙軍も、とうとう階級の大安売りが始まったようですな」







　もう一人、通信士兼オペレーターとして乗り込こんだキョンファ・キム中ちゆう尉いは、ミフネ中将の特命を帯びていた。タイラーを監視せよと、ミフネはこの美び貌ぼうの中尉に告げたのだ。

少尉から中尉への昇進は、その見返りであったかどうかは定かではないが、このことをもちろんタイラーは知らない。事実、どうでもいいことなのである。

　もう一人、これはなんとなくついて来てしまったドクター・ヒデザブロー・キタグチがいる。彼の場合は宇宙軍内部でも持て余されていた存在で、体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだと言われていた。ま、彼にしたところで艦長が少々頼りないのをさっぴいても、酒がおおっぴらに持ち込こめる艦ふねは大歓迎だったろう。

「よしよしよし……。揃そろったね」

　タイラーはブリッジで有能なクルーたちに囲まれながら、満足気にうなずいた。

「それじゃいっちょ、気合い入れて歌ってみるか」

　またぞろ、彼の得意の唄うたが始まる。








軍隊入って　出世して

軍艦売っ払って　大金つかむ

これぞ男の　生き方だ

いくぞ宇宙の　涯はてまでも

狭い地球にゃ　住みあきた

俺おれは行くから　君も来い









　ヤマモトは副長席で頭を押さえ、キム中尉は通信用のヘッドギアで最初から彼の歌声をシャット・アウトしていた。もちろんタイラーは知ったこっちゃない。

　彼の行く手には無限の宇宙の如ごとく、洋々たる前ぜん途とが拓ひらけていたのである。

「出撃！　まだ見ぬ未来に向かって前進あるのみ！」

　タイラーは会心の笑顔で３３７名の部下に向かって命令を下した。







　同じ頃ころ、宇宙の反対側では11歳の皇こう帝てい陛へい下かが少女の素顔に戻もどり、健すこやかな寝息を立てていた。

「パコパコ……」

　という愛らしい寝言は、誰だれにも聞かれなかった。少女はル・バラバ・ドムと交わした約束をかたときも忘れたことはなく、彼が連れて来てくれるであろう新しいペットを心待ちにしていたのである。














殊勝なあとがき









　艦長という職業に、憧あこがれます。

　それこそ少年時代からの、子供っぽい次元での、しかし偽いつわらざる憧れなのです。

〝職業〟という言い方に語ご弊へいがあれば、生きざま、あるいは地位と言ってもよいでしょう。

　軍艦という閉へい鎖さ社会（ひとたび航海に出れば、外界とは完全に遮しや断だんされます）において、艦長は家長であり帝王であり警察署長でもあり裁判長でもあり、しばしば教師でさえあるのです。艦内に限っては司法、行政、立法にまたがる権限を、ほぼ完かん璧ぺきに委ゆだねられているわけですから、これほどの専制君主はありません。その命令は絶対です。

　その一方で、部下たちの信頼と尊敬を一身に集めるのもまた艦長です。部下たちにとって艦長は頼れる親父おやじ、尊敬できる先輩、命を預けるに足るリーダーでなければなりません。また艦長は、船乗りたちにとってはしばしばその〝艦ふね〟と同義語でさえあるのです。

　この権利と資格とのかねあいが、良きにつけ悪あしきにつけ、どれほど巨大な人間像を生むことか！　僕などその資格も適性もないのを承知の上で、単純に〝艦長〟という立場に憧れてしまうのです。

　その際きわだった存在感のせいでしょう。小説、映画、アニメの世界でも、艦長といえば特異な、そして巨大なキャラクターと相場は決まっているようです。ちょっと思いつくだけでも『宇宙戦艦ヤマト』の沖田十三、『スタートレック』（僕は『宇宙大作戦』といういかにも日本人がつけましたというタイトルのほうが好きなのですが……）のジェイムズ・カーク船長、海の英雄ホレイショ・ホーンブロワー、『海底二万哩マイル』のネモ艦長、『海底軍艦』は押川春浪の原作版の日本の快男児桜井大佐と、東宝映画版の戦争キ○○イ、故・田崎潤演じる怪男児神宮寺大佐、映画『ケイン号の反乱』のボギー、そしてわすれちゃいけないアリステア・マクリーン（彼の死は僕には手塚先生以上のショックでした）の出世作『国王陛へい下かのユリシーズ号』（女王陛下は誤訳です！）のヴァレリー艦長ｅｔｃｅｔｃ……。書き出したらキリがない。

　どうです、非の打ちどころのない完璧人間あり古こ武ぶ士し肌はだあり暴君ありと、実に多種多様な人間像でしょう。しかしいずれも、常人の及ぶところではないスケールの大きさという点で、みごとに共通項を見出せるのです。

　だから艦長はやめられない。

　我らがタイラーが、彼ら錚そう々そうたるメンバーの中に並んで見劣りしないかどうかは別として、少なくとも人間としてのスケールの大きさだけは、負けていないと自負する作者なのであります。

　どうか作者ともども、発展途と上じようのジャスティ・ウエキ・タイラー、長い目で見守ってやってください。





平成元年四月




吉 岡　 平　　













巻末特別付録







『宇宙一の無責任男シリーズ』

Ｃ調キャラクター大語解







無責任監修・林明美　　






アキヒコ・ヒラカワ


＊　彼が発明した〝バトルシップ・デストロイヤー〟で、『信しな濃の』を倒すのかと思っていた。

＊　参さん謀ぼうよりも、博士役で出演して欲しかった。

＊　そうか、作者はすべてのキャラクターを、東宝映画陣でパロる肚はらだったのか……。






アザリン（ゴザ十六世）


＊　最初は本当にチョイ役だったのだが、挿さし絵えのせいで重要なキャラクターになってしまったというよくあるパターン。

＊　ここまでパロディで押し通すなら、滅び去るラアルゴン帝国に泳いで還かえるというのをやって欲しいですね。






アスカ・コリア


＊　アンダーソン長官の、別れた奥さんだったという話は、ぜひやめてください。






アドリアン・アンダーソン


＊　タイラーの仲人なこうど以外、なにもしていない。

＊　もしかしたらこのシリーズで、いちばん無能な人。

＊　日本人でないのに惑わく星せい連合宇宙軍でいちばん偉い。根回しの天才。






アベレッジ・ウエキ・タイラー


＊　息子の結婚式にも出席しなかった謎なぞの父親。そのうちの登場が楽しみだ。

＊　息子に施ほどこした教育を見る限りにおいては、とても平凡なサラリーマンだとは思えない。

＊　わざわざ明治時代にまで行かなくとも、息子をこしらえる前の彼を殺せばよかったのに……。






イツァーク・ハイフェッツ


＊　そのうちいいところでいい役もらって死ぬのが見えミエの、渋いじいさん。

＊　２巻のラストのセリフを見る限りにおいては、この人の性格も相当にすごい。「手短に言いますと……」のひとことですませてしまうあたり、とてもまともな人とは思えない。






エィミィ・ハナー


＊　どちらが姉なんですか？

＊　そのうち絶対、怪獣を呼ぶに違いない。

＊　ホクロの位置が、ユーミより好み。

＊　彼女がサカイ夫人に、ユーミがシラギク夫人になるというのは、どうでしょうか？おそらく宇宙最強の空中戦ファミリーになるに違いない。






カール・ビョルン・アンドレセン


＊　ヒラガー中佐との漫才コンビで、軍をやめても食っていける。

＊　数少ないまともキャラクター。適当に殺したりしたら、許さんぞ！






キクチヨ・ミフネ


＊　個人的には好きなキャラ。もっと活躍して欲しかった。と、作者は語る。ふん、最初から殺すつもりで登場させたくせに！






キョンファ・キム


＊　あの兇きよう悪あくなデザインの水着を、コミケのコスプレでぜひ見てみたい。

＊　挿絵の登場回数ではユリコやアザリンに負けているが、登場面積とインパクトでは、女性キャラクター中、堂々の第一位である。

＊　ちなみに漢字で書くと金京和になるそうです（ハングルでは知らん）。






ギル・ド・ドラン


＊　あそこで日本の歴史に干渉していなければ、生きて故郷に帰れていたものを……。






グエン・ホー・ミン


＊　キム大たい尉いの体に直接触さわっただけでなく、見開きカラーイラストにも登場させてもらった、この作品でいちばんの役やく得とく者。






グレン・Ｊ・フレッチャー


＊　鼻毛を抜いたくらいであそこまで評価を下げられるとは気の毒だ。タイラーなんかほとんど毎巻鼻クソをほじっているぞ（葬そう式しき用の写真までそうだもんな）。






ゲッショウ


＊　彼がタイラーに厚こう遇ぐうされたのは、タイラー自身、昔坊さんにされかかった過去があるからである……というのは壮大な裏設定（わかるかな？）。






ケンイチ・サハラ


＊　もとセスナ機のパイロットだったという裏設定は、作者自身によってあっさりと無視された。






コジロー・サカイ


＊　義足が反陽子爆弾……というのだけはやめてください。

＊　次の外伝は彼が主人公だ（マジ）。

＊　漢字で書くと坂井虎獅狼です（これもマジ）。






サンジューロー・ミフネ


＊　名前は三十郎。もっとも、まだまだ21で死にましたけどね……。

＊　タツヤ・ナカダイ艦長との一いつ騎き討うちが見たかった。






ジェット・シン・ヤスダ


＊　そのうち再登場してくれそうだ。それまで読者に忘れられるなよ。






シズカ・マリナー


＊　いいなあ、このなげやりなネーミング。






ジャスティ・ウエキ・タイラー


＊　主役のくせに挿絵では、もっともなげやりに描かれている。

＊　こんな上司がいたらいい。いたら怖こわい。ファンの反応はまっぷたつに別れた。

＊　ほとんど一人で、ミフネ家を断絶に追い込こんだ極ごく悪あく人にん。

＊　あの唄うたは、どう歌ったらいいのだという質問殺さつ到とう。そのうちなんとかせねばなるまい……。






ススム・フジ


＊　「放電作戦開始！」という、彼の一言を聞きたい。

＊　彼だけは最後まで生き残って欲しい。でないと話がつまらない。






セッシュウ・ミフネ


＊　タイラーの最大の犠ぎ牲せい者しや。冥めい福ふくを心より祈る。

＊　「ここはいいところだよぉ」と、タイラーを手招きして欲しい。

＊　こういうネーミングにしたのは、英訳されたときのことを考えているからだそうだが、あのギャグがどこまでアメリカ人に通じるだろうか？






タケオ・シラギク


＊　ああいう顔に描かれてしまった時点で、彼のサカイに対する人気の差、特に女性ファンに対するそれは覆おおいがたいものとなった。

＊　にもかかわらず地道に努力する彼はエライ！






トオル・Ｊ・ヒラガー


＊　軍艦おたく。

＊　きっと子供の頃ころは７００分の１ウォーターラインシリーズで遊んだに違いない。

＊　モデルはズバリ！　作者自身。

＊　なんにでも自爆装置と隠かくしコマンドをつけたがる危険人物。






ナク・ラ・ワング


＊　実は単なるロリコンじゃねえかこいつ！

＊　アニメ化されるなら、声はぜひ家弓家正氏にお願いしたい。

＊　なんのかんのと言われても、タイトルにまでなったキャラクターは、タイラーを除けば彼一人だ。






ノリコ・バッハ


＊　都築先生に、あのポスターをぜひ描いてもらいたい。

＊　ちなみにＢａｃｈとは、ドイツ語で〝小川〟という意味である。






ノリユキ・タカネザワ


＊　もっとも影の薄いキャラクター。作者のフォローも期待できない気の毒な人。






バルサローム


＊　ドムに対して叛はん乱らんぐらい起こしてみろ！（きょうび美形悪役の副官はそんなことでもしなけりゃ目立てないんだぞ！）






ハロルド・カトリ


＊　美形のくせに目立てない。これからはハンサムなだけではダメだ。なにかひとつ精神的な欠けつ陥かんが欲しかった（閉へい所しよ恐怖症とかマザコンとか……）

＊　あの顔で畳たたみの部屋に住み、お茶漬づけを食べるのだろうか？






ヒデザブロー・キタグチ


＊　先祖はおそらく満州で、生体実験をしていたに違いない。

＊　あの武器を、最終的には波動砲くらいにパワーアップしたら面白いだろう（その前にまぶしくない改良が必要だが）。

＊　実際に生なま身みで戦ったら、おそらく最強のキャラではないだろうか？






ボブ・キーナン


＊　白はく兵へい戦シーンが必要になったので急きゆう遽きよ作者に思い出してもらった幸運なキャラクター。しかしそのために華々しい玉ぎよく砕さいシーンもまた逃れられそうもない。

＊　そのうちドムとの一騎討ちでもやるか。






マコト・ヤマモト


＊　先祖は五十六のほうかと思っていた。

＊　イラストによって彼ほど顔が一定しないキャラクターも珍しい。特に一巻と二巻のカラーページでは、まったくの別人である。どうもシリーズ化が決定した時点で整形したらしい。

＊　『ワングの逆ぎやく襲しゆう』のラストでは、絶対いっぺん死ぬかと思っていた。






ミッキー・クライバーン


＊　彼のイメージをひとことで言うと、（ガリクソン＋アンドレ・ザ・ジャイアント）÷２である。






ユッター・ド・ロナワー


＊　まさに泥どろ縄なわを結ゆったような、このネーミングのいい加減さが好きだ。






ユーミ・ハナー


＊　そのうち絶対魔法を使うに違いないと思っていたら、超能力を使った。

＊　姉妹二人して、サカイの出番を大幅に減らした。

＊　惑星連合最強のパイロット。特とく技ぎは空中戦と高こう蛋たん白ぱく流動食作りである。






ユリコ・スター（ユリコ・タイラー）


＊　最初はミエ・ハマーという名前になる予定だったが、作者の個人的趣味でこの名前に落ち着いた。

＊　名前からいくと、どうも未亡人になりそうな気け配はいが……。






ル・バラバ・ドム


＊　イラストにより一気に美形に。作者のイメージでは、本当はマッチョマンだったのに……。

＊　勇ゆう敢かんという評判とは裏腹に、日ひ和より見みばかりしている。本当に強いのだろうか？

＊　このままタイラーとはオトモダチで終わってしまうのか？






ロベルト・Ｊ・ハナー


＊　けっこう年とってからがんばって、二人の美人姉妹を作った。

＊　彼の手て柄がらは忘れ去られても、ハナー・シスターズを遺のこしたことによって永遠に語り継がれるであろう。

＊　私もユーミとエィミィの作った高蛋白流動食が食べたい。
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